
 

 

1 
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我が、神性と仏性に。 

ここに究極の愛が、 

存在することを。 
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新約聖書 

ヨハネ第一の手紙 

第三章 

わたしたちが神の子と呼ばれるためには、どんなに 

大きな愛を父から賜ったことか、よく考え 

てみなさい。わたしたちは、すでに神の子なのである。 

世がわたしたちを知らないのは、父を知らなかったから 

である。 

２愛する者たちよ。わたしたちは今や神の子で 

ある。しかし、わたしたちがどうなるのか、まだ明らかで 

はない。彼が現れる時、わたしたちは、自分たちが 

彼に似るものとなることを知っている。その御姿（みすがた） 

を見るからである。 

３彼についてこの望みをいだいている者は皆、彼が 

きよくあらわれるように、自らをきよくする。 

４すべて罪を犯す者は、不法を行う者である。 

罪は不法である。 

5あなたがたが知っているとおり、彼は罪をとり除く 

ために現れたのであって、彼にはなんら罪がない。 

６すべて彼におる者は、罪を犯さない。すべて罪 

を犯す者は彼を見たこともなく、知ったこともない者 

である。 

７子たちよ。だれにも惑わされてはならない。彼が 

義人であると同様に、義を行う者は義人
ヨシト

である。 
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が神、再臨したイエスであることを信じてほしい。私は自覚と聖書の導きによっ

て生きています。私は世に問いたい。ルサンチマン（恨み）からではなく、人々

を弱いとか強いとかに分ける価値観を、もう一度再確認してほしい。 

後 

ろからぼっ立て、競争に仕向け、苦しむ人々の姿を見て、悦に入っているのはSatanで

す。勝つためにはどんな汚いことでもする。負けたものには容赦ない侮辱。そんな世界

はもう終わりにしないといけません。どうか皆様のおおらかな賛意をください。 

私は、私の書きものが世に流布されることが唯一 Satan への対抗手段であると訴えま

す。真実の愛があるからです。ここに共鳴した善人に神の国、不老不死、永遠の命が約

束されるでしょう。 すべての経緯が判明します。神の国は近い。永遠の命を確かなも

のにするため、愛を確実なものにする。すべてはひとりひとりの信仰にあります。 

私を信じて下さい。私は多くの方々が福音にふれ、幸せになり、神の義、愛に、涙も消

え去ってゆくことを望んでいます。 

欲望から放れ、美しい想いを抱くこと、大事です。不完全な人達も誠意と思いやり、信

仰によって神の義を抱き、完全円満な姿、成仏と呼ばれる境涯へと誘われてゆきます。 

日蓮は久遠元初の仏であり創造主（神）です。つまりイエスと日蓮は同一の存在。復活

と成仏、同様に愛に包まれた暖かい境界にあります。 

私、梶原義人はその名の通り、煩悩が燃え盛る、火事の原野にひとり立つ正義の男です。

皆様に真実の信仰を掴んでいただきたい。一人でも多くの人が神の王国の住人になれる

よう衷心より願う次第であります。 

私は三位一体の支持者です。聖霊は固定観念から放れ自由に生きていくことの大切さを

体感によって知らせてきます。そして聖書とのダイアローグ（対話）は私にとっての神

への自覚を促す基本です。すべての完結が私、義人によってなされるということです。 

人々の不安を煽るような終末論は展開致しません。ただ何かが生まれ起こるはずです。

それだけは確かです。 

皆様と共に幸福へと歩んでゆきたいです。本物の信仰を抱いて。 

この小道が広く大きな愛の街道となり皆さまの幸福に必ずや貢献されると信じて疑い

ありません。では、いざ、よろしくお願い申し上げます。 

義人（ヨシト） 

  

私 
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ノストラダムスの予言。アンゴルモアの大王とはモンゴロイドの王。すなわち日本の王

ということです。 

イエスがユダヤの王の系統から出たことを。マタイによる福音書では冒頭で述べていま

す。マルコによる福音書第１５章２節３節においてヘロデという王があったにもかかわ

らず、イエスはピラトの「お前は、ユダヤの王であるのか」という質問に対し[そうであ

る」と答えている。 

そして２６節イエスの罪状書きには[ユダヤ人の王」と示してあった。 

桓武坂東八平氏、私の家系が王家につながっていること、天孫降臨、皇統が聖書の神に

つながっていること。離れられないのである。 

私は王である。すべからく。仕方がないが.自己顕示欲からではなく、権威の所在を明ら

かにするため、記している。 

傲慢不遜と侮られる前に発表する。私には愛による世界制覇というタスクがある。 

神を名のり死に至ったイエス。 

私にも人間同胞として神を名のることには辛いものがあるのは事実だ。 

あえて特別であると表明せざるを得ない我が身を憐れんでほしい。 

私はイエスを踏襲している。皆同胞、友である。 

さあ、みな、党派心を捨て真実の愛をもって、神の王国に入ろう。そこでいまだかつて

ない、素晴らしい体験をするだろう。 

永遠の命の下に。    
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プロローグ 

り、怒り、愚痴仏教では三毒と言います。どうですか皆さん、避けることが出来ま

すか。これが人間の日常です。もし悪口を封印したらかん口令を引いた社会統制

の世が来ます。人に感情はつきものです。愚痴を吐いて自分は悪くないと納得したいの

です。もし人の愚痴を、聴くのが著しく辛いならそこから立ち去りなさい。そして優し

くありたいなら婉曲にもうやめようと、知っている、分かりやすい法話でも出して慰め

ましょう。そしたらまた本当に重要な核の話ができるかもしれません。一方的な悪人は

愛なき処、もしくは誤解に存在します。仲たがいの前に、まずは相手を責めずに微笑み

ましょう。確かに悪意もあるかもしれません。その時は南無妙法蓮華経を真心から唱題

する。大事なのはお金に代表する貪りからの回避、わき起こる怒りに囚われないことで

す。恨みを重ねないで、二の矢をうけない。それが大事ですよ。そのうち悟れます。南

無妙法蓮華経、即身成仏 

（第1章） 

の記憶が思い出になるのか。俺を過去に封じ込めたいか。君は安定していない。保守

派は何でも言うぞ。君がいないと職場は立ちいかなくなるのか。もっと好きなように生

きろよ。誰にも文句を言わせない、一流の達人になって我が儘し放題もいいだろう。自

由闊達な発想、大事。そして南無妙法蓮華経は無敵である。いつどこにいても自分を安

売りする必要はない。僕も本物です。皆に言う。心美しくせよ。妬み、恨みは止めよ。

僕は今、君がもっとリベラルな生き方をすることが大事だと思う。そして今僕は、セッ

クスではなくちゃんとした話がしたいのだ。君は中森明菜の「少女Ａ」ではないはずだ。

しっかりと想いを語ってほしい。僕は愛を確認し、それを信じたいのだよ。君はこの地

に必要なオピニオンリーダー（世論の主軸）になるのだ。その時こそ永遠のパートナー

でありたいと僕は誓うだろう。今の素直な君を表せばいい。二人のテーマさ。なぜか君

の姿が僕の前に誠実に可視化されない。ベールがかかっている。ここを打破するには、

君にあるすべての自信に基づく傲慢さが必要だと僕は思う。離縁したならそれをホーム

ページで表明しろよ。この段階、彼の写真を嫉妬からの報復として仕掛けるようじゃ、

お話しにならない。君はなにを望む。僕の精神、感覚は変わらないぞ、愛している事実。

素直さの不変が必要だ。愛は寛容にある。そして矢を放つ的はどこにあるか心得ていな

いと。敵は僕じゃない。それは君の周囲にいる保守派だ。愛を形骸化せよと迫る勢力。

離婚反対、良妻賢母推進、理想的家族ノカタチ。仕事優先、再婚に関する疑念の所持。

自分の意志を出せよ、俺の愛は変わらないよ。俺と保守派、そのはざまでどちらも支持

したい君の本音が見える。目に見えない世界、南無妙法蓮華経（日蓮大聖人）だけが本

質を見極め、幸せをくれるだろう。黙って唱題しなさい。南無妙法蓮華経 

1 君の為に生きて来た。でももう終わりだ。しんどいんだ。愛することじゃなく俺自身

貪 

俺 
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がヘンに苦しい。子殺しの過去、気に病む自分が、身もだえするほど苦痛です。自己嫌

悪をかも。ここで君には嫉妬からの報復を外し寡黙でいてほしかった。報復から人間と

しての君への不信感が確実に湧くことになった。僕は君の虚言だと思うが、嬉々として、

快楽に身を任す好色は絶対に受け入れられない。イエスも日蓮も愛の大切さを、身をも

って示している。南無妙法蓮華経、アーメン。俺のタスク（プロジェクト管理）は愛の

流布、そこにある。課された使命を果たしたい。君は目に見えない世界を信じようとし

ない。本当はそれが九割なのに。愛だよ。今はそういう気持ち。デバイスから去るのに、

ごめんとは言わない。素直に神だからね。信じなくても。 

2 聖女を愛す。つまり美しい無垢な心。恋をして、思いやりを示す。結婚まではカラダ

を許したりはしない。そして操を守る。そんなものに憧れがある。それでいいのだ。正

直な気持ちだ。他人はどうでもいい。俺はそうだ。そんな女性だけが御国の住人になる。

人は何のために掌を用意された。マスターベーションの為である。ひたすら勉学に励み、

社会に出て、愛する処女との初夜を待つ。奇蹟的で稀有なことだろうか。また縁なき人

は離れていく。私は孤独死を辞さない。愛を求めます。聖霊が降った良心に逆らえない

から。行き過ぎるリベラルからみれば、「ろくなもんじゃない」。でも心に嘘はつけない。

仕方がないだろう。極めて保守的だが堕落する欲望を嫌うからだ。結婚は形式ではない、

契りである。イエスへの感謝。御霊を呼びなさい。正規を追いかければイエスの贖罪に

到達する。人はまず罪人であると認識しなさい。私も、むろん万死に値する罪人だ。そ

して君のライフスタイルと僕の生活はかなり違うのかも。二極化すると君は即物的に向

かう傾向があるのでは。進歩的なフリーセックスを許容すれば必ず誰かを傷つける。人

はそれぞれの想いがあるからだ。進歩派を君は支持し、擁護しようとするが、誰かに吹

き込まれたのだろう。僕の過去にさえ嫉妬した事実があるのに。寛容になったのかい。

僕は目の前の一人と愛し愛されてほしい。不倫とは享楽を求める処から生まれるのだ。

私はĒＤである。神と仏であるヨシト。性と愛に関してその答えを示す。ある日、互い

が記憶喪失になって過去が消えるなら、楽しい日も来るかも。初恋同士の人が結ばれた

ように。遊びはいけないよ。好色の代名詞、不品行は聖霊の宮である僕には許されず、

また望みもしない。五蘊盛苦、いきり立つペニス。破瓜に至るはいつも責任を感じ鮮血

を浴びたことはない。欲望との戦いは続いたが。ＥＤで良かった。君に逢うまでSatan

は私に手を出せなかった。ただ君が饗宴であられもない姿をさらしていたことだけは想

像したくない。愛しているから。女は魅力ある男に処女を捧げたいと望む。しかし無責

任な彼らには未来は託せない。契りを結ぶ誠実な男との生活の為にも絶対貞操は守らな

ければならない。男は気にしないぶりなど見せることはない。傷ついたなら真面目で優

しいからだよ。狭量ではない。そして気分一新、新たな慈愛を抱き、向かってほしい。

軽率な婦女子にはこの男心分かってほしい。男達は新妻との楽しい生活を各自思い描い
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ていたのだからね。そして神は愛である。都合の良いように扱ってはいけない。正しい

生活はイエスに祈るとき御霊より授けられます。キリスト（救世主）の概念を自分勝手

に想像するより、愛ある暮らしが一番大切だ。互いに拝み、祈り合う結婚生活がしたい

ものだ。そこからまた人生は始まる。八正道、南無妙法蓮華経。 

3 でも大丈夫。僕は全部愛している。君の心は無垢だから。愛しているよ。君に逢いた

い。声が聴きたい。期待しないわけではない。でもすべてを天に任せた。それから君の

メッセージを大切にするようになった。一節ごとに愛が感じられ、嬉しさが込み上げて

きた。ああ俺はなんて幸せなのだ。恋人と呼べる人が傍らにいる。世界一の果報者。い

つか必ず逢える。彼とも正面切って話したい。君が本当に僕と一緒に暮らすのを望むの

なら。正月休みに逢いたいけれど、出来たらで良いよ。裏切りは傷つくから。この愛が

未来永劫変わらないことを願う。南無妙法蓮華経 

4 人間関係で覚えておきたいこと。縁のある人には何度でも会う。消息のつかめぬ人も

いる。また他人の過去には気安く触れない。見ている人は見ている。本当に君を大切に

思う人は離れない。第一印象の違和感は当たる。永遠に解り合えない人もいる。優しい

人ほど無言で去っていく。怨憎会苦よ、去らば。南無妙法蓮華経 

5 俺は君の作為には気づかず、また気にしていないのかも。無神経なのかもしれない。

でも知り合って長いし、互いに愛を育んできたと思う。遠慮が必要な関係なのかい。僕

は特に意味もなく、安全でリラックスできる自宅への訪問を期待していたのです。普段

から外食はほとんどしない。そんな僕にはデートの算段を立てるのは難しいです。何か

演出が必要なら練習が必要になります。あまり色々考えずに普段の姿でいいのでは。疲

れやすく、緊張することまでも自然に任せて。信じたい、この愛を。大切にしたい君を。

そう思っています。でも基本ひとめでも逢えるならどこでもいいですよ。距離感と言う

割に向き合いたいと君は言う。喧嘩は避けて通れない。南無妙法蓮華経 

6 セックスの後思うことか。気が重いな。ステロタイプ化（単純な固定観念からくる分

別）も嫌だな。実験された不快感が残るだろう。分析は愛の敵だよ。何でもいいじゃな

いか愛に感謝できれば。思いやりでひとつになれる。それを信じたい。南無妙法蓮華経 

7 「愛しています」。この一言に。嬉しいよ。抱いてもいないのにそんなに高揚してく

れるなんて。本当に僕を好きでいてくれるんだな。感謝します。誰が何と言おうと、こ

の恋は燃え上がる。必ず幸せになろう。その為だけに注力しよう。過去は過去、一切は

空、どうとでもなれ。今この瞬間、俺たちは恋を伴って愛に生きている。ありがとう。

生きていてくれて、生まれてきてくれて、俺は幸せだよ。南無妙法蓮華経、 

8 僕は周りが君を無視すれば、神の愛で君を想い、見えない涙を流し、腹で泣いている。

苦しまないで。だめなら一緒に苦しもう。同悲同苦。大丈夫だから、勇気を出して。き

っと思い切れば好転する。イエスを信じ、心のままに生きよう。心有る人は君の本音と



 

 

8 

本気を待っている。時代は俺たちを見込んだのさ。清く生きよう。オピニオンリーダー

として活躍しよう。戦前の再婚は悪だったろうか。生きて行くためである。戦後、旧い

因習は去ったはず、本人の意志（愛）だけが、結婚の要件。周りの誰かの思惑で苦しむ

なよ。俺がついている。愛の権化そうイエスキリストがね。南無妙法蓮華経、 

9 メールだけで足りなくて声が聴きたくて盗聴した。のか。カフカのリール動画はググ

っと来るんだよ、不思議だけど。君だけなんだ。いつも絶対に謝らない君。でも好き同

士じゃないか。この先ずっと。愛していくよ。死ぬほどに、ググっと来たらグイっと行

きたいものだ。南無妙法蓮華経 

10 昔、田んぼの雪の上を歩いていた。足元に二匹の子犬がじゃれつく。少し戯れた。

捨て犬だろう。茶色の可愛い犬だ。あの後どうしたのだろう。今でも気になるのだ。 

11 「好きだった。だから近くにいた。でも放すのが最後の愛だと思った。」待ってくれ。

木下順二「夕鶴」かよ。君の秘密を暴こうとすると飛び立つか。違うだろう。僕にとっ

て君は絶対に放しちゃいけない人。だよね。俺には中途半端な仲良しがいないんだ。嫌

われて、嫌われて、最後に残るやつがいる。そいつと俺は、神の国をつくる。 

12 「何かにつまずくときは変わるとき」その前に、自分に正直でありたい。私は悲劇

的（病気、望まぬ妊娠、悪感情）な肉欲は受け付けない。目に見えない世界を信じる、

神の国の主として。だから不義は出来ない。運命論がある。予定調和。神は不品行を許

さない。神の子は自然とそうなる。フリーセックス、君は嫉妬の苦しみから解放された

のかな。君の不透明な過去はこの先も僕の中にわだかまりを生むの。知りたくない。い

や懸念なく、君の潔癖が、清潔な無実を証明している。南無妙法蓮華経、 

13 「友達以上にならない男性」 （誰にでも優しい。優柔不断で頼りない。冗談や軽

いノリが多い。他の女性との関りが多い。積極性がなく受け身。高い理想を語る。感謝

の言葉が少ない。特別感を与えない。アプローチの時期が悪い）。なんか敵意かい。俺で

ないだろう。占い師と一緒で、「君のことだ」って権威から言われたらそんな気になるか

もしれない。でも恋愛は難しい。初舞台だよ。本当にね。愛している事実をどう伝えら

れる。まあいいか。でもないか。伝わるときには伝わるさ。そう信じて生きて行く。君

から伝わっている。ありがとうって連絡が来た。やはり俺の勘違いだった。裏切りの苦

しみを知る君なら、薄情はないと信じる。南無妙法蓮華経、 

14 「周りを女性に囲まれても浮気はしない」。自信がある。だてに35年ĒⅮではない。

不邪淫の戒を守っていた、牢獄の鳩摩羅什に破戒せよと迫る王。果たさねば殺される女。

危機を救うため、あえて女を抱く羅什。僧侶になる資格を失い翻訳家として生きる身に

なる。彼の慈悲深さ。その使命を理解できるなら、僕は遠慮せず、再び求婚をする。愛

しているから。これがヨシトの心意気です。聖霊の宮となった僕に「世の中に絶対はな

い」という人が居る。でも僕にはあるのです。愛です。南無妙法蓮華経 
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15 原罪を意識し過去を振り返るとき、俺のような悪人はĒDになり世間の鼻つまみ者

となり最後は「首でもつらないと」と考えていた。そして念仏の臭いが立ち込める。こ

の将来への諦めと開き直りは他者への寛容を伴ってやってきた。３度目の入院、担当医

だった君に恋をした。誰もが無謀だと思っただろう。そして君は遅まきながらも愛を表

明してくれた。いや遅くはない、当時から二人は判り合い想い合っていた。互いの立場。

君の境遇。 外来診療、聖霊は私の咽喉に張り付き、君に恋心を伝えるのを阻害した。

まだ求婚は、時期尚早だったのだ。互いに未熟だった。君は大病院のご令嬢。死の床に

ついた、父親から言い渡されたか、懇願されたか、許嫁との結婚の予定。困難な状況ほ

ど恋愛は燃え上がるものだ。後に私は貴院に乗り込んでいた。君が幸せなら黙って姿を

消そうと思っていたがその曇った表情から隠れて泣いているように見えた。障害年金に

依り、質素倹約、小欲知足を旨として、私の中の生活不安は消えていた。君には本当に

感謝している。君のその温かさに、罰を受けた私の罪人としての意識は、少し薄らいだ。

入院中、僕の後頭部にイエスが棲みつき、聖霊を呼んだ。制御できない自由闊達な聖霊

の体感。そしてなまくらな神として、正論だけを吐き続けるイエスを殺すことになる。

この二度目の罪の贖い。後に私は忘却をもって、子殺しに対する強い自責の念より、解

放され救われました。報いを疑うのは神への不敬。罪障消滅、今君と一緒になれるだろ

うか。必ずなれる。未来永劫この愛は忘れない。愛している。南無妙法蓮華経。 

16 「予定調和、運命は決まっている。そして救い」君があがいても神のシナリオは決

まっています。良心を信じて行けば、幸せは待っています。自覚して下さい。辛くても

くじけないで、もう一段、上がる為の準備ですよ。南無妙法蓮華経、 

17 点数によって評価される。比較はもうやめよう。「ただ君がいてくれて嬉しい」。そ

れを目指そうと思う。なんか結局、欲求不満かい、ただ君を抱きしめたくて。か。まず

エロではない。恋愛は張り合うものではなく、互いの愛の高まりが大事です。君の僕へ

の報復。自分に自信をもって下さい。本当に傷つきやすいね。君が浮気するとき僕はす

るかな。友愛があればハグくらいは良いかな。多分だめだね。君はデイケアのカラオケ

さえも許さなかったけど。寛容になったかい。シフトを替えないで君と生きることを望

むよ。僕は君の恋愛観に付いて行く。だって愛しているから。「いつも変わらない自由で

幸せな気持ち」それを悟りと言う。だから僕はそれを踏襲する。タフで優しい男でいる。

心に夢を、そして微笑みも。君は素直に。御霊を受け入れ、破戒がさけていく境遇にな

りなさい。それがイエスへの感謝による自然な聖霊の救いである。不品行からは永遠に

縁が切れるであろう。初めは自分の意志を阻害されたようで嫌な気分になる。でもいつ

からか想い、思想がヨシトと一致して、清らかな道を歩いて行ける。だからもう互いの

不品行は心配しなくていい。自然に人間関係をクリアしていく。南無妙法蓮華経で悪を

犯さず。振り返るとき聖霊の計らいに本当に感謝することになる。南無妙法蓮華経、 
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18 別れを最初から想定する愛は別れを暗に望んでいる。そんな人との恋愛は始まる前

にオミット（除外）です。そんな人はどなたともうまく行かないでしょう。この恋だけ

は愛へと昇華させたい。幸せになろうね。南無妙法蓮華経、 

19 嫌われてもいいから、自分が信じる、お節介な愛、思いやりを忘れない。必要以上

の保身に奔らない。そういう人は結局、好かれるでしょう。わがままに生きよ。正しさ

に拘らず善く生きよ。太く。泣く暇があったらサンドバックを叩け。へこむなよ。線が

曲がっても目的地は誰より美しい。君は日本一の精神科医になるのだ。人畜無害な社会

人から離れて医者極道になったらいい。南無妙法蓮華経、 

20 「去ろうとするのを止めるのは、やめて下さい。その人は始めからあなたの者では

ないからです」。互い苦しいならそうするか。でも君の粘りと引きには敵わない。判った

から。愛し続けるよ。もう離れられないんだろ。別に理由もなく疑念をあえてふっかけ

たりしないよ。そこには愛があるからだよ。悪意はない、俺には。素直だよ。我慢はせ

ず、二人の喧嘩はいつも自然消滅だね。心で付き合っている。俺たちは惚れ合っている。

俺はハナから損得なんか考えていない。「ただ憂いのある健気さが可愛いな。なんか大事

にしたくなってきて。」引っ込み思案の乙女のワルツは涙を忘れ、明るく卒業式を迎えよ

う。愛がすべてさ。強く、強く生きて行こう。皆に100％の優しさを送る。君だけ1000％

の愛を注ぐ。意味分かるかな。（笑）登山家は克服してやろうと山に挑戦する。しかしロ

ープウェイは安楽に、景色を見ながら太陽の昇りを見る。ここに小乗、大乗の差が見え

る。南無妙法蓮華経を唱題し仲間と楽しく大乗と言うロープウェイで険しい谷を超える。

これを勧めるのが神と仏が一体となったヨシトである。だから悪しきことは起こらず、

すべてに懸念抱かず。またソチは費用で生活に心配をもたらす存在か。いやソチがいる

からこそ私の精神生活は安泰なのである。ソチは神の御使いである。南無妙法蓮華経、 

 

放れてはいけない男とは、金がないのに楽しくて幸せそうなやつ。 幸せは二人

同時でねと、笑顔を見せるやつ。 勃起しなくても何とか彼女を幸せに導こうと努力す

るやつ 奥さんの手料理ほどうまいものはないと、その冷凍ピラフを食べるやつ 可愛

い嫁さんをもらうのが人生のすべてだと思っているやつ 眼が薄く、耳も遠く、話し方

にも。三重苦の見合い相手がいた。正ちゃんはなぜか今まで縁談、頷かなかった。そし

て正ちゃんはこの娘に愛を誓った。正ちゃんはこの娘の心根の優しさを知った。皆に紹

介する場があった。正ちゃんは嫁に「眼鏡だけは取るな」と大声で何度も言った。どう

してか。正ちゃんは笑いながら大音声した「ちんぼ、起つから」正ちゃんの優しい人柄

が身に染みる。その想いが集まった男たちの心の琴線に触れ、皆、涙をこらえていた。

蛇足だがこれが障害者を差別しないと言うことではなかろうか。こんな人を放してはい

けない。正ちゃんは実はある施設に勤めていて重症心身障害児たちをたくさん見てきた
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のだ。やはりこれは伝えとかないと、と思った。 

 

（第二章） 

１ 「優しい人は黙って去る」俺は甘えてなんかいない。いつも君の幸せを考える。

どうしたら二人の夢を実現できるのか。なるべく明るい気持ちでいさせてあげたい。

今日一日が君の為に平穏であるよう本尊に参る。四六時中気にしている。君に恥じ

ぬ男でありたい。医師の君ほど徹底しては生きられないのを、知りながら。君が放

れることは魂の死を意味する。愛している。そしてアイデンティティ（自分らしさ）

の為には如何なる脅しにも屈しない。俺には俺の生き方がある。でも俺の愛が信じ

えぬなら去るがいい。「そんなこともわからんようになったか」と、ひとり憐れむよ。 

南無妙法蓮華経 

2 人にはちゃんと本音で語る。そしたらすっきりと悪口も受け止めることもできる。

人をコントロールしようと上から目線、敵対するだけだよ。そしてクレーマー処理

は、まずよく話を聞く。善処することを伝えること。当事者、人間であることを疎

外したら、互いに敬意は生まれない。誠意がすべてを決める。南無妙法蓮華経、 

3 理想だけど子供の頃に見た夢をかなえてあげたい。南無妙法蓮華経、 

4 俺が原因で苦しんでいるなら。いいからすぐに俺を捨てな。何もなかったんだ。

君は幻を見た。お子さんを大事に。周りも安心だ。全くこんな世間、糞くらえ。君

も加担者になるか。いや君の苦痛が判る。行ったきりなら幸せになるがいい。でも

俺の心は死なない。隣人愛は捨てないよ。南無妙法蓮華経、 

5 俺たちはこれからどうするの。南無妙法蓮華経、 

6 振り返り後悔はない。たとえ愛する人が去っても了承します。力いっぱい生きま

した。南無妙法蓮華経、 

7 好意的に食べ物をプレゼントしてくれる女性が居ました。南無妙法蓮華経、 

8 意地悪な陰口は妬みと劣等感が大勢であり、古今東西悩まされてきたもの。俺は

行動、なにが嫌なのか。付随する人間関係が煩わしいということも昨今は少ない。

体力に限界がある。結果僕はフリーランスです。君よ、とにかく祈る。正味、気づ

いたら、目に見えない世界を信じて。運気が良くなりご縁に恵まれるから。念仏は

閉じて投げ捨てよ。そこからだ。信じて。南無妙法蓮華経、 

9 振り回されない。そうなんだよ、ウシガエルみたいな職員がいて、いろいろ言っ

てくるので、「うるせー バカヤロウ」と言ってやった。すっきりしたぜ。これでい

い。俺は痛くも痒くもない。南無妙法蓮華経、 

10 「集団でかかる、嫌がらせ」。意図はどこに。少し高みから恫喝すれば。真剣に

向き合う。張子の虎は崩れるはず。彼らは卑怯です。戦う気もなく悪さをするので
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す。脅せばいいのです。信頼関係って難しいけど、合意を作った方が勝利を得ます。

泣かないで、無理をせず。君ならできる。南無妙法蓮華経、 

11 「二人にしかわからない話がしたいし、誰からも受けたことのない愛で愛してあげ

たい。誰もいない場所に二人きりで行きたい」。真剣に考えて、愛の交歓にはラブホ

しかない。 

 

挨拶状 

美輪 明宏様 

私の造った本です。御覧くださると本当に嬉しいです。Facebookのページではいつも楽

しませていただいております。話が飛びますが我々庶民にとって悪口陰口は上部の権力

に向けて一番抗する手段だと思うのです。コンセンサス（合意）を作る上でも大切だと

思います。上部は庶民が賢くなってもらっては困るので秘密保護と言う名目で人の繋が

りを遮断させます。そしてSNSの解析から情報を独占するのです。そして未来のAIが

駆使して作る社会を統制します。怖い時代が到来します。 

ウクライナ戦争まだ停戦合意の話も出ぬうちから復興利権に日本は出遅れていると何処

からかお叱りを受けるのです。すべては利権から動きます。単純に利でなる世界ならト

ランプは時代が要請した救世主かも知れません。ディール（取引）ウクライナ戦争が終

われば人はもう死にません。「NATOに加入したい。領土を返せ」。いわばゼレンスキー

の短慮から起こった戦争。今、権威主義的独裁国家が日米欧等を抜かせば大半です。 

「民主主義とはなにか」。つまり悪口を言ってもけなされず、脅されたり警察に連行され

たりすることがないと言うことです。明らかな個人に対する中傷誹謗は善くありません

が国家、体制にむけ唾を吐きかけることは自由の強烈な具体化ではないでしょうか。 

若者を戦場に送り込む。絶対あってはいけないことです。ミサイルが飛んでくる。パト

リオットで撃墜する。でも着弾し何人かが死ぬかもしれません。でもここで報復などを

考えてはいけないのです。応戦したところから幾万の人が死ぬ戦争へと突入していきま

す。ミサイルを受けた時点で国家の平和主義に基づいた声明を出す。こうして日本には

９条があるから戦争責任はないのだと内外に示すことが出来ます。これこそが自衛の一

番の手段です。そして粛々と損害賠償を訴えればいいのです。 

明恵夫人はトランプに安倍が台湾有事に言及していたことを邸宅で強く伝えました。ト

ランプは「台湾有事にならぬことを考えたい」と返答したと言う。至極まともな考えだ。

日本の政界には台湾からかなりマネーが回っているらしく、国会議員は彼の地域には非

常に好意的で献身的でもある。何か胡散臭い。 

私ならば習近平に対し民主主義とはどう考えると率直に尋ねるだろう。台湾の何が欲し

いのか。領土欲か、二つの中国の存在は屈辱的か。中国、台湾の国民はどう考える。力
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による現状変更を目指す中露が悪人。あながち外れてはいないだろう。何処からも本質

を突いた文書は出ない。公に軍服と言う死に装束を着て殺し合う。世界中はそれでなく

ても毎日が殺しあいだ。直間比率の是正、景気に左右される直接税、大きく膨らんだ内

部留保には手も付けられず。大企業べったりの政治。企業団体献金、集票、集金の為 

日本でもいじめのスケープゴードにされた子供たちを含め毎年二万人の人が自死する。

ガザで死んだ４万人には２年あれば到達する。６人に一人が貧困家庭。大企業は大儲け

税収も過去最高。消費税は代わりに減らされた法人税の穴埋めに使われている。消費税

は社会保障にのみ使われると法律にある。格差はどんどん開く。貧乏人からの税収は僅

かでしかない。それなのにまだ生活苦に陥れようとする。何をさせるためだ。死を選ば

ざるを得ないように仕向ける、恐怖国家が日本である。ベーシックインカムがほしい。

そして学校で習いましたね、老人や子供、病人には親切にしなさいと。 

とんだ挨拶状になりましたがご覧くださると本当に喜ばしいです。では。愛の賛歌の「親

友だって、祖国だって裏切って見せるは」が良いですね。つまり愛する国とは神の王国

しかないのです。よろしくお願いいたします。聖書の促しにより送らせていただきます。 

おからだ大切にご自愛ください。 

 

義人（ヨシト） 

 

12 少なくても近在一の名医と聞こえも高い。期待を少し持つ。あえて深い話は必要な

い。大先生は保守的でオーソドックスである。だが正義感もあり人権への意識も高い。

ここは相談してみる手はある。彼はごまかし納得させるのが上手い精神科医だ。絶対に

謝らない君とは、張った、張ったと言えるだろう。俺は保守の言い分を転換できなけれ

ばそれまでの男だ。君を愛しているから大先生の後輩である君の高邁な人格の保証が欲

しいんだろう。そんな気がする。僕は、Yの妬み、悪意に満ちた紹介状から、将来の精

神医療に対し重大な危惧を抱いた。精神科学会、偉い大先生亡き後は、滅茶苦茶になる

ぞ。とにかく僕は勝手な薬の変更にだけは気を付けます。昨日の君が初めて邪魔しなか

ったスマホ。セルフプレジャー、クライマックスには君の名を連呼していた。そうでな

いとやはりだめみたい、君が介在しないと。俺は君としたような満足感に浸っていた。

愛しているからこそ。でも君が去るなら僕は止めないよ。強くなれよ。全てに。でも初

めて分かったんだ。僕が強くならなければ君は強くならない。心の奥で繋がっている。

因縁である。南無妙法蓮華経、 

13 「付き合わなければいい」と言う。人は執着し、依存し、期待する。そして違う面

を見て裏切られたと勝手に思うのだ。時と場合もあるし、基本的には恋人を信じなきゃ

だめだと言うこと。「当てが外れた」は、相手にも言わせているかも知れないよ。 
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14 「死ぬまでに時間がないから好きなことをせよ」。好きなことって何。俺はしている

よ。三か月に一回のセルフプレジャーもあり。淡々と生きて行くときに弱者への優しさ

を絶やさない。強者には悪口陰口のような批判、非難を浴びせる。それでいい。近所の

仲良し老夫婦は国会、ニュース中継を観て、多角的な観察から頭を回転させ、生きる。

ボケない秘訣である。ご老人は死の淵に立ってもけして怯えない。恐怖から離れた時、

始めて自分を飾らず、生きて行けるのだろう。私もプライドが高いと宣言した。彼らと

伴走するとき気付きがあり楽しい。悪口は楽しく言おう。我々が告訴などしてもあくど

い精神科医は倒れない。悪口雑言で地盤から沈下させる。これが俺たち弱者の戦い方だ。

戦うとは最も良き生き方だ。勝てないと心悩まされずに向かっていこう。反骨精神、そ

の生き方にヨシトは笑う。そんな風に俺は出来ている。南無妙法蓮華経、 

15 二人で一緒に幸せになるには計画的が好いな。準備する。心構えが違う、自分の中

のボルテージを上げることが出来る。愛と性を一致させたい。嫉妬深い君。俺が誰かと

話すと気になる。「ただ安心させて」優しく抱きしめてか。その機会必ず作らねば。不倫

して疎まれる彼も自業自得だが「汝の敵を愛せ」イエスへの信仰。時期が来れば彼は去

り行くだろう。人は鏡だが、こちらもしおれた鬼になってはいけない。幸せになるには

彼の行く末の幸運を祈ること。君は辛かったな。愛が覚めた両親の間で育つ子供たちも

憐れだ。これで良かったのだ。人間なんていつも初舞台だから、セリフの出ないことも

あるさ。言葉足らずが、やがて真実を生み出す時間となる。経験からの的確な言葉が生

まれる。僕らは強くならなければいけない。愛をゆるぎない位置へ。僕は彼に対して特

別な感情は何もない。ただ生理的に受け付けない人種だ。（「忙しい」を理由に断る人よ

り「忙しくても会いたい」と言ってくれる人が好き）。君は言う。俺はいつだって君に会

いたいよ。誰かに遠慮しなくていい。そんな仲に早くなりたい。僕らの努力も実を結び

そうだね。Facebookのなかで君は匿名を守り通した。憲法19条内心、良心の自由。俺

たちは不倫と呼べるものはしなかった。ありがとう。君に求めた自制心は常にあったの

だ。君は僕にもっと独占的な表現をしていいと言う。「俺の女」少し野蛮だな。気持ちの

度合いを強めても良いと言うことだね。そして君は孤立してないね。ずっと心配してい

たんだ。愛しているよ。幸せになろうね。未来永劫。美しく心透き通った俺たちにはそ

の資格がある。南無妙法蓮華経、 

16 このFacebookページの女の子、色っぽいな。男に惚れた表情か。君は俺の真実に

納得したのかい。看板上げたら病院もパン屋も関係ない。いかがと売り物を掲示するだ

け。集客しなきゃいけない。それにはまず自信が大切だ。くじけずに。皆一緒だからな、

経営者の悩みは。無職の俺には想像つかない。人にはあまりきつく当たるな。嫌われる

だけで損だぞ。理を説くのだ。俺は過去の偉人の中でも最高位だぞ。伸びしろさへある。

ありがとう。愛しているからこそ、声が大きくなる。これが、君が言う。互いに遠慮し
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ないってことか。しかしスマホの手打ちは疲れるぞ。肉声でセッションしたいなあ。ど

うなの。この恋をフィクションにしたい訳。南無妙法蓮華経、 

17 君はプライドが高いのだろう。人間関係をうまく作れない。いつも当事者であって

も、あくまで第三者の精神科医であろうとする。だから悪口はなしと言う持論とは反し

て批判的になる。嫉妬する報復の魔女でもある。「俺はこういう人間だ。嫌うなら、勝手

に離れて行けばいい」。「メンタルが弱い」。僕に侮辱的な物言いをするが、そもそも「傷

つけるほうが悪い」と、痛みに歯ぎしりするのが今の君の姿勢だったね。それなのに矛

盾して、受け手を貶める。そして極めて恣意的でもある。またジャッジ（審判）するた

めの常識と言う本質的たたき台を作る努力を怠っている。君は誰ともうまく行かないよ。

このままなら人間失格と呼ばれるのがおちだ。そうか叱ってほしかったか。夫婦上手く

やっていくには、君が言うような勝手気ままな自由は存在しない。赤の他人同士が一緒

に暮らすんだ。当然そこには配慮、遠慮がなければ。それと相手への敬意。いついかな

る時も独立した個は、愛情と努力を持って存在します。甘えるときは一声かけてね。言

葉足らずは、誤解を生むからね。心の底から愛しているから。ときどき意味不明の報復

に憤りのマグマが爆発しそうになるけど、君の優しきリール動画にまた救われる。早く

結婚したい。「ごめん。ありがとう」大事に。モチベーションの維持は案外易い。君を忘

れない。君はラインで僕を引き留める。僕は面倒になったら、「他に好いやつ探せよ」な

んて構えて見せる。無理は良くないと思って。君は俺の愛が信じられなくて不審が湧く。

俺は君の前向きな行動を期待し信じたかったけど、未来への展望が拓けず淋しくなる。

「俺より好いやつ探すのかい」。探しやすいかな、俺は「金も地位も名誉も」ないからな。

だが大きな夢がある。愛による世界制覇。でも君の想い分かっているさ、微かに見えて

大きな愛、目立たず浮き草のような俺を、大空に飛躍させたい。君は向かい風になった

り送り風になったり。精神療法、蓄積と分析、理論的な君。その努力に確かに愛は存在

するのだろう。接する君は、俺に対してだけだと信じるが、非常にエロチックだ。これ

が「愛と性の一致」だよって体内からフェロモンがあふれ出ているのが判る。「出世が早

いか、結婚が早いか」。俺は世界最高峰の幸せを掴む。今日は晴れ。嬉しい時雨に打たれ

るのを待ち望んでいる。やるだけやるさ。幸せの拡大。心を美しく、縁ある人々に笑顔

で優しく接していけば、必ず幸せになれる。それを証明するために俺は神と仏の二面性

の融合ヨシトとして存在する。もうつまらぬ遠慮はしないぞ。善きことを勧め、邁進す

る覚悟です。南無妙法蓮華経、 

18 俺のこと先のFacebookのページで分析してくれたんだね。ありがとう。少し侮辱

気味だけど俺はいつも大真面目、そして本気だぞ。君の不透明な過去も心で消化した。

今は静かだ。特定多数の頑張っている女性をハグしてあげたい。勿論好意を持ってくれ

たらの話だが。そこら辺はヘンに律儀なのだよ、俺は。でも君と確かな深い契を結びた
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い。さ、どっちの道を行く。正解を出したい。決まっているじゃないか。君を傷つけな

いよ。愛している。宇宙でただ一人の君をね。ハグは君だけだよ。南無妙法蓮華経 

 

あなたに出会ってしまったから。 

独りを寂しく感じてしまうようになった。 

 

僕は君と出会って一人が平気になった。 

愛をいつも感じるから。 

19 俺は本当に幸せだよ。君の優しさのおかげさ。ありがとう。君は最高の人だよ。時

期が来たら結婚できる。そう思う。だってこんなに愛し合っている。神仏が放っておく

はずがない。強く祈ろう。ご先祖様も働く。19で死んだ伯父さんは将来的に富山駅の駅

長に嘱望されていた人だった。頭の良さではお医者様にも負けないよ。ちゃんと話して

くれるさ。自慢は言わなきゃわからない。互いにし合えばいい。皆楽しく笑いながら。

それでいいのだよ。ヘンなエリート意識で人を傷つけるより。愉快にやろう。人生を語

るとき自慢は必然だ。何度も言うけど、それでいいのだよ。互いを認めることにつなが

る。明るく素直に温かく。何でもいいから、人には自慢の種がひとつくらいはあるもの

だ。互いに称えて暮らしていこう。南無妙法蓮華経 

 

「まいた種から出た稲穂は自分で刈り取らなきゃいけない」。君の現在の不品行にはつ

いて行けない。欲望と好色。君の周りを囲んでいる。君も饗宴に参加し快楽のとりこに

なっているのか。精神性が失せた君には一ミリの値打ちも感じない。反省したところで

未来への懸念が残る。俺は君ひとりを想っていた。でもいつも君がドタキャンで裏切る。

そして訳の分からない報復も君からくる。さよならだ。「立つ鳥後を汚さず」。デバイス

より去ってください。出来ぬなら、私はショップに出向いて処置を行います。結婚の夢

をつぶされた俺の気持ちにもなってみろ。いつも君の考えるのは己のことばかりだ。泥

仕合の途中で俺は抜ける。自分の人生は自分で築いてください。前から話したように孤

独からくる寂しさ、肉欲はイエスへの信仰しか解決策はありません。聖霊の力を借りる

しかないのです。君の享楽にふける価値観は悪魔の唯物論だ。利用者に対してもそれを

勧めるか。確かに道徳に縛られるのは辛い、だがそこで本当の自由ってことを考えてみ

よう。自由を阻害しているのは周りではなく羞恥心、嫉妬心などの自意識と、逃れるこ

とのできない欲望である。自律、真実の愛を得るために自由の意味はある。真実の愛と

は煩悩から離れた深い慈愛である。聖霊からもたらされる、神の愛（アガペー）である。 

 

従軍慰安婦はほとんどが東北の寒村から騙されて売られて来た娘たちであったと言う。
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戦闘時には銃を持たされ、死ねばモンペをはがされ志那人の服を着させられたと言う。

皇軍には女性兵士は恥になると。そして彼女たちは帰国してからも「慰安婦」と、白い

目で見られた。また兄弟たちも徴兵された。彼らは戦死後、軍神と祭り上げられた。腐

った名誉だ。彼女らにはどんな褒美があると言うのだ。彼女たちに幸せを実感してもら

うにはどうすればいいか。イエスと共に歩く。同悲同苦。皆の良心に御霊が降ることを

祈る。 

 

では女性の幸せとは。貞操を神に委ね、己の意識で管理し、契りを大切に想う。処女は

結婚において神と一致した意志で夫に捧げる。つまり目利きする力が愛に満ちた神より

授けられる。そして誰にも結婚は強制されない。良縁はただ祈るのみにある。必ず善き

風は吹く。売春と好色。地獄と天国。やはりハーレムは良くない一人を愛すべきだ。良

心迄も引き裂かれる欲望に、身を委ねる不品行。清らかな愛を忘れた時点で、哀しくも

良心の痛みは終結する。君に対しての私の幻想であってほしい。寂しくなったらイエス

に祈れと私は言った。もう愛は終わり、俺には無関係な話なのかもしれない。君はどこ

か明るくなったな。肉欲の満足によってか。俺は悲しいよ。君は結婚に向いていなかっ

た。淫乱な饗宴が終わるまで楽しんで下さい。皮肉です。悪口陰口は仕方ない。火のな

いところに煙は立たない。よく自分を見据え、自己を見失わないで下さい。人としての

価値はどんどん下がります。生というものは未来へと次の世に運ばれるもの。決して死

んだら終わり、楽しまなきゃ損ではないのです。この世は修行ですからね。今聖書から

「君を許せ」と来た。恋愛は終わりだ。僕は一段高みに立って君を見る。慈愛をもって。

君の饗宴は気にならないが、もう結婚はないよ。できればもう男遊びはやめるんだな。

好色は、悲惨な享楽によって煉獄へと君を投げ込むだろう。俺はいろんな女性に心を砕

く、慈愛をもって。もう訳の分からぬ、デバイスへの邪魔はさせないよ。訓戒、警告の

広報の為、自分らしく活動する。布教と呼ぶかな。 

20 この事案は私に大きな転換期を与えた。女性への執心が霧消したのだ。独りで生き

ていける。確信した。元々ĒⅮを暗闇として歩いてきたが。実はそれは天国への街道で

あった。欲望が渇愛をもたらし煩悩に人々は苦しむのである。次の世ではセックスはな

くなる。俄然、真実味が出て来た。ありがとう君よ。おかげで淡白な後世を送れる。私

から女と言う名詞は消えた。南無妙法蓮華経 

21 母の話だが結婚前は処女であったことに拘る。ある外戚のオヤジが「お前も洋服屋

の店員やっとたんなら、男の何人かはおったんだろが」母の気性である、猛然と怒り「死

んだ父ちゃんに生きとったら証明してもらうのに」と貞潔さを訴えた。彼女は後の商売、

人を見ぬき、世を渡るための術を洋服店で学んだ。彼女の負けず嫌いが、日ごとノルマ

のかかる洋服店のし烈さを、克服させたのだ。伯父は母に「男は貞操、一番そういう処
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に拘る」と教えた、つまり子孫を残す為の本能である。母は仕事柄いろんな客を観察し

た。結婚への憧れのなかった彼女も妻帯した伯父に二人の子供ができたことで居場所が

なくなったことを自覚した。店の主人は「結婚ばかりが人生でない。君には商才がある」

と少し引き留めた。父の死後、彼女が貞操を守れたのは地元に基盤を置いた商売。人の

評判を最も気にする立場にあったこと。そしていちばん大きかったのは信仰にあった。

彼女にも聖霊は働いた。彼女がイエスを信じていたと言うより、私の母マリヤとしての

人生を歩まねばならなかったからである。彼女はその使命を完全に成し遂げた。ちょっ

とエゴイスト。それは生きていく上で絶対大事である要件。自らは聖人君子と信じたい

ようだが、そうでなかった。だからこそ妹と私、三人の生活が送れたのである。母はマ

リヤとしての人生を生き切った。今その身は浄き、誰にも恥じることのない女性として

君臨することは間違いない。その核になる清廉潔白さは、「経文から抜け出てきたような

女」だと呉服屋堺谷のおばちゃんに言わせた。女性たちよ、欲望に陥り、性を弄び、け

だものになるのは、やめよ、無間地獄が待っている。淫猥な好色、一時の快楽としては

大きな代償を払わされることになる。救われるにはイエスへの信仰しかないのである。

私が思春期をまさに迎えようとしたとき、父は目の前から死をもって消え去った。その

後、私は母の潔癖な価値観にさらされる。清らかな愛は性と相反する一面があることを

私に投げつけた。教育か本能か、愛は安らかに表れることを信じたい。その論点は私を

宗教の世界へと誘った。セックスは悪である。オーガズムにより罪深きものを生み出す。

キリスト教の原点だろうか。尾崎豊は言う。「でも誰も独りにはなりたくないんだ」。 

22 僕が傍に居たら信じがたい不品行には至らせなかったか。君は僕を学歴から身分違

い、見栄体裁から階級に適していないと却下したのでは。生まれる子供の能力、教育に

もハンデがあると。そんなエリート意識を持つ傲慢な者に、世間に疲れ病んだ優しい人々

を理解し救えるだろうか。この矛盾。まきちゃんの好きだったまいこ先生はどこへ行っ

たのか。また男遊びは危険と背中合わせだ。場合によっては脅迫にあうかも。足元を見

せたら踏み込まれるぞ。偉い先生の、優先的地位を利用した君へのセクハラもあるだろ

う。そんなにセックスがしたかったのか。君が信じていいのは僕だけだったのに。君の

周囲からしても。イエスへの信仰を、あれほど口を酸っぱくして伝えたのに、関わる誰

も理解しようとしなかった。罪を犯すとき誰かが泣くと言うことだ。プチセレブだのと

浮かれている間は精神科医としては失格だ。その意識が死に至る。愛をもって強くなれ、

弱い自分を自覚して。御霊が降り、愛の本領を発揮できるのを待つ。たかが人間、あや

まちも犯す。懺悔してイエスを信じぐっすり休みなさい。本当にイエスを信じることが

できた時、急激に生活は感謝に包まれ変化していくから。でも毎夜、男を代えての不品

行。俺は愛を信じていた。でも君との違和感があった。不具合もね。愛する意味を理解

できない人との結婚は金輪際、望まない。愛するとは奉仕ではなくある面では犠牲に映
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ることもあるのだ。しかし犠牲ではない。神からは確実に栄光なのだ。例えば車椅子、

ĒD。セックスの前に愛が来る。そのとき結婚は光り輝く。君の正体はうっすら分ってい

たけれど。怖い、怖い思いやりのない人には何を言っても無駄かもしれない。君は本当

にイエスを信じるだろうか。Satanの妾だからな。「キサゴ―タミーの逸話、諸行無常の

教えを曲解し、死んだら終わり」と言う価値観で片付ける。以前から言っている命の永

続性。もういちいち説明するのもバカバカしい。君に成長は見られない。俺はどんどん

強くなる。ただそれは善きことか、姦淫に対し厳格さが増す。「君の不品行は嘘に違いな

い」。今でも信じたい馬鹿な俺がいる。結果的に君をモチーフにしてイエスの愛を論じて

いるだけに違いないのなら嬉しい。真実ね。君を愛している。南無妙法蓮華経 

23 「頭のいい人より度胸のある人が成功する」。ただ欲に満ちているだけだろう。 

24 自分を振り返ってください。何かを与えられることばかり考えていませんか。「幸せ

に必ずしてくれる男性」とか間違いに気づきませんか。不倫は許しません。それは自分

のことしか考慮していないから。イエスへの信仰があれば、確実に欲望から救われ、罪

には遭わず危険は去っていく。Satanよ、俺は強いぞ。俺の怒りのボルテージは上がる。

だがお前が目論んだようにはならない。苦しまない。すべては幻影の川に消えていく。

お前は報復ではなく天罰の海に沈められ後、火炎渦巻く煉獄へと叩き落されるだろう。

俺は悪には恐いものだ。善悪はきっちりかたをつけさせてもらうぜ。それがヨシトだぞ。 

25 「イチローさんがマリナーズ時代、外国人である立場から人の痛みを知る体験をし

た。そのことはエネルギーの或る時に孤独感と向き合うことの大切さを表している」。特

殊ではなく当たり前すぎるコメントである。南無妙法蓮華経 

「俺は浮気した君に寄り添うべきだろうか」。俺は精神科閉鎖病棟に隔離され、隠しカメ

ラの前で糞をひねり出した。そして統合失調症の症状の一つ心の中が知れ渡ってしまう

妄想、思考伝播によりプライバシーの全くない状況にさらされた。だからこそ精神性、

人間の尊厳は重んじられるべきだと強く信じている。僕は君が処女でないから怒ってい

る訳じゃない。君は貞操に対して孤独か、オーガズムからか、安易にハードルを下げて

いるのが判るからだ。イケメンで優しければ誰でも操を捧げていいのか。この価値観に

僕はどう向き合えばいい。常識的にも君は僕に謝るべきだろう。どんなに寂しかろうが

してはいけないことを僕にしたのだ。慰めてくれない俺が悪い、盗人猛々しいとは君の

ことだ。唯一君が救われることはかねてから話していた、イエスへの信仰、もしくは南

無妙法蓮華経の唱題しかない。ともに良心への見えない世界からの働きかけを訴えてい

る。このSatanの体制、人間の気力だけでは誘惑には勝てないのだ。だから謙虚になり

神仏の力に委ねる。そこに大安心と、快楽に負けぬ聖なる一つの義があらわれるだろう。

もしかしたら君の貞操の危機には間に合ったのかも、この教えは。僕は清涼な君を信じ、

期待する。南無妙法蓮華経 
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26 心で受ける愛の実感（御霊）が良心となり善悪を判別する。まずフリーセックスの

推進、僕はそんな風にはつくられていない。偏差値の高い人たちは割り切っていろんな

バリエーションを楽しむのですか。本当にそんな考えをお持ちの方が神から愛されるで

しょうか。私は生まれる前から結ばれていた赤い糸を信じます。糞尿を垂らす人という

ものの美しさはどこにありますか。心の精神性にしかありません。もし君が不品行の罪

を犯しているなら罰は必ず訪れます。これからその姿を眺めていきます。僕が不特定多

数の一人なら最早結ばれることはありません。私は肉欲の消えた聖霊の宮だからです。

僕はただ佇んでいます。悲しさに目をはらして。ただ沈黙する君、南無妙法蓮華経 

27 二人でいる理由を忘れない。足の引っ張り合いをしない。なんで一緒にいるのか。

お互い助け合っていこうと誓ったのに、不満ばかりぶつけあう。別れる原因は依存、価

値観の違い、恋愛下手などではなく、やはり一緒にいる楽しさを忘れてしまうことだと

思う。互いに相手を黄泉に捨て置いてはいけない。愉快にやろう。南無妙法蓮華経 

28 君は仕組んだね。君としては誰かと逢瀬を重ねたことが重要ではなく、僕にその意

識まで来いと誘った。もし君が彼と離縁しているならありかも。そして僕は君にしか、

性的欲求は湧かず勃起はしない。だが不品行だ。契りが重要だ。でも結婚が難しい現実

にあるのだね。性の欲求と愛の願望。「ありきたりな矛盾に身を任せなよ、そいつを卑し

むことはないんだぜ」尾崎豊はラストアルバム「放熱への証」で俺の背中を押す。しか

し理性で考えて正しいと思ったことが正論であるに違いない。でもなぜ不貞の君が最後

まで退かず謝らなかったか。感情論があり、寄り添うことの大切さ、それを俺に判って

ほしかったのだろう。僕に対し裏切りはあったかは定かではない。そこに拘った俺であ

ったが、フリーセックスへの導きにも見えたよ。そんなわけはないね。二人赤い糸を信

じているなら。大切な人、「戸籍上の結婚など糞くらえ」。君はあえて好色の思想をもっ

て僕との関係の突破口にしようと思ったのでは。「愛だけは超えられる、すべてのものを。

真実の愛ならば眠らない」。僕が一度だけ声掛けした女性がいたことへの嫉妬からの嫌

がらせの報復だと思ったが、深い想いがあった。「正論を語るより、寄り添え」のお達し。

そしたら夢がかなう。結婚か、セックスか、夢はどちら。悩むより、現実的な思いやり

に満ちた選択をしたい。つまり答えは、一緒に居たい。少しでも長く。「裏切りが怖いか

ら、逢瀬については丸投げするよ、君に。いいね」。君の主体性に期待する。自発的に南

無妙法蓮華経の唱題を。 

29 適当な人は悔しさで諦める。 本気の人は悔しさで続ける。それを解消することは

耐えがたき苦痛になる。そして本物の恋愛は悔しいより愛おしさが募り優る。白衣の君

の姿、決して額より消せない。僕の胸の上、いつか眠らせてあげたい。深刻になると心

は重い。まっいいかで心は軽い。そんなもの。嫌みを言う連中が見たいのは、君の落ち

込む姿です。でも意地にならんと自然体で、楽しくね。南無妙法蓮華経 
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30 真面目に生きようとしたところで世の中が適当だから振り回されるだけ。真面目な

心は大切ですが、生き方は少しくらい雑で適当なくらいがちょうどいい。世の中豆腐で

渡ろう。四角くて柔らかい。崩れてもうまい。南無妙法蓮華経 

31 （実はもうすでに幸せな人）。 

安心して眠れる場所があること。大きなけがや病気がないこと。ささやかな楽しみが毎

日あること。当たり前に明日が来ること。お腹を空かせて帰れるうちがあること。勉強

に集中できる環境があること。近くに支えてくれる人が居ること。それは言えるな。俺

たち幸せだな。南無妙法蓮華経 

オーラを放つ魅力的な人はいつも何か生き生きしている。生活に浸らず恋に生きる。 

  人を傷つけるのは冷たさより「軽さ」 

  求めていない助言 

  傷つけた側に悪意ない。足りないのは「想像力」 

  情報が乏しい中、想像力を働かせるのは難儀だが、 

僕に悪意のないことだけは伝えます。 

32 君は男遊びをほのめかし、僕に事実婚の可能性を示し促した。戯言か。苦しみも喜

びも君とあった。今はただ虚しい。未来への希望もない。だから離れてくれないか。頼

むから。僕が憐れと思うなら。愛は君から抜けたんだ。このことをどう扱えばいいか見

当がつかない。判ってくれよ。この辛い気持ち。ラブソングも聴けなくなったのだぞ。 

 

「良い人と、都合の良い人とは紙一重。 他責志向の人は変われない。 人生良くも悪

くも自分次第。 本性は行動を見ればわかる。正しい努力をしないと報われない。 人

生は完璧でないから愛される。プライドほど無駄なものはない。 口先は見透かされる。 

強い人ほど弱みを見せられる。 受けた恩は忘れてはいけない」。一理あるが、僕はただ

楽しく暇つぶし，「でもなんか固くなってきた」、やはり君でないといけないか。寄り添

ったらひとつできるの。そしていま僕は自然にドライな人間関係をつくる羽目に陥った。

行き過ぎて、薄情な念仏者の世渡りみたいになりかけている。でも君の笑顔が一番好き

だよ、何よりもね。どん底も結果的にはいいものだ。僕の製本、傍からは努力に見える

だろう。好きでないとできないさ。幸運の女神は熱意ある男を愛する。 

33 （子供に見習うべきこと） 

目の前のことに全力で取り組む。 思いついたらすぐ行動する。 人の目を気にしない。

嫌なことは嫌とハッキリいう。 好きなことに没頭する。 できないことは誰かに頼る。 

夢は叶うと信じる。 嫌なことを考えない。 迷わず直感に従う。 好きなことを優先

する。まさに野生児だな。それを姪からも教えられた。結婚式、彼女は涙など一切見せ

ずにスピーチ。ただ、高らかに叫んだ「野生児、千華ここに在り」デイサービスの看護
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師である。孤独な精神障害者の伯父、彼女なりの幼き日の回転ずしの恩返し、俺に向け

ての発破でもあった。闇に向かってのスタートライン。人生を正解にするのは自分次第。

ゆるぎない至福の境地、南無妙法蓮華経。 

34 皆、好き勝手だな。泣いている人に添うのはいい加減な行政システム。それに頼る

しかないのか。自殺防護センターのテレホンなんて込み合っていて相談なんかできない

じゃないか。年間自殺者二万人超えているんだぞ。紛争よりひどい。世は地獄だ。愛の

復権を促しコミニュ二ティーとコネクションを形成しなくては。宗教の必要性がある。

旧統一教会も金儲けの為、これに近いニュアンスで強引にセクト、ブロックに勧誘して

いた事実がある。皆俺に繋がれ。偽物から離れよ。南無妙法蓮華経 

35 「真面目に生きて来た人」、モテなくてもいいよ、なあ。ただ好人物ではありたい、

たった一人善き伴侶を掴んでほしい。男と悪露を交え、遊んだ娘を忌避せよ。そして楽

しくないと夫婦の価値はないと知れ、仲良くね。南無妙法蓮華経 

36 結果が出ないのは努力が足りないか、やり方が間違っているか、結果が出る前に諦

めてしまうかだな。判るが伴走者がいないと暗闇は無理だよ。南無妙法蓮華経 

37 「このまま付き合っていていいのかな。ふとそんな風に思う瞬間ってあるよね。嫌

いになったのではなく。ドキドキ感が無くなる。好きなのか、情なのか分からなくなる。

今までの時間が無駄に思えてくる。迷いもある。別れを悩んでいるうちは答えを出すタ

イミングではない。ただ自分の方向性を考える。自然に答えは出る」。「僕もそう思う。

惰性のように来たが、青春も終わりに近づいたかと。無理して別れずとも、聖霊の宮と

しての別れなら構えずに待つ。君が静で心穏やかでいる為なら、残念でも僕は去るよ。

恋愛って鏡だよね。ドキドキ感が無くなっても感謝さえあれば進化すると思っていた。

君は生活が落ち着いてきたんだね。良かったね。恋に迷いが有ってはいけない。君は「別

れ」と言う意識していた答えに行きついただけさ。あとは時間の問題。幸せかい。幸せ

を掴んでね。祈っているよ。今日も元気で頑張ろう。僕の愛は変わらないからね。 

南無妙法蓮華経 

38 愛している。当然君は特別な人さ。会えるだけでもうれしい。眼科へ行くとき僕の

瞳をのぞき込んだね。恋に落ちた。なんて僕は幸せなんだろう。精神科閉鎖病棟がバラ

色の天国になった。「精神科医療機関を利用している人たち、あまり悲観するのではない

ぞ。心を美しくせよ。妬み、恨みはやめよう」。君はいつも僕の心の中心で穏やかに微笑

んでいる。君が大好きさ。ずっと君を待っていた気がするんだ。「都合の良い人が良くな

い」と言う。判らない。誰からも重宝され、存在感が高まるのでは。でも人間は穢い。

利用する奴はいる。気を付けて。でも優しさの意味を忘れないで、隣人愛だから。僕は

君がどう転ぼうと愛し続けるつもりです。この約束を信頼関係と呼んでください。愛し

ています。いつまでも。君が望む僕でありたい。都合の良い人と呼ばれても。それが夫
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婦の始まりだと思うから。「たとえ裏切られても最後まで信じる」そんな自分をほめてあ

げたい。君は僕の想った通りの人だった。清らかな美しい人だったね。今君がどう変化

しようと僕の愛は変わらない。だって精進したから、君に逢えたんだから。この縁は赤

い糸で結ばれ、歴然として眼前に広がって行く。信じれば信じられると言う鏡の法則。

僕は君が大好きだから過去はもうどうでもいい。これからの人生、今が一番若い。疑う

より互いの信用から信頼関係を育てよう。心無い言葉がそこにヒビを入らせないように

私は願う。二人の愛と人生を築いていくために、ちょっかいをかける、有象無象、蒙昧

だらけの周囲。好きな人は二、三人位がちょうどいい。選んでくれた人を大切にすれば

いい。本物の大人は「言わないと物事が進まないこと」を言えて、「言わないと、気が済

まないこと」を黙っていられる人。南無妙法蓮華経 

 

妬するのは 「あなただから」 

逢いたくなるのは 「あなただから」 

声が聞きたくなるのは 「あなただから」 

愛しいのは 「あなただから」 

自分の気持ち全て 「あなただから」 

所詮人の想いは他人軸、評価されても仕方がないものだ。自分の価値は自分にしかわか

らない。イライラする人には会わない。それか、ちゃんと指摘する。誰かに話すのが陰

口に繋がっても合意とはそうしてつくられる。よく考えて悪口のなかに悪意と共に真実

があるかもしれない。嫌うより聞き役に徹すること。そのとき情報網は生まれる。世間

は戦。そんな気持ちが、悪口の被害から冷静になり安心感を生む。人格者は想いがない

だけなんだよ。だが中傷誹謗、大概は有象無象の当てずっぽうである。くだらぬ戯言で

しかない。無責任な愉快犯のストレス解消だ。皆自分が可愛いだけだよ。それが世間と

言うことがまだ解らぬか。頭悪いんじゃないか。「世の中は食うて、稼いで、寝て起きて、

さてその後は死ぬばかりぞ」 一休宗純 その中で愛を知り得たものは本当の果報者だ。

私が気にならなくなった。そうだよ、それが君の望んでいた心なのだよ。良かったね。

現実に対するには、弱く想像力に欠け卑怯で臆病だったね。足元を見た周囲にうまく乗

せられたか。最後までイエスへの信仰は無理だったね。別れに温かい心なんか期待しな

いで。ただ白けている。さようなら。勘違いの中で生き、死に行く人よ。どうしても未

熟な人々を重んじ、大切な人を愛することは出来ない人だった。でも成長、どこか強く

なった気がしたね。まあ二人善かったんだよね。所詮、人間は独り、心を診る精神科医

でも理解できないか。俺は狂人か。親切を承ければ感謝する。義理人情に篤い奴は、今

少ないだろうな。保身、僭越に奔る人に誠はない。痛いほど俺は知っている。だから強

くなれ。愛と言うたたき台ができるまで。別れを意識し愛を捨てる、今が君の望んだ方

嫉 
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向性、姿なんだよ。地位と財産を捨てるのがやはり辛かったかな。南無妙法蓮華経 

39 俺に対する風評、信じれば愛想は尽きただろう。「色情狂の大酒のみ」。そう皆思い

たいわけだ。君は恋する心がなくなったか。「俺に関わりたくない」と皆に表明している

ではないか。事実無根と言っても信じようとしない。君の周りにいて話したのは多田さ

んと宮原さんだけ。彼女らに悪評判を生ませるようなことは、けしてしていない。あと

の人は顔と名前すら一致しません。こんな不公平な裁きを受け入れ、僕に引導を渡した

君に、どう応えればいい。だから「去るなら、去ってください」と言っている。僕はま

だ君を愛しています。でも仕方ないのかもと。しっかりして下さいね。 

40 君はまだ僕に恨みがあるの。誰かに遠慮しているの。好きだよ、ずっと。どうして

会えないの。メンタル大丈夫。心配だよ。身だしなみちゃんとしている。周りの嫉妬に

怯えないで。引っ込んで生きていちゃいけない。前のめりでいいから堂々と。貴院は大

丈夫。目に見えない世界を信じて、忘れちゃいけないよ。自由闊達に生きて、心に嘘を

つかず素直にね。なにも意識せず温かい環境を造ろう。そして「死んでもいいから俺と

逢いたい」そんな強い気持ちをもって下さい。その覚悟には周りも潰せない。強くなれ。 

南無妙法蓮華経 

する人が居ることは幸せだと思う。愛する人には何も求めない。たとえ自分のこ

とに頑張れなくても、愛する人の為には頑張れる。たとえその人が遠くにいても、

近くにいても。愛する人の幸せが自分の幸せになる。消えないように大事にしよう。ず

っと大事にしよう。そんな人は心を照らす人だ。愛する人が居るって本当に幸せだ。ひ

たすら無償で捧げるのは愛。優しくて温かい幸せの光。愛する人の存在が自分を支える。

その幸せに、出会いに、本当に感謝しよう。 

41 年を取る度、私だけか、フランクになる機会が多くなります。自分が細かいことに

拘らず。相手の真実の本質が見えてくるのです。こちらの対応も向上し、ひいきと報復

を知り、不快な意思表明。大人として、無視も平気で利用します。裏切られれば相応に

対します。相手が気付けばいいですけど、感想は他人軸なのでこちらは気にする必要は

ありません。政治ですね。そんな今日この頃です。君の大変さは判っている。俺に甲斐

性があればすぐに精神科医は辞めてもらうのに。でも君の原点に返り、なぜ自殺企図は

起こるのか。真剣な動機とは。その探求。君は態度の悪い職員に神経を使わず、本来の

人助けというタスク（課題）に向かおう。その職員には業務に支障が出た時点で辞めて

もらう。皆、納得するだろう。やる気を取り戻し明日へ向かおう。そのための、愚痴、

自慢、何でも聴くよ。人間関係はどこでも付きまとう。あまり気に知られんな。なかな

か君のような見識の高い精神科の医師はいないからね。ハッキリ言って辞めるのは勿体

ない。南無妙法蓮華経 

42 刺激的。と競争を肯定する人が居るけど、弱者が悪と言う構図が成り立ってくる。

愛 
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僕は薄く広く仲間と協調した生き方を支持したい。競争の好きな人はエゴイストが多い

のではないか。南無妙法蓮華経 

43 恋愛って残酷なのかな。僕は毎朝、デバイス、歓喜に震えているよ。君は憂鬱にな

るの。なぜだい。こんなに幸せなのに。そして優柔不断が不義を止めているね。君の心

が僕の愛に向くことを信じて再会を待つよ。愛しているよ。おはよう。元気出していこ

うか。自分を愛そう。ときどき周りと比べて落ち込むときも。「これが自分」ではなくて

「これも自分」。けなすのは可哀想である。「ダメな自分」も愛すべき自分。力いっぱい

愛そう。思わぬことから自己嫌悪に陥るときは、自分に期待し、夢を抱いている証拠。

だから大丈夫、甘やかしてはいない。自分を好きになり許そう。おこがましいと怒らな

いでね、今の君にはそれが本当に大切なのだ。心を壊さず。君を愛する人はたくさんい

るからね。俺たち迷子になっても大丈夫、聖霊の導き、天はヨシトと同行人を見捨てた

りはしないからね。南無妙法蓮華経 

44 君の俺への想い、本当にありがとう。Satanとのエンドレスの戦い。弱音は吐けな

いのだ。ただ恋に生きたいと思った。でも許されない。生活の場面ごとに嫌がらせを仕

掛ける Satan。何ともなかったようにやり過ごす俺。この戦いの果てに神の国はある。

付随した永遠の命。ふたり勝ち取ろう。その時まで再会はお預けかな。日々の暮らしに

忘れそうになるけど、神の国の建設。このタスクは絶対に完成させる。愛しているよ。

必ず一緒になり、歓喜しようね。ありがとう。南無妙法蓮華経 

45 男に生まれるとは、生涯通じて男になると言うことです。任侠とは違います。優し

い思いやりを持つため、瞑想する孤独が幸せと思えたら、それは近いです。そして思っ

たほど正義漢は少ないです。世間とはそういうもの。いい加減か、完璧主義か、そんな

ものです。人は温かい想い大切です。僕は君にそれを見ます。代価ではありません。た

だ僕は愛します。一緒に暮らすのがこの世では許されないなら、次の世まで夢見て待ち

ます。ありがとう、優しい人よ。少し崩していた体調が良くなりました、君も緊張を解

いてリラックスを忘れないでね。「嫉妬、独占、いたずら、声が聴きたいあなただから」

って。愛の全部か。ただ寂しくて泣いてはいけないよ。僕も悲しくなる。こんなに好き

になってくれて本当にありがとう。嬉しいよ。僕も負けずに愛しているから。勝ち負け

はヘンだね。大好きってことさ。ドキドキ感が復活したかい。恋愛の辛い部分もあるだ

ろうけど、やはり愛する人が居るのは違うよね。駆け引きは互いに通用しない。本音で

愛す。いつか必ず晴れて堂々と街道を歩ける日が来る。その時は二人うれし泣きしよう

ね。幸せさ。南無妙法蓮華経 

46 次のステージへと。君は俺が選んだ女性、おこがましく聞こえるかもしれないけど

大丈夫。俺が保証する。君は凄い。越えられない壁はない。でも辛い時には一目散に逃

げよう。リベンジ、それでいい。責任は愛にさえあればいい。いろんな利害関係の絡む
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場所で苦しんでいる、君をもう責めないから。逢える時期が来たら逢いましょう。僕は

青いうさぎのように寂しいよ。気持ちが一緒だと少しは楽になるかい。記憶喪失気味だ

からリール動画は何度も観ないと記憶に残らない。メッセージを読んでも大半は忘れる。

会いたい気持ちは伝わってくる。貴院に通うことは可能かい。それより来なよ、俺んち。

喧嘩の種は消えちゃったよ。来たら、すき焼きつくるからね。Facebookで繋がって、約

束しても本人次第、軽くはないだろう。愛しているさ。刷り込もうとする他人の価値観

に振り回されてはいけないよ。幸せとは感謝できることにある。そして虐待児に感謝は

ない。幸せは見つけるものだという人が居る。あの子たちほど不幸はない。何もわから

ず親に殺されるのだ。悪魔の仕業と言うほかはない。南無妙法蓮華経、この体制は必ず

終わらせる。南無妙法蓮華経 

 

新約聖書  

ヨハネによる福音書 

第10章 

15 節 それはちょうど、父が私を知っておられ、私が父を知っているのと

同じである。 17 節 父は私が自分の命を捨てるから、私を愛して下さる

のである。命を捨てるのは、それを再び得る為である。 18節 誰かが、私

からそれを取り去るのではない。私が、自分からそれを捨て去るのである。

私には、それを捨てる力があり、またそれを受ける力もある。これは私の父

から授かった定めである。 

 

私は聖蓮会なる看板を掲げた。実は会則も、何もない。私の地位さえも指定してい

ない。なぜか、これは免税を求めて、国家に尻尾を振り、法人格を求める、そんな

宗教団体ではないからです。 

国からも牽制を承けず、憲法 21 条第１項にあるように集会 結社の自由に基づき

打ち上げたものです。 

つまり看板は所在地の明示の為だけ。「聖書に導かれて南無妙法蓮華経」と言うアイ

テム（項目）の表徴であります。 

自由、愛、平和の為に、誰にも縛られず活動をしていくつもりです。 

身を捨ててこそ立つ瀬もあり。 

愛の所在は私にある。 

 

47 別れを想定して愛の告白をしたことが学生時代にある。そして時を経て別れを絶対

に忌避したい恋愛があった。それは君であり、両想いは二度目であった。そして告白に
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至る。大人になってから少々無謀だが、それだからこそ乗り切ることのできる真剣な愛

があると思った。初めての高揚感だった。何処に居ようと継続があれば成長は易い。い

つが過去でいつが未来。いつが今。自らの存在を皆一度は全宇宙において不思議と感じ

るものだ。いままで絶対君を裏切ってはいないから。独りの時も大切さ。ぼっとね。ペ

ージで語るのも愛すことさ。自由闊達に生きたいけど、何処にも茶々を入れる連中がい

るものだ。結婚を否定する美輪明宏さん、この方は結婚しないでしょ。うまく行くのは

宝くじに当たったようなものだと言う。でも宝くじも買わないと当たらないからな。も

しかして三千円ぐらいは当たるかも。南無妙法蓮華経 

  「思い出がまだ温かくて胸から消えてくれない。情けないほど好きだから。忘れて

心から笑えるその日までもう少し好きでいさせてほしい」。 

  「君が僕を好きなのは漠然とはわかる。でもね。エロではなく君を抱きしめたいの

さ。別れを想定して好きになったわけじゃない。愛しているから望んでいるのです。そ

の日への展望はありますか」。 

48 相手にイライラしてきたらその人に期待しすぎている証拠です。コントロールする

ことのできない他人の「言動」「行動」「価値観」これらに対する執着を手放すこと。自

分の心を平穏な状態に保つために、こういう人だからしょうがない。とあきらめる決断

を自分の中で下すのは合理的な判断だと思います。 「そうですね。諦めると言うより

それが常識だと思います。自分のなりたい自分に変化するだけです。そこに愛があれば

皆、応援しますよ」。君の潜在意識が俺とのこともう無理って思っていたら本当に可哀想。

なんか俺、猛省するよ。君に対して全然優しくなかったもんな。自分のことばかりぶつ

けて。余計なことを言ったかもしれないけど、君の肉声が聞きたかった。対面したい。

誰かへの遠慮かい。僕の他への転院はまずかったの。色々アドバイスも欲しかった。お

もむろに聞いて良いか悩んでいた。愛している。君への優しさを忘れたくはない。放れ

たくはない。逢いたい。それだけ。南無妙法蓮華経 

（君からのリール動画） 

  特別と思う特別な人が居る。素敵な人はいる、優しい人も。そして特別と言う大切

な人が居る。特別な人の特別になりたい。心に花が咲くとき特別な人がそこに居る。そ

の人にしか埋められないものがある。そんな特別な人の特別になりたい。何か特別なこ

とをしてくれるわけじゃない。唯一無二、代わりなどいない。どうしても私を必要って

思ってほしい。些細な一言で泣くように嬉しくて。その人でしか開けない心の鍵がある。

特別な人は人生の宝物。ほんの少し声を聴くだけで満たされる。だから特別なんだ。だ

から愛しい。心を潤し満たしてくれる。同じ気持ちだったらどんなに幸せだろう。そん

な特別な人の特別になりたい。 

  君が特別で、大切な人に決まっているだろう。それよりちゃんと籍入れて近所に饅
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頭配るぞ。もう待てない。そんな気持ちだよ。南無妙法蓮華経 

49 自己宣伝を目いっぱいすればいいのか。条件を箇条書きにすれば。でもそれを超え

るやつが現れる。恋ってキューピットの矢でハートを貫かれるのだよ。人智では測れん。

そこを間違うなよ。人間の尺度で測ろうとするから苦しむ。その感情に素直に従えばい

いのだよ。恋人は一緒にいるのが当たり前、それは神が望まれる姿なのだよ。君は苦し

み続ける。生きる意味が解らないまま。このままでは管理の下、心を壊すのさ。だから

全てをご破算にして、もう一度人間の価値を知るといい。周りがすべて尊敬の対象とな

る。明るく素直に温かく。他人軸は気にしない。苦しいとき、愛しているって言ったら

少し楽で楽しくなる。結ばれなくても俺のような男がいたことを、新しい恋をするまで

心の片隅に置いといてください。未練と愚痴になるな。こんな感じで今まで来たけど、

君は絶対に幸せになるんだぞ。精神科医の仕事が苦痛。俺と一緒にならなくて変化はな

い。僕といれば心の傷は癒えるだろう。だってこんなに君を愛しているんだ。俺と結婚

することは貴院から去り医師を放棄することに繋がるのかい。周りに脅迫されているの

かい。君が仕事を辞めれば、確かに僕らの生活は厳しい。でも僕は君の優柔不断さに特

化する。まず俺との結婚ありきにしなければ。そこから今の位置を見直せばいい。君が

強い意思表示をしないから、その保身と臆病さにヤジが入るのでは。まずなにをしたい

か。裏表の二枚舌には誰も同情などしないだろう。皆、馬鹿じゃない。覚悟のなき優等

生の涙は認めない。「もう少し好きでいさせて下さい。」か、あえて言うが、僕から消え

てほしいのかい、「君が好きっていう気持ち」。新しい恋人を富裕層から探せよ。俺より

気の利いたこと言うかも。俺のことは忘れるだろう。ペニスのサイズも知らずに。気兼

ねに思うことはない。俺はすべてを懸けていた。でもすぐ終わりにする。変換し新たな

人を探す。大人なのだ。「愛を掴むのが大人なら、捨てるのも大人」。君は僕を本当には

愛していないのだよ。破滅のシナリオまで恐れず考えてストラテジーを立案できない君。

強くなろうとしない君は、泣く姿に酔いしれるだけ。でも僕は「もう付いて行けない」

と放り出したりはしない。もっと正直に素直に生きよ。自分の味方はまず自分だ。誰の

為に俺を捨てるの。自分の道は自分で決めろ。好きなものを着て、美味しいものを頂く

のだよ。誰にも遠慮はいらない。好きなところにもいく。神仏の加護があるから。好き

か嫌いかだけだよ。えひれ、尾ひれはいらない。若さを取り戻せ。無謀、結構だね。「傷

つけたかもしれない」俺は作家であり、最高の演出家さ。ヨシトだから。 

南無妙法蓮華経 

  （心に留めておきたいこと） 

起こってもいないことを心配する意味はない。 

幸福感や肯定感は人と比べるものではない。 

人のせいにしたところで、自分が得るものはない。 
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「過去の経験」だけで未来が変わることはない。 

「今できないこと」は「ずっとできない」ことではない。 

「自分の価値」はどんな影響下でも下がらない。 

「時間」や「お金」がない、は言い訳にならない。 

人は自分の「理想の姿」には変わらない。 

 

芦屋へ 

世話好きで重要感を高め、依存に持ち込む。やつの正体を知った時点で切られる。生半

可な奴ではない。嫁はやつの屈託を覚知していたかもしれない。そして化け物は誕生し

た。確かに世を渡るとき要領がよく、重宝がられ受けもいいだろう。世間とはそういう

ものだ。義理人情も想いも、やつには要らぬもの。「迷惑はかけない、代わりに迷惑をか

けるな」。自己本位と妬みの世界。俺たちはずっとやつの術中にあり、騙されていたんだ、

保身と出世が、板につく、憐れな優良公務員だ。芦屋はこんなコメント、嫌だろう。気

を悪くしたらスルーしてくれ。だが正直な、俺としての認識だ。もうやつとは向き合え

ない。君が思うが、ただ人が好くて、出世などはできない。やつは世間に合わせる天才

なのだよ。いくら伝えても、いくら思いをぶつけても、答えてくれない人はいる。その

たびにイライラして自分が傷ついて行く。それでも信じようとして、頑張ったとしても、

ほんの少しの期待が怒りとなり、失望へと変わっていく。熱意と呼ぶか。 

今までの自分は、間違いはないけれど、これでは単なる個人攻撃の域は出ないな。君に

念仏者の悪業を知ってもらいたかった。でも俺は真正直で、心の温もり愛情からは、決

して離れない、諦めない。見捨てるのが念仏者の特徴だからね。 

 

いつも辛い時、傍にいてくれたのは君だった。ありがとう、心の妻よ。幸せを掴もうね、

必ず。絶対別れないって決めたんだから、浮気以外、別れはないんだよ。生半可な約束

は致しません。「愛している」と言う言葉もいい加減な気持ちからではありません。つま

り「別れろ、切れろ」の関係ではないと言うことです。僕が信じられませんか。僕は女

性を口説きクローズしたこともありません。彼女らとは単なる言葉遊び、絵空事です。

誠意を欠いていますが、場を盛り上げたい。サービス精神からでした。それがモットー

だったのです。終わりを意識した恋などはありえません。結婚を意識し、想い、約束し

たのは君だけです。この恋、その強力な拘束力、意義を理解したのはつい最近です。結

末への花占いも止めました。愛の成就は決意にしかありません。覚悟です。君からの「絶

対に別れない」。不安が消えていくのを感じました、僕にも君と同様、不安はありました。

だからこそ互いに傷つけずに参りたいです。不安がなくなった今、喧嘩の種は急速に収

束しました。ひざまずき、十字架に愛を誓い、立ち上がり、また歩んで参りましょう。
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そして決して自分を過小評価しないでね。劣等感を持つ前に使命を感じて下さい。君は

立派な医師だからね。 

50 君は本当に優しい人だ。俺のような精神疾患の貧乏人に惚れるなんて。差別のない

美しい心を持っている。君は僕が白鳥であることに気づかせてくれた。夏目漱石、中原

中也、芥川龍之介、雅子妃殿下。我らの資質を理解できるものは少ないです。侮辱され

る位置にいた僕の恋心を受け止めてくれた。本当にありがとう。愛を重んじる、これか

らの君の路線の方向性は、君にとってベスト、後悔しない選択だと思います。愛してい

るよ。これからもずっと。互いに花占いはやめよう。どうしたら一緒に居られるか。こ

のことだけに注力して夢を持とう。必ず僕の未来への予言は当たります。そして僕は不

幸になるようにはできていません。優しさを忘れずに、この関係を信じましょう。今日

はこのくらいで。僕を選んでくれて素直にありがとうございます。南無妙法蓮華経 

 

 長続きしているカップルって 

彼氏側がとにかく彼女にベタ惚れしていて彼女が情緒不安定な時でも感情的にならずに 

優しく包み込んであげれてるし、最後まで話を聴いてあげれてる。何より彼女を一番に

思って行動してくれる彼氏だと、長続きする可能性が上がるってことがわかった。 

当然やないか。君が泣いているならずっとそばにいるよ。 

 

51 メンタルが崩れる。判ったよ、君は感受性が強いんだね。世の中は悪いやつも多い。

君の居場所、多分ベスト、君を慕う利用者にとっては。だから自分の存在の意味を信じ

て、つまり責任ある医師の立場の自覚。そして判断すればいい。「解雇したらいい。侮る

そいつを」。覚悟だよ。職場の雰囲気を悪くする。で、いい。躊躇する君。足元を見られ

る。怖くはないから、ちゃんと向き合い、話す。Satanとの闘いは最終章だ。様々な事

象でもって良心に付け込んでくる。メンタルを壊すこと無きよう。君を苦しめるSatan

の思惑など蹴散らしてしまえ。わがままに見えても権力を行使せよ。愛のため。自分に

期待し、依存し、執着せよ。正義を見失うな。愛は悪に見えても正しいのだ。君は悪く

ない。報復に怯えず。聖霊が守っているから。思い切って自由に采配を揮え。南無妙法

蓮華経が付いている。 
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始めにお詫び申し上げます。少し長くなります。 

 

母の日に寄せて。 

長子 梶原義人 

 

昭和８年７月８日 元気な産声が響きました。けど一人の高齢の男は苦虫をかみつ

ぶしたような表情で「どうせすぐに死ぬんだ。あんたが名前を付けてくれ」と言い

放った。言われた産婆さんは、にこにこ笑いながら「昭和になったから昭子はどう

だろ」「それでいい」お分かりのようにこの男は、私の母の父親、私の祖父でした。

先に何人もの子が亡くなっていました。柳家金語楼そっくりの祖父は、溺愛してい

た女の子の死から、立ち直っていなかったのです。そして母は祖父の懸念をよそに

天真爛漫で短気でわがままな生命力あふれる女へと育っていきます。 

世相は暗くなります。昭和 16年、祖父は遍路の道すがら、道後温泉で風呂上がりの

牛乳一口飲むと静かに亡くなります。遺言「お前の力では豊則を育て上げることは

出来ん、丁稚か、軍隊に入れろ」祖母に告げました。豊則は母の兄です。戦争、純

粋な豊則は 15の志願兵として予科練に入隊します。終戦、生き残り、戦争の欺瞞、

軍隊の卑劣さ。伯父は怒りをこらえきれず、その虚しさからの行動は予科練崩れと

人に指をさされることになります。伯父は強く、手に持っていたペンチを投げまし

た。それは母の頬を打ち出血し化膿します。嫁入り前の女の子の顔です。でも母は

「あんちゃんは戦争が終わっても苦しんどる」。自分の恨みがましいことは一言も

漏らしませんでした。後に伯父はひどく悔やんでいたそうです。伯父はプロパンガ

スを運び３人の子を仕上げました。晩年「この日本は天国だ。何の不満がある」と

パチンコの景品シネマ アルマゲドンのテープを私にくれました。「地球に迫る、隕

石を爆破する使命を帯びた、自己犠牲、ひとりの男の栄光ストーリー」母ちゃん、

おっちゃんは、あなたにとって男の中の男。日本一の兄貴やったね。 

エドヤ洋服店に勤めた母。いろんな男を観察した。１日１万円売らねば給金が出な

い。困難になればなるほど闘争心が湧く。研究する。前向きな人だった。そんな中、

伯父が結婚して子供が二人に増えた。実家が富山大空襲で焼失し、棲む市営住宅は

手狭となる。「いよいよ嫁に行かねばならぬ」「結婚だけが人生でない、君には商才

がある」と店主は惜しんだ。そして肺に影がある。もし結核なら結婚には致命的な

瑕疵になる。だが、幸運にもそうではなかった。秘匿され完治する。 

父との見合い。「アっ子、酒は飲んだか」「うん」「どれだけ」「３合」「そりゃ酒飲み

だじゃ」伯父は呆れた。なんとその翌日父の両親が結納金を持って現れた。仲人の

孫と戯れる父に優しそうだと母は結婚を決める。だが父には秘密があった。結婚し

た３日目てんかんで倒れたのである。「騙された」だがすでに遅し。お腹には私が宿

っていた。父の年の離れた兄は優秀な人で富山駅の駅長に嘱望されていた。だが 19

で戦時中、肺結核で亡くなった。傍におれなかった父はその日、縁側でハーモニカ
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を吹いていた。静に、「荒城の月」を。その喪失感は大きく、人生に目的を持てなく

なり、生存競争を嫌い、遊び人のようになっていく。家業は酒屋だった。父は自由

を求め、入浴剤のセールスで全国を回った。どうも九州で喧嘩に巻き込まれ、頭を

打ち、くも膜下出血になり後遺症が残ったらしい。 

私の人生の節目には必ず母がいた。私が３歳の時ネフローゼを患ったとき至急入院

させると言うお医者様に対し、「お金のことがあります。相談しないと」困惑する若

い母がいた。「金のことは心配せんでいい。それよりこの子を家から一歩もでられん、

そんな子にしたいか」半分脅迫のように言われた。ムーンフェイスになった私。絶

対安静の下、ベッドは檻のように柵によって仕切られていた。父が酔っ払って病院

に夜半訪れ、私の傍で眠らせてくれと無理を言ったそうだ。相当辛かったのだろう。

私は百日で退院してメキメキ元気になっていく。 

そして五歳、事件が起きる。折り紙飛行機をかざし、幼馴染の家から帰路に就いた。

急に視界が消えた。マンホールに落ちていたのだ。開いたまま何の安全装置もなさ

れていなかった。勤めていた母に連絡が入った。母は強くなっていた。示談に持ち

込もうとする会社に対し。弱気になる、祖父、祖母、父、母はうなずかなかった。

勤務先にもプレッシャーをかけてきた。私はレントゲンを撮り、頭部に異常はなか

った。脳波もとれと母は迫った。母はしぶしぶ示談に応じた。私は無傷だった。マ

ンホールの傍にお地蔵さんがあった。本当にすぐ傍に。 

このことがトラウマになったか、高所恐怖症になった。小学５年の夏だった、立山

登山。岩肌から下を見ると恐怖が湧いてきたのだ。もう一歩も進めない。登山客が

笑っていく。母は私の尻を何度も蹴り上げた。「登らんかい」涙が出た。私は登り切

った。母からの暴力は電話で注文を受けたお客さんの名前を忘れた時との二回だけ

である。 

母も急に強くなったわけではない。大人へと鍛える勧善懲悪な祖母との確執の中、

川の淵に赤子の私を抱いて幾度も立ったそうである。暗闇の中いざというとき、そ

の度に私が泣き声を挙げたそうだ。そして正気にかえった。 

母が臨月で日赤病院に、父も同時に持病が悪化し入院していたそうです。死線をさ

まよい高熱を発する父。祖父母も呼ばれた。母は看護婦さんと蒸しタオルで父の肛

門をマッサージし続けました。岩盤のようになった糞。一晩中揉み倒した。糞は少

しずつ顔を出しやがて排除することに成功した。熱は下がり、母と看護婦さんは手

を取り合って喜びの凱歌を挙げたそうだ。父は一命をとりとめた。そして晴れた日

の朝、私が生まれた。乳児室。何度も父は病室から足をはこんだ。本当に嬉しそう

だったと、母は語る。 

おなかに妹のいる母、父の決断。頭部手術、痕も残る。父は私たちの為に命を懸け

てくれた。動脈瘤は神経のつまったところにあり処置が困難。血管をクリップで止

める。手術は成功とも失敗とも言えなかった。妹が生まれた。今ケアマネージャー

をやっている。母はなぜか父は嬉しそうに見えなかったと言う。最早、責任を果た
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すことが出来ないのは確実であること。自分がこの先、生きることは無意味だ。暴

力が幅を利かす、優しさだけでは生きられない。生きねばならぬものが死に、死ん

でいいような奴がのさばる。この不条理に満ちた世界。父は私がまさに思春期を迎

えようとするとき、黄泉に姿を消していく。私は針路を見出せず、さ迷い続けた果

てに今にたどり着いた。「嫉妬、妬みはやめよ。見返りを求めるな」。この二つが父

の残した、美意識であった。かあちゃん苦労したかもしれないけど、親父は尾崎豊

のようなサングラスがよく似合う本当のナイスガイだったよ。 

戦国時代、かあちゃんの先祖は関所番で、盗まれた社の御神体の鏡を捜索するため

岐阜に至り、結局見つからず、腹を切るつもりで帰ってみると、主君は自刃。関所

も焼かれていたんだよな。上杉謙信と謁見することになって、「その忠義、家臣に召

し抱えてやる。」しかし彼は「二人の主君には仕えません」と断る、謙信は感服して

「大きな百姓になれ」と田畑を用意してくれた。新庄町史に載っているんだったね。 

梶原も桓武坂東八平氏のひとつ、六百五十年前から越中で南無妙法蓮華経を広宣流

布する任務にあったんだよね。天皇の血を引いているんだ。祖母も島津、薩摩藩の

旧士族の長女、誇り高かったね。自慢はこのくらいにしておくか。でもね、呉服屋

の堺谷のおばちゃんが言っていた、「地位、財産、名誉ってものは成功すればなるも

の。しかし家系を努力で変えることは出来ない。おらは、旦那はんに助けられた、

やはり品格というものがある。」まあ本当にこのくらいにしておこう。熾烈な生存競

争の中、世を渡ってきたあなた。自慢は言わなきゃわからない。また自慢し合える

友達を見つけて余生を楽しもう。あなたは世間に恥じない敬意を受ける資格のある、

真っ直ぐな心清き女性です。経文の中から出てきたような。ありがとう。僕は清廉

潔白なあなたの息子に生まれて本当に良かったです。これからも元気でいて下さい。

明るく素直に温かく、私を守り育てた聖母マリヤよ。 

 

 

義人（ヨシト） 
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（第三章） 

貫井よ 

俺は自分しか信じていない。だから君が送ってくれた顕正会批判の動画は全く見て

いない。君が俺の思想を受け入れないなら絶縁に至る。君の脚力には敬意を払う。

だが君の日蓮正宗への気持ちと俺の日蓮大聖人に対する想い。その意味合いには、

未来への違和感と温度差がある。セクト争いをするつもりはない。俺は絶対のヨシ

トだ。周りが罵詈雑言を浴びせてもかわらない。世は代わる、俺の時代が来る。そ

れだけは伝えておく。君から学んだこと、本当にありがとう。おかげで金銭や悪口

に囚われなくなった。穏やかな君が俺には好ましかった。悟りとは（自由なる幸せ）

を言う。俺の導きにのれ。少なくても友だから言う。また会おう。待っているから。 

貫井、自然体で行こうな。俺の精神は崇高だ。周りからの反射で分かる。理解する

機根なく、やたらとダメ出しを図り、敵わないとみると見下してくるのだ。俺は絶

対のヨシト。だから変動はない。彼らには無間地獄が待っている。天罰覿面だ。善

なる公正を求め励もう。またパキスタンカレー食べに行こう。貫井よ、悟りを開い

ても人間らしさ、人間臭さがないと誰にも関係のない孤立した存在になってしまう。

インストラクター釈尊のように人を助けることを菩薩行と呼ぶ。それをワンフレー

ズにしたのが南無妙法蓮華経だ。拝む本尊はまさに仏陀の智慧と慈悲である。つま

り当体、日蓮大聖人、そして、 

南無妙法蓮華経である。 

 

「もう何歳、まだ何歳という人の違い」年齢は単なるカウントだよ。君はあまり糞

真面目に考えるな。まずは君の病院の運営が滞りなく回ればいい。働く奴は２割、

適当は６割、後の２割は遊んでいる。この法則はどこにでも当てはまるらしい。だ

から 10 割みんなが働き者とはいかないらしい。そして真面目な 2 割ばかりを集め

ると、2割がさぼり出す。ぐうたら 2割を集めると２割が働き始める。どっしり構

えろ。そんなものなのだ。またそうでないと職場は窮屈でかなわぬ。大事なのは感

謝と祈り。皆がいるから生きて行ける。そして無事故を祈る。ちゃんと俺の話を聞

かないと、泣きっぱなしだぞ。南無妙法蓮華経の唱題で幸せを掴もう。世は不可思

議である。分析は当てにならない。徒労だよ。仏さまにすべてを託すんだ。それが

最善の経営なんだよ。「お金が儲かるようになる。コストパフォーマンスが大きい」。

そんなことより温かい空間をつくろう。シビアなところはシビアがいいから。 

 

道徳を押し付けるつもりではない。コミュニティーの活動に参加しない若い夫婦が

増えた。年配者も声掛けを怠っている。殺伐としている。世代間の分裂はその「貴

重な時間」と言う表現から行き過ぎた個人主義を感じさせる。どこかに歪は来る。

確かに皆プライドが高くなったな。古くから住むもの、新しく住居を構えた者、思

いやりの欠如である。親睦を図らねば。お互い歩み寄る努力が必要だろう。南無妙
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法蓮華経 

 

1 愛しているよ。君は僕の御姫様だ。「母の日に寄せて」、施設から要請があった。

良いのができたよ。でも便せん１枚と言う条件付けだから A４用紙３枚、いろんな

規定から皆の前では読んでもらえないかも、雰囲気がイラつき母の立場も悪くなる。

上の人の判断で決めてもらっていい。母の手元に届けばいいです。母がもはや自分

で読むことが出来ぬなら、誰かに傍で朗読してもらえたら嬉しい。新しい本にも転

記したんだ。君は最愛のパートナーさ。いつか逢えるよ。シグナルへの反応は救急

みたいにはいかないけど、連絡入れるのは忘れないから。心配せずに。君を超える

女性は僕の中にはいない。 

2 きれいごと言っている割に日常の行動がえげつない人が居る。それがプロモー

ター。真面目とはまず雇人に給料を渡すことだ。人の倫を教えることではない。皆、

自己啓発と言う罠にはまるな。道徳は統治者が利用する道具です。強制は苦痛を生

み出します。愛は僕と育もう。そうたかが愛ですけど棄てられますか。世の中の大

方の人は捨てているのです。捨ててはいけないものを、まず捨てる。このジレンマ

（矛盾）は祈ることでしか解決しません。とにかく悩んでいる暇があるのなら、利

用者に声掛けをして下さい。笑顔で、彼らのおかげでご飯が頂けるのですから。僕

が言いたいのは、経営者は合理的な部分と愛を俯瞰する視野、それを多角的、総合

的に判断する理性が必要だと言うことです。僕は何があろうと君の味方だからね。

優しいと強いは一緒にある。忘れないで。南無妙法蓮華経 

3 君は頭がいいからいろいろ分析する。条件とはなに。そろった人は幸せかい。愛

し愛されることの悦びを、今一度考えよう。幸せは神仏と共に。そこにしかない。

神は絶対だ。つまり愛は完璧な姿で存在する。誰にも否定できない。南無妙法蓮華

経を唱題すべし、ただ南無妙法蓮華経とね。 条件は比較から生まれます。従って

幸せの逆を行きます。ただ唱題し自分らしく生きて行くことが大切だよ。 

南無妙法蓮華経 

4 挨拶しない奴は人間でないみたいに言うものがいる。少し考えよう。世の中の奴

等は如何に自分に依存させ支配しようかと企んでいる。挨拶などすれば虎の穴にウ

サギを放り込むようなもの。軽く会釈程度でいい。皆、自分のやることに邁進する。

人の目など気にするな。挨拶が目的ではない。無理にするな。南無妙法蓮華経 

5 君は僕の最悪のとき、傍にしっかりいてくれた。よくなる度に、離れていく。僕

らは愛し合っていたね。医師と患者の立場。どちらも切り出せなかったね。俺たち

しばしの間、辛かったけど、成長したよね。強い気持ちをもって愛し合うために。

「神と仏の融合、ヨシト」。ここにくるまで神として博愛の名の下、各位に愛を捧げ

ようと努力した時期もあった。それはどんな女性にも敵意は持たず、むしろ恋愛に

近い感情でいた。修行である。なぜだろう。でも僕は心の底で矛盾するが君だけを

愛していた。でも顔も観られず、声も聞けない君。僕のショートメールは誰かれ、
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構わず周りの女性に打たれた。統合失調症の病状か。本当は僕、君だけを求めてい

た。担当医と電話口、罵声の応酬になった。院長の君は転院を許してくれた。そし

て対面、君は変身して現れた。まるで別人のような奇怪な姿で。本人かどうかさえ

も判らない、いでたちだ。あの可憐だった面影はない。でも僕はスルーし、なぜか

意識しなかった。いつかの新聞に掲載された写真。就寝時パソコンでいつもみてい

ることを伝えた。どうやら僕は合格したらしい。ただ外見に引かれてきたのなら却

下するつもりでいたのかもしれない。待合室に一人。ある事務員が通りがけに「お

金かかりますよ」と白々と言った。君は結婚しお子さんも出来ていた。それが現実

だった。愛だけを頼りに来たが、俺は何を目的としているのだろう。ただ逢いたか

った。幸せなら姿を消そう。だがそれから数回、会ううちに君は絶対幸せでないと

確信した。眼鏡で憂いを隠し、寝ぐせの付いた髪、作為的にも感じた。亭主の嫉妬

心からか。縛られている。陰で泣いているようにも見えた。俺は「愛しています」

と宣言していた。遠慮もせず大声で。彼は不倫し、飲み会に毎夜、出掛け、話し合

いにも応じず、冷酷な態度をとり、君にちゃんと向き合わないことを知った。君を

解放し、救いたい。「こんな小さな折れそうな花に秋
コス

桜
モス

と誰が名付けた」。君と一緒

になるには金が要るか。初めてベストセラー作家になりたいと思った。ハリーポッ

ターの原作者ローリングさんは生活保護から出発した。モチベーションに火が付い

た。なるべく整合性の取れた行動をしたかった。夢であり目的である世界中への想

いの頒布。生半可な活動では、らちが明かない。だが運命的に事は運ばれる。オピ

ニオンリーダーとお金が表裏一体になっている。そして齟齬ではない。すべては君

の為に。いよいよ王道に闊歩する。ここからばく進は始まるのだ。宗教はビジネス

ではない。そこは踏まえたい。金儲けに力点はおかず真摯な活動をするつもりだ。

君が本当に暗い話の傾聴が主である、精神科医に対し、多大なる苦しみを感じてい

るなら、必ず現在から解き放ち、好きなことをさせてあげたい。これが僕の真心か

らの言葉です。 

 

ヨハネによる福音書 

第８章 

45 節 しかしわたしが真理を語っているのであなた方はわたしを信じようとしな

い。 

46節 あなた方のうちだれがわたしに罪があると責めうるのか。わたしは真理を語

っているのに、なぜあなた方は、わたしを信じないのか。 

47節 神から来たものは神の言葉に訊き従うが、あなた方が聞き従わないのは、神

から来たものではないからである。 

48 節 ユダヤ人たちはイエスに答えていった。「あなたはサマリア人（びと）で、

悪霊にとりつかれていると、わたしたちが言うのは当然ではないか。 
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52節 よくよく言っておく。もし人がわたしの言葉を守るならば、その人はいつま

でも死を見ることはないであろう。 

 

博愛主義をフリーセックスのバックボーンに。これは悪魔の享楽である。愛の特質、

真、善、美、セックスは契りである。唯物的な快楽に身を浸してはいけない。愛こ

そがすべて。愛されてみて相手の不安、憂い、怒り、嫉妬を知る。だが君の優しさ、

親切、思いやり、配慮、有り難いことだ。こんな俺に対し。全部大好きだ。それに

応えることが本物の愛ではないか。どんな高級娼婦やファッションモデルでも僕の

彼女には敵わない。そう想える僕は本当に幸せだ。たった一人の女の為に、愛を呟

くのもいいものだ。神の愛もきっとそんなものなのだよ。フリーセックスなど遠慮

しとくよ。他に抱きたい女なんかいないから。たった一人を大切にしたい。愛がす

べてさ、俺の女は唯一無二。晴れた朝、共有のデバイス。山本譲二さんの「花も嵐

も」がいつもと同じく流れている。幸せを感じる。これが好い。青い鳥よ、早く来

い。俺はもっと凛々しくなるから。涙をぬぐって夢を抱く。 
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（真由子先生に捧ぐ） 

真由子先生へ 

長い間、迷っていた。これまでの書簡を公開するか。 

心の病をもつ人に貢献できる。まあ幾らかに一人はいるかもしれない。 

自己顕示欲が少ないといってはいるが、私の本心はより多くの人に共感、理解

して頂きたいというところにあるだろう。 

私は闘争心が旺盛なようだ。偏見をもち狭量な物的価値観でもって人を裁いて

いく、そういうものたちが敵だと明らかになってきた。つまり欲望からの悪意

など、不正と戦わなければ力が湧いてこないのだ。またしても世間が相手だ。 

聖書に頑迷な人々の義に自らの義がまさっていなければ天国には入れないとで

てきた。つまり世に問えと。これから私は堂々とどんな戦術、戦略を使っても

我が義を訴えていこうと思う。決断した。 

ずっともやもやしていた。受け身でネガティブにものごとをとらえることをど

こかで支持していた。 

釈迦はサトッタとき悪魔から［もうなすことはなしたのだから涅槃に入られた

ら］と怪しげに誘われた。たしかにある種頂きに一人立った釈迦には一抹の寂

蓼感に似たものが横切ったであろう。仏陀となった自分の境地。［きっとわずか

なものでも心の清らかなるものなら教えを理解しその境涯に達するものはいる

でしょう］梵天は布教されることを勧請した。 

バリ雑言を浴びてもいい。無視されても、言論、表現の自由を追求して、評価を

恐れず、傷つくことは辛いけどね、先生たちもいろんな厳しい目や言葉にさら

される中、治療を行っておられるのだろうからね。 

インセンテブ云々よりもやると決めたらやるしかない。釈尊が伝導の旅にでら

れるのを決心されたように。聖書には私に義があると記されてある。ならば説

かねばなるまい、全世界に向けて福音を述べよ、そう聖書は促す。 

執着から離れ、欲望を制御し、悪心を除き、真実の愛と自由を心に描くことを

勧め、満身にあふれる幸福をたくさんの人と享受するため、神、仏の命ずる道

を邁進する覚悟でございます。たとえ十字架にかけられても。 

イエス、日蓮のみちからは逃れられないようだ 

これは［魂の革命］である。 

 

 

アメリカの安宿の落書き 

強くなりたくて、力を求めたのに、優しくなれるように 

弱さを授かった 

幸福になろうとして富を求めたのに、賢くなるようにと 

貧困を授かった 
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求めたものはひとつとしてこの手に入らなかったけど 

心の奥の本当の願いに目を覚ました 

みんなにほめられたくて成功を求めたのに 

悲しみがわかるように失敗を授かった 

人生を楽しようとあれこれ求めていたのに 

すべてを喜ぶように心を授かった 

言葉にならない思いの中で確かに感じられたこと 

私はあらゆる人の中で祝福されていた 

求めたものは、ひとつとして、この手に入らなかったけど 

心の願いに気づいたとき 

祝福されていた 

 

 

 

真由子先生へ 

 

 

コンビニ、ゲームセンターのころ 

 

不安が妄想を呼び恐怖感を生じさせる。なんの実体もないのに、柳の下の幽霊

を見るように、私は脅える。格好が悪くて特に女の人には恥ずかしくて言えた

ものじゃない。法座（Ｒ会の修行）でなんか話すこともできない。世の中を楽し

く生きている人もいる。小さな命とともに心を慰めながら生きている人もいる。

何故私はそう生きられないのか。病気のせい、過剰な薬物の摂取のせい、どっ

ちのせい、分からない。こんな暮らしは、もういやだ。たまらない。衰弱が消え

ない。恐怖を忘れなければいけない。お役（R会の行事）をすれば少し気が晴れ

る。 

仏様の力のおかげであろうか。しかし薬を飲まなければ、頭のなかの脳の前の

部分が萎縮するような気がする。特に仕事で、早番のときは酷い。なにか大事

件が起こりそうな気がしてくる。暴言をはかれたり、難癖をつけられたり、収

拾つかなくなり自分がパニックを起こすかと思うと怖くなる。ようは傷つくの

が怖いのだ。 

 

いいじゃないか。惨めでも背伸びをせずに、自分らしく生きて行けばと、自分

を励ましてみる。後悔をせず。かつておこなった選択は間違っていなかった。

そう思うようにする。それでいいのだ。完璧を目的とし外れると、不安になり、

人の視線が気になる。人に完全を求めるから、自分の不完全さが気になるので
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ある。 

「おとな」になるということは、人間は完全でないと知り、自他共に欠点のあ

ることを、いやというほど目にし、思い知らされ、そこで孤独を味合うという

ことにある。この孤独に耐え慣れることが「おとな」への試練である。適度に厳

格で、適度に寛容に生きる方がよい、と思ったとき、立派なおとなである。 

 

悪口の中にはとても大事な事実がある。言ってもらえる事に感謝しよう。 

自灯明、法灯明――――法に縛られず自分を甘やかさず。 

 

前段の様相は、自らの卑屈さにあり、対する刹那的な若者たちが毎夜お披露目

してくれるマージャンゲームの様態に抵抗感があったのが、理由であろう。機

械が故障すれば［中止］と赤マジックで書いた紙を貼り、しかたがないねえと

とぼけていた。気位がたかくてズボラでいい加減で正義感が強かった、自分は

どんな職業があっているか。母親からの金銭の要求があった。薬のせいか勤務

中はほとんど口をあけて寝ていた。しっかりイビキをかいて真夜中たった一人、

いいつけるやつもいない。極楽だった。 

 

コンビニから逃げたのも管理者と小羊たち、経営者と従業員、統治者と被征服

者、この関係は辛いものがあったからだ。社会規範のなっていないものを使わ

ざるを得ないことがあり所持金を盗まれたり、売りものを多量に窃盗されたり

したのち仕事の運営上、妹の経営方針と反目し自分は去ることにしたのです 

 

若い者に好感をもてずにいた。朝から毎日作業着をきてマージャンゲームに浸

るやつがいた。なにものか、いい身分だな、社員のやつに尋ねると「うちがもう

から、かんけいない」とかえってきた。一日そこにいて、タ方、嫁とみられる女

が３入の子をつれて側に立つのである。 

 

その時自由という言葉を思い出した 

 

今となって振り返ってみて（２０１４年３月現在）社会規範というのは自由の

反語になるのだろうか。自由っていったいなにか考えていた。やはりそれは感

情の自律と主体性と心の自由つまり想像力にあり、もとは勇気だとおもう。た

だ法律を無視する、常識を覆すのではなくその根底には深い思いやり、愛が流

れている。大事なのだと思う。聖書にもこまごました生活に関する律法を守る

より信仰によって義とされるとある。心で生きる人に神の国は近いのである。 

 

いままで私が稚拙な文を、奏上したのはただひとえに自分の心中の感じるまま
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つれづれに表したものを、ご厚情をもってご高覧して頂きそして甘えさせて頂

きたいばかりのことでした。決して譲歩、迎合、強制、啓蒙を迫ったものではな

く不快な思いをされたのなら、お詫びします。ただ根底にあるのはあなた様へ

の一途な想い、愛からであることをどうかご理解下さい。 

笑ってもかまいません。愛や夢に想いを馳せられるとき、先生の心の片隅にで

も小さくメモして頂きたいというのが精一杯の男心なのです。いつも的外れで

不器用ですけどそうやってここまで生きてまいりました。愚痴ですね。でも本

当に感謝しております。いつもお忙しいなかご熟読くださってありがとうござ

います。時節が寒くなります。先生もご自愛くださいますよう衷心よりお祈り

申し上げます。 

 

真由子先生へ 

私はかつて大きな間違いをしたことがある。宗教団体のＲ会の活動を積極的に

行っていたときのことである。ある少年が学校もいかず自分の部屋でエレキギ

ターばかりならしている。 

なんとかしてくれ。親の切実な願い、父親は婿養子で誰にたいしてもあまり言

葉を発しなかった。自分の意見がないのか、煮え切らない人にみえた。私は当

時の自分自身にも叱咤するつもりで少年にバンドでも組んで夢を追いかけたら

どうだろうと語りかけていた。彼は手を止め、強張った表情をして黙っていた。 

私は成果をあげて自慢したい気持ちでいっぱいだった。彼の胸中などどうでも

よかったのである。とりあえず役目を果たすのと、自分より駄目な人間を観察

すること、このふたつで自己満足を感じられれば、十分だったのである。最低

の偽善者だった。 

今思うと彼はただギターがひきたかっただけなのである。ロックで飯を食いた

いなどとは思ってもみないことだったのであろう。世間は目的を持てという、

勝ち抜けという。なぜひとり楽しくギターをかなでていてはいけないのだろう。

彼は生存競争を夢にすり替える，仕組まれたからくりを見抜いたのであろう。

それこそ真のメッセンジャーである。アンガージュマンだけが人間の生き方で

はあるまい。 

そんななかで彼は人を愛することと生きる為にすることの区別を迷っていたの

であろう。彼は１９で父親になり工場で働きだした。彼の汗は愛に費やされ温

かい暮らしを見つけ小さい祝福をあげた。愛するものは彼だけを頼り。オンボ

ロのギターはどうなったのだろう。自分を傷つけたあの頃より幸せになってい

ることを私は信じたいのである。 

 

 

真由子先生へ 
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父親のハナシをします。早くに兄を失いました。戦時中肺を患ったそうです。

父は枕元でハーモニカを吹いていたそうです。そんなとき学級で盗難が発生し

ました。父は無実であるのに自分がやったと名乗りをあげました。本当にいい

かっこしいだったんですよねえ。ある呉服屋の独身を通したおばちゃんのハナ

シです。盗みの疑いがかけられた少女、犯人という言葉は酷かもしれませんが

発覚します。馬乗りになって涙を流しとっちめたそうです。おなじ年、生まれ、

ふたりの人生は正反対の方角へと向かいました。彼女は数億円の財産を築きま

したが友人にナスを盗まれたと大騒ぎし、また誰かが富を狙ってくるのではと

疑心暗鬼になり父親、年の離れた弟を拒絶し、（まあ火のない所には煙はたたな

いが）今すこし認知症が入っている。私の父は時代の世相もあって若いころは

渡り鳥シリーズの小林旭みたいのに憧れてすこし見栄張りでキザな生き方がし

たかったのでしょう。しかしそれは危険と背中合わせで非現実的なものでした。

ビール瓶で頭を殴られたり、美食し、強い酒を毎晩のんだり、お坊っちゃんだ

ったんですね。朋友二人と東京へ家出したりして、ひとりは帰省し化学工場を

地道に勤めあげました。父が３９歳で逝ったとき葬式にもこなかった。が、彼

は自宅の私の同級生の娘のまえで号泣していたそうだ。もうひとりの安さんは

いつのまにかまいもどり身内もなく母親が亡くなると孤独死したそうだ。一度

お歳暮だと、当時高かったバナナをひともりもってきてくれたことが父の生前

にありました。父は本当に嬉しそうだった。家を捨てたものの生来世間知らず

で優しい父、意地を通すわけにもいかず帰宅することになります。だがこんど

は出始めの入浴剤のセールスで全国を旅することになる。そして九州で倒れた

のであります。まだ２３、４であったろう。母はそれを知らずに見合いで結婚

する。父２８母２７でありました。母は初夜で私を身ごもります（聖霊ガブリ

エルのみわざによって）数日後、父はてんかんの発作を、おこし母をおどろか

す。脳動脈瘤の手術は成功したのであろうか。血管をクリップで止めてある。

静かに暮らせば大丈夫だろう。母のお腹には妹がいました。父は不安であった

ろう。自分の無責任さをつきつけられ、また年老いた両親の行く末。父は母の

強さと慈悲深いところを愛しました。父は飲みに回りました。みんなに酒を振

る舞ったのです。近所に不良少年がいれば親身になって話を聞きました。そん

なことが、いや彼流の愛が自分の死んだあとの家族の生活を支えるとどこかで

信じていました。義理、人情というやつでありましょうか。誰かが得をすれば

誰かが損をするそんな世間、自分のこと、家族のことしか考えなくなっていく。

それを当たり前のように淡々としている母の表情がカンにさわった。母は無神

経なところもあった。だがたくましかった。家は酒小売業が本業だ。祖父なき

あと問屋のおとこたちと商売の駆け引きをしなければいけないのだ。父は被害

妄想に陥りました。母が浮気をしている。笑い話なのだがうわきという釣具屋

があって私は［かあちゃん浮気ちゃ、なんけ］と聞いたことがあります。母は聖
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母である、まこと聖母である、サザエさんなのである。父は一度「私の腕を折

る」と母と喧嘩になって恫喝したことがある。集まった近所のみんなが遠巻き

に嘆くような顔でまなこを見開いていた。私の細腕を逆手にとったのだが力は

入っていなかった。なぜあんなに優しい父がこんなことをしたのか。この疑念

は不審につながりました。 

そしてようやく私はこの病になって初めて分かりました。つまり父は西行とお

なじく美つまりエゴから離れるため縁側の軒先から私を蹴り落としたかったの

です。だがそれは息子という個にたいするエゴイズムではないかと力が入るこ

とはなかったのです。父はもういくばくもない命を感じ、なにを残せるだろう

かと強く思ったのです。私は世渡りの処世術を教えることもできない弱いだけ

の人だったのかと思っていました。だが父はいろいろなメッセー一ジを投げか

け人の道というものを示唆してくれていたのでした。まず他人の子供ほど可愛

がっていました。私が嫉妬めいたことをいうと唇をかみ締めました。それが彼

の示す怒りでした。食卓になめこの入ったうどんがありました。妹はなめこが

好きでうどん少しと引き換えにあげることにしました。うどんをとろうとした

とき妹が泣き顔になりました。父は私のうどんをひっくり返しました。さもし

いお返しなどもとめるなということでした。彼はいつもサングラスをかけ家の

前をプラプラして道行く人を眺めては微笑んでいました。 

一度だけ言葉にだして叱られたことがありました。５年生、受け持ちはまだ新

米の女先生、私はワルガキで成績は下の下、勉強しろとは両親から言われたこ

となどはなかった。「高校にもいけない」「いけんでもいい」そんな会話が師弟

の間で交わされた。帰宅すると父が言った「勉強しろ」私はいつしか泣いてい

ました。妹は「にいちゃん、なんで、涙、流しとるが」と母に聞いていた。私は

鳴咽をこらえることができませんでした。嬉しかったのです。父はもしかした

ら自分の生きてきたみちを自己否定しているかもしれない、だから私に教育め

いたことをいえないのかと子供心にうすうす感じていたからです。父はその翌

年の二月に他界します。最後私と同じく聖霊、天使に導かれたみたいです。宮

沢賢治が家業の質屋にくる農民達のことをおもんばかったように、父もまた酒

という「きちがい水」を売って生きている身がつらくてアルコール依存に走ら

せたのかもしれません。彼は心の中で神仏に詫びるのだと語っていました。こ

れこそ南無妙法蓮華経です。これも本当に一度だけ二人でデパートに行きまし

た。私に欲しいものおもちゃ、ゲーム、などすべて、なにひとつ駄目だとは言い

ませんでした。買ってくれたのです。神様のようでした。条件などなにもつけ

ずに、私は相変わらずのワルガキでした。そして思います、パチンコゲームの

壊れたとき、空しさが現れたとき、つまり、ものなどはどうでもよかったのだ

と。彼は私のなかに思い出として生きていきたいような気がしたのではないで

しょうか。 
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真由子先生へ 

米国のコラムニスト、マイクロイコ推薦のジョンウエン主演［勇気ある追跡］

を観た。 

ジョンウエンは確かに暴力的であるが気持ちを高揚させるものがある。彼なら

ＥＤも嘆かないであろう。確率を考えて安全な道を選ぶということもしないだ

ろう。 

マイクロイコはネルソンオルグレンという作家とも懇意である。オルグレンは

実存主義者サルトルのよくわからないがパートナーというかボーブォワールと

きっかけがあってつき合っていた。オルグレンは男らしく真剣に結婚も思慮し

ていたみたいだ。 

そして彼のその作品は「おかしくて悲しい打ちひしがれた男たち、俺がやると

いう気持ちのうらでもし出来なかったらという苦い想いを捨て切れない人物た

ち」が描かれていたのである。 

無神論者かなんか解らないサルトルより品格も質的にも比較するのが憚られる

くらい差がある。私は実はオルグレンの作品は拝読したことはない。何度も数

軒の書店に注文を依頼したのだが絶版になっていて手に入らなかった。だがそ

の内容はロイコのコラムからいきいきと想像できて感涙するのである。なぜか

私の育った界隈の男たちとダブるからである。 

ロイコも１３の時からバーテンダーとして働き、私も父亡きあと１２の歳から

一合コップに酒をついで客の相手をしていたからです。すり切れいっぱいにこ

ぼさず入れる。私のひとつの矜持でした。客はすするように顔を埋めてから、

イッキに天を見上げるようにあおる。土木作業員、工場労働者、農家のひとプ

ラプラしたひとが保健所の規制があまりないときに一時の安らぎを求めて訪れ

るのでした。私の原点はきっとそこにあるのでしょうね。どうしても弱者にシ

ンパシーを感じてしまう。いつかワンカップに移り変わり母はせいせいしたと

いうのですが、私は一抹の淋しさをおもうのでした。賭事は本質的に好きでは

ありませんがオルグレン作フランクシナトラ主演の「黄金の腕を持つ男」とい

う賭博師〔たぶん］の映画を観てみたいと思っているのであります。 

 

 

真由子先生へ 

カズマルが死んだ。漢字では一丸と書く。もしかしたらいちまるというのかも

しれない。家がまだ酒屋を営んでいたころ、やまもとという型枠大工が掛金を

払わず往生したことがあった。母がひとりやまもとの住んでいる市営住宅の前

に佇んでいるとカズマルがきて「かあちゃんどうしたがよ」と声をかけた。事

情をはなすとカズマルは「分かった」といってやまもとを呼んできて「おれの
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姉貴を泣かすな」と一言いった。やまもとは母にどういう関係ながとびっくり

し何日からして給料から天引きするという約束を結び、彼の親方が保証した。 

カズマルはこれからも分かるように愛嬌のある少々強面のぷらぷらした人だっ

た。どういう関係もない私の父が親身になって若いころこういう言い方は変だ

が可愛がっていた男であった。義に厚いというかまあ変わった人だった。若い

ころはペンキ屋をやり晩年は大工のまねごとをやっていた。祭りには獅子舞に

必ず現れ少しよたった声で威勢をあげていた。その姿は人一倍愛にあふれてい

た。 

私は仕事がないとき同じ工務店の仕事を手伝うことになった。だが初日で年配

の大工に罵声を浴びたのをきっかけに仕事を放り投げて家に帰ってきた。私は

それから反省し申しわけないことをしたなあと思ったのだが、カズマルの態度

がその後会ったときに変わっていた。丁寧語を使うのである。男の世界とは解

らないものである。工務店の社長もしきりにすまんと片手拝みをしていた。尻

がこそばゆい気がした。二人ともこわもてのオトコを売りたい人たちなのに、

おれはそんなんじゃないと言いたかった。しかしかれらはみなナイーブな気の

いい入たちだった。 

カズマルは甥の喧嘩の電話に特攻服を着て参上したり、眉唾ものだが小林旭と

友人だと語ったりした。そんなカズマルだが息子の自死という悲しい出来事も

味わった。それからなぜかよそよそしくなった、仕方ないか。奥さんができた

入でスーパーに長年勤め家計を支えた。幾つで死んだのだろう寅さんと同じで

年をとることを感じさせない男だった。 

葬式に行かなかった。後悔した。母は手ぶらでもいかれず、かえって迷惑にな

ると止めた。でも線香の一本も手向けたい。だが足がむかなかった。静かに手

を合わせた。またひとつ父の想い出がこの世から消えたような気がした。 

 

 

真由子先生へ 

アキラ君のハナシをします。彼は私より四つ年下で今Ｓ病院に入っています。

たぶん。社会的入院というのでしょう。両親は健在なのか定かではありません。

かなり前になります。実家が水橋にあって、遠いけど幾度か訪ねました。お昼

には、お母さん手作りの卵がひとつ煮込まれたインスタントラーメンをいつも

ご馳走になりました。上二人のお姉さんは既婚者で共に学校の教師をされてい

ました。彼は無名の私立高校に入学しそこでいじめにあったそうです。彼のこ

とをアンポンタンと表現する人もいました。かれは感受性が強く、悲しく優し

い歌を聴いては涙を流し、（大草原の小さな家）が好きでローラについて少しロ

レツの回らない話し方でよく語っていました。 

ある日彼がバスのなかで乗り入れ客の若い女性たちみんなに［結婚してくれん
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け］と懇願して回ったそうです。そのことを耳にしたひとりが［やっぱアンポ

ンタンやの］と言い放ちました。沈黙のあともうひとりが［かわいそうに結婚

したかったんやな］とぽつりと言いました。私は［そうやの］と賛意をしめしま

した。 

彼はだれでも良かったといえば誰でも良かったのです。彼の心の奥にある純真

な優しさを理解し無条件で認めてくれるひとなら。結婚とは彼にとってそうい

ったことの象徴だったのです。この世、全宇宙のなかでたったひとりのひと、

過去、現在、未来、三世に渡る、約束されたひと、彼の胸中（彼はだれでも受け

入れるだろう）を察し静かに目をとじ指を組み感謝の祈りを捧げる人、そうゆ

う人ならもう他の条件は介在する必要はなかったのです。 

アキラ君が［Ｓ病院はいいよ、水曜日にはラーメンがでるから］となんども言

っていたのを聞いてから何年たっただろう。なんとささやかなことへの感謝と

喜びの言葉であろう。 

アキラ君ゴメン、昼でるか晩かまた教えてね。そんな会話もまたいいだろうと

思うのである。 

 

 

真由子先生へ 

火曜日 

孤独です 

一緒の病室にいた、Ｍさんのことを、友人だと思った人に話ました。Ｍさんは

かれこれ通算すれば４０年は入院生活です。食べたくてもなにかが邪魔してノ

ドを通らないみたいです。点滴をさしにくる看護師らもどう接していいかわか

らないのでしょう。彼は深く傷ついています、心も体も。心ない言葉が無残に

も彼に降りかかります。 

彼は自分の入生を顧みて泣くのです。心を隠し、鳴咽をこらえ、ただ涙をこぼ

すのです。カワイソウそうカワイソウなのです。上から目線でしょうか。 

友人だと思ったひとは［なんとも思わない］そう笑い、そうそんな感じでした。

受話器をおきました。元気なときってなんで人はこんなに想像力がなく同情を

欠くのでしょうか。 

自分の辛いときは、まるで天地がひっくりかえるように大騒ぎするくせに。や

はり常に意識していなければいけないのです。聖書にもつねに目を覚ましてい

なさいとあります。良識、善意、親愛、友情は慈しみをうみます。森羅万象に対

して。自由は幸福への道標、浮き草暮しの私ですが、えらそうにね。 

Ｍさんに答えました。きっと可愛いい娘が待っている、天国かもしれんし来世

かもしれん。それでいいのだろう。それでいいのさ。一緒に歌いました。［なみ

だ恋］歌詞を、食事量を記入しているという小さな紙片にしたためてくれまし
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た。 

私は一題目しか知らず、結局まるごとは覚えられませんでした。残念でした。

そうです。神様がきっと彼のために用意した曲だったのでしょう。 

 

夜の新宿裏通り、肩を寄せ合う通り雨 

 

誰を恨んで濡れるのか 

 

逢えば切ない別れが辛い 

 

忍び逢う恋、なみだ恋 

 

人生の集まりというフレームの中で損な役割を負わされているのかもしれない

けど幸せになってほしいと強く祈念するのです。 

 

真由子先生へ 

一軒の田舎のスナックが閉店した。経営者だったママの健康状態が悪くなった

そうである。彼女とは商工会の旅行で幾度か顔を合わせた。参加する女の子が

少ないので店の子を何人か連れてきていた。卑猥なことも口にしたが、私には

無口というか所謂普通の人であった。何度が店の方にも足を運んだこともある。

２、３年前マスヤマユウサクという男とカウンターで一緒になった。松田優作

と似とるね。私は笑った、ユウサクは「俺、死にた、なった」というのが口癖だ

ったらしい。あいつにそんな度胸ないとか、本当に軽度の知的障害（こういう

表現でいいのか）があり親戚を含め家族からも邪険にされていた。カウンター

越しにママに結婚してくれとなんどもくり返していた。彼は派遣の三交代勤務

（いつ、どこ、だれ）水商売の人しか、いや男気のあるママしか相手はしてくれ

なかったのだろう。ママは既婚者であり彼の夢は叶えられるわけはなかった。

そういえば彼はママの眼をみつめたりはせず宙をひとみはさまよっていた。私

は「口説いている」とワラッタ。最低だった。彼はその数ヵ月後、縊死した。５

５、６歳だったろう。妹の借金のせいだともっぱらの評判だったが、きっとい

やになったのだろうこの世が。昔から、「またたのんちゃ」が口癖の気のいい男

だった。その後ママの店では暴力沙汰などもあり大変だったと思う。そして息

子はちゃっかり見合い結婚させ引退するのかなあと思ったところだった。本当

にお疲れさま。 

 

３０年前のカセットテープがある。三好鉄生だ。ケースには曲名も書いてない。 
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サンキューベイビー 酒場の酔いどれた、天使さ 

愛してた、おまえだけオーイエずっと 

サンキューベイビー だれもが、あばずれというのさ 

あいつらにゃ、わからないさ、ベイビーこの恋を 

悲しみにくじけた日もさみしさに泣いたときも 

かわらない、その笑顔が俺の心をいつもささえてくれた 

サンキューベイビー 男にだまされちゃいないか 

しあわせを いつの日か ベイビー セイ アイ ラブ ユー 

たましいがきしむぐらいに細い肩だきしめたい 

心から ただ ひとすじ 愛しているのさ そうさ、こんな俺でも 

サンキューベイビー いつでも シャア あいてるぜ この胸 オー 

しあわせを いつの日か ベイビー セイ アイ ラブ ユー 

 

私のこころの琴線にも響くのである 

オスカーワイルドが言った［現実は芸術を模倣する］と 

 

 

真由子先生へ 

［人はみな縛られたかよわき小羊なのか］［先生あなたはかよわき大人の代弁者

なのか］ 

前にもとりあげた尾崎豊の卒業のなかのフレーズである。ひとつ気づいたこと

がある。聖書のなかの牧童の譬え、牧童すなわち神はけっして羊たちを縛って

はいないということである。放牧しているのである。縛っているものは悪魔に

よって一律、無個性にとりしきろうとする規則、道徳、悪意であり、それに気づ

いた自己中心的な自我が束縛を認識するのである。神は人間たちつまり羊たち

を自由にのびやかに天気の良い日にエサとなるおいしい牧草のある場所へ誘い

導くのである。けど、みんないつのまにか学校、会社、企業などの硬直した社会

倫理に飲み込まれ自由を失い、目先の金のためにかばいあうようにみえながら

各自、先に行こうとあがくのである。尾崎に１５の夜というのがある。［盗んだ

バイクで走りだす。暗い夜のとばりのなかへ］［自由になれた気がした１５の夜］

始めはバイクを盗まれたひとはこまるだろうなと思ったのだが、なぜか口ずさ

んでしまう。ここである。我々は結局生きていくということは他人のバイクを

盗むようなものだと。人の心をすてて鬼の世界（競争、争い）でいきろというの

と、金持ちのボンボンが親に買ってもらったバイクを盗むのとどちらが、罪が

重いだろうか。私は神からすればどちらも悪なのであろう。そして１５の少年

が家出の計画をたて罪の意識を持ちながら自由を求めなければならない現代社

会、利便さと引き換えに失ったものはかなり大きいのではないかと思うのであ
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る。 

統一教会にいた男がいた。ローソンをやっていたとき来店し少し口もとを歪め

ながら笑みを浮かべ「そこのセーブオンつぶれたよ」と罪悪感を持つことを促

すように言った。 

つまりさっきから私が言っている鬼の世界であろう。確かに一理ある、しかし

それを意識するかしないかで大きく違ってくる。私はなにもセーブオンをつぶ

そうと店を営業したわけではないからである。その男はこの世に居場所がなく

なり家とともに焼死した。 

私が言いたいのは心に自他の生存への不安とか罪の意識をもつより愛で満たす、

この方が大事だということである。そうすればインチキ宗教にだまされずへん

な壷などを売らなくてすむのである。 不良に走るのもいっしょでその根底に

あるのは孤独感、寂蓼感のような気がする。みんな認められたいのだなあ。で

もきっとどちらも真摯に自分と向き合った不器用な人間たちなのだろうと同情

したいのだけど、いずれにしろ安易に答えをだすのはどうもなあと思う自分が

いる。どうしてか、それは、そこから、人々に不安を植えつける新たな鬼が生ま

れてくる。そんな思いがどうしても払拭できないからである。 

 

真由子先生へ 

心理学、社会学的にはどうなのかはわからないですけど、私見を述べてみます。

［盗んだバイクで走り出す］、ご存じ尾崎の１５の夜のクライマックスだが、教

習所にも通わず、二輪車をあやつるとすれば９０ｃｃぐらいが精一杯だろ。中

には天才的な人物もいるだろうが、幼児のころから金持ちの親に仕込まれたエ

リート達だ。 

極悪な暴走族とは違い、結構シャイで真摯に自分に向き合うナイーブな感受性

の強い少年たちが曲からは思い浮かばれる。そういったかれらは［夜の校舎窓

ガラス壊して回った］（尾崎の卒業）のなかの少年たちと同じく自分の存在さえ

認めてもらえばきっといいのであろう。尾崎の曲により疑似体験することで救

われた子たちはたくさんいるだろう。彼がデビューしたことにより中学校の破

壊的な行為も収束、そして終息に向かっていった。金八先生の腐ったみかんた

ちの心を代弁することにより実際的な暴力は表だって、消えていったのである。 

私が思うにヤクザ映画、二時間ドラマ、俗悪と切り捨てるのではなく、何の代

弁なのか象徴なのかよく見極めることが大切である。世の中がみえ、大切なの

はなにかわかるものもあるだろう。こちらの視点である。 

いじめ把握１９万８０００件（全国で文部科学省２０１２年度、発表）読売新

聞の記事である、大津市の事件から意識が高まったからとあった。高まるも高

まらないもあるものはあるのである。いじめの内容は冷やかしからかいが１２

万件と一番多い。 
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やはりそこにあるのは意思の疎通であろう。指で涜腸のまねをされて怒るもの

と好かれていると思うもの大きな差がある。 

人生を喜劇とみるか悲劇とみるか。楽観的にいくか悲観的にいくか、深刻に考

えるか、スムーズに考えるか、学級会でよく検討したらと思うがおとなしいや

つは意見をいうどころか陰口もたたけないからなあ。とりあえずここをクリア

したらだいぶ風通しは良くなるみたいだ。とにかく思春期だからいろんな自意

識があるだろうし。大人は競争を煽りながら仲良くせよという、ライバルのよ

うな関係が一番いいのか。 

でもなあ。俺は何も考えず、楽しかったらよかったなあ。ギャグだけ考えて、そ

りゃ能天気だろう。俺や明石家さんまみたいなやつが誤解されるのだろうな。

いじめっ子として。 

あんまりいい答えが出ないけど、相手をみて尊重し、ここがむつかしい、邪険

に扱うことが思いやりということもある。あまり周りを気にしないで正しい要

求をしていくことが大切だろう。う～ん、本当なんかうまい方法がないですか、

先生教えて下さい。    

 

 

真由子先生へ 

自由には義務が付いてくる。世間ではそういう。それはちがうと思う。納税、労

働、教育の義務それは独立したものであり、本当に自由であるということとは

なんの関係もないことだ。その三大義務は否でも応でも社会に組み入れて行こ

うとするものであり、ひとの心の自由を疎外するものであるとも言える。 

ゲゲゲの鬼太郎のうたが入ってきたオバケにゃ、学校も試験も会社も仕事もな

んにもない。なぜかそれは、オバケは死なないからである。つまり死ななけれ

ば勉強したり働いたりしなくていいのである。死ぬというのは一時のことであ

る。死ぬまで生きているからつまり死という事実は感じることはないといった

哲学者がいた。私が言いたいのは死んだ状態のことである。まあそれはさてお

き一時のことのためになぜ人はあくせくするのか。つまり生きる意味が間題な

のだ。生きるために衣食住があるので、衣食住のために生きるのではないのだ。

なぜ生きる。生まれたから仕方なく。そうなのだろうなあ。欲望が小さくなれ

ば、生への執着も薄れてくる。だが世間は義務だから働けという。結果真実に

気づいた勇者たちは路上生活者となる。自死に走るものもいる。人間は必ず死

ぬからだ。 

縁起でもないというやつもいる。そういうやつらはいくじなしで正面から死を

とらえられない。結婚も出産も本能のままに行いだれも真剣に考えない。２０

代でなにがし、３０代でなにがし、レールから逸脱できない。 そして定年と

ともに年賀状の減り様に唖然とする。そういった人たちはなにが自分の本音な
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のかも分からなくなってしまっている。ただ人が美味いというものを食い。適

当なときに適当な人と結婚し、みんなが感じるようなストレスを感じ、人に恥

ずかしくない病気にかかり、かけてきた分損しないぶんの年金をもらい、楽に

死んで行くことを願う。あっ忘れていた退職金もあったね。 

ひとと比較し波風たてずにその場はしのぎ、腹のなかでは計算し嫉妬と羨望を

回避しながら周りを見て膨らんだ欲望を小出しにする。家、車、衣装、ゴルフ、

病気自慢。クソくらえ。だれも愛、善、美について語ろうともしない。 

死んだ友人が夢に出てきた、俺は言った異人となった感想はと、感謝がなくな

ったといった。寅さんと三船敏郎が好きでよく、馬鹿っぱなしをした仲だ。俺

に説教かと思ったが死んだら人と支え合う必要がなくなったといいたかったの

だと目覚めてから思った。どちらがいいだろう。支え合いながら生きてく人生

と、孤高をたもつ生と死と、とりあえず感謝は忘れずにおこう。 

 

 

真由子先生へ 

少し不良少年たちの肩をもちすぎたであろうか。新聞で学級崩壊から自殺した

女先生のことを知った。規則で縛るのではなく、自らの愛によってＴＰＯをわ

きまえさせる必要があった。しかし彼女の教師への理想像とは。公務員の待遇

に憧れてか。そんな了見なら子供たちが可哀相だ。バカガキと恨んでいたので

は。教師として問題児の想定は必定である。自己優先の高慢からは何も生まれ

ない。教師は労働者の意識から離れ愛を持たねば務めることは出来ないだろう。

愛がすべてである。ご冥福を祈ります。プライドの所在はハッキリさせないと。

温かい人格にそれは宿る。 

５、６年生のとき受け持ちだった大学出たての女先生がいた。彼女も学級崩壊

を経験し涙を流し強くなり理想を捨て現実に向き合い正常な学習空間をつくる

ことができた。相手の機根を知り仏性を拝んでゆくことの大切さを見つけたの

だろう。 

ワルガキだった私だったが中学最初の学力テストで１００人中６番の成績をと

ることになった。だがやはり相性である、担任で英語を受け持つ先生と折り合

いが合わず授業中も悪友と大声で馬鹿話をしていた。中間テストは英語０点の

７６番に下がっていた。通知表は１０段階の１をつけられ英語の成績は惨憺た

るものとなった。それを笑った奴と殴り合いの喧嘩となった。まさに自然児で

ある。テスト中にはクラスメートを椰楡した替え歌を高らかに歌っていた。隣

組の番格をボコボコに殴り己を誇示した数学の先生は不思議に私には［おまえ

を見ていると楽しくなる］と笑っていた。なぜだろうか。私には規則も道徳も

優劣はもとより善悪すらも意に介さなくなる、なにか特別なものがあったのだ

ろう。水滸伝に魅了されていた。 
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２年から持ってもらった国語の先生は特別、親身になってくれ、私は演劇の主

役を何度も依頼されていた。泥棒の親分の役は断ったが、結局学校の新築記念

にペテン師の役をやらされることになった。当時はなぜ俺がと思ったが演出ま

で手がけ、その立場だった優等生の女の子を泣かすことになった。先生は吉本

新喜劇のようになるのも想定していたのだろうか。楽しかった。 

私の成績はまた下がり８３番となった。みんな競争なんか意識してなかった。

帰りに（ごんにょんさ）というよろず屋でサイダーを飲んで相手を笑わせては

噴き出し合っていた。自由だった。英語の先生には１２年前のクラス会でお詫

び申しあげたが、その時ウツ病に悩んでいるという話をされた。こんな時と場

にというやつもいたが、正直なひとだったのであろう、悪いことしたなあ、反

省も、恥じ入り行なう、私です、現在、本当に人のこころを見つめるというのは

難しい。だから罪障消滅、南無妙法蓮華経を唱題するのです。 

 

真由子先生へ 

世俗的な意味での成功、不成功だけが唯一の絶対価値だと考えずそこに執着し

ない。さすれば弱者への優しさや慈愛がうまれ、なによりこころが自由になれ

る。 

その通りである。しかし俗世に対する自らの謙虚さと想像力とを兼ね備えてい

ないと。自分の妄信する価値観だけを押し付ける、とんだ宗教者がはびこるの

だ。聖俗、価値あるものはいずれでも光り輝く。愛である。それしかない。 

厚顔無恥で他人の幸、不幸、心中も察し切れない。すべては縁起ではあるが、ど

こか冷酷になってはいけないのだ。ある人間の誹謗となりました。 今日は青

空だ。 

そんな話はやめよう。最近聖霊の力が薄れてきたが、こんどはストレスや危機

がせまったとき、頭痛に似た不快な様相を呈して啓示してくれるようになった。

本当にありがたいことだ。私は守られている。けっして万能感にひたっている

訳ではなく信じているのである。神を、イエスを、南無妙法蓮華経を。 

記憶も必要なことは頭に残りどうでもいいことは忘れてしまう。これもすべて

神仏の計らい。ボケても、狂っても自己は残っている。認知症の人なんかは怖

いだろうな。 

仏道を一生懸命もとめるより思いやりを深めて行くほうがいいと思うときがあ

る。 

それが利他、つまり大乗の精神だからである。［俺はこんなに頑張っているのに

頑張っていないやつはけしからん］と慢心するほうが怖いのだ。 

［ありがたい今日もこんなに怠けさせてもらえる］そう感謝しなければいけな

い。 

ただしこれは真面目に忠勤に励んだ人への言葉だろう。 



 

 

53 

でも難しいな。金とか様々な事情が絡んでくるから。目の前の人、やるべきこ

とを、なるべく大切にする他ないであろう。忠勤という言葉にアレルギーを感

じる人もいるだろう。つまり神仏への忠義が大切。 

［いま、自分、ここ］、これで道元は禅が解ったそうです。 

つまり自分の道を歩いていく口笛を吹いてあせらずに。 

先生ごめんなさい、えらく教訓めいて、聡明な先生には釈迦に説法でしたね。 

ただ我が心中を知って頂きたくて。いつもありがとうございます。 

母もいい先生だと喜んでいます。これからもよろしくお願いいたします。 

お体にはくれぐれもご自愛くださいませ。 

 

真由子先生へ 

今朝の読売のコラムにいい言葉が書いてあった。堀口大学の詩である。［ひとは

分をわきまえ気楽に生きるのが一番良い。そねみは自分だけを傷つけるもので

ある。］そねみとねたみの違いを辞書で引いてみた。そうするとそねみは自分よ

りすぐれたものをうらむ、憎む心とあった。ねたみはそれに他人の幸運が含ま

れてくるそうだ。 

もうひとつの悪意にひがみがある。相手の出方を実際より悪くとり、ものごと

を素直にとらない。もしかしたらこれは私もあてはまるかもしれない。とりあ

えずあまりよくない感情らしい。 

イチロー選手がいる。私はどうもというかなんとも思わない。好きな野球をし

て何十億稼ごうとも。だいたい投げた球を遠くまですりこぎみたいな棒で打っ

て飛ばすやつが偉いという価値観が理解出来ないのである。 

そんなことよりからだの不自由なお年寄りのお世話を一月十何万円の対価で働

くこの世の聖人たちのほうが立派であろう。どちらがいなくなれば困るだろう

か。反語ではなく正論である。競争の果てに一番をとる、そんな世界が素晴ら

しいのか。 

だが介護の現場でもそんな世界が現出している、変な根性論と弱いものいじめ、

猜疑心。しかしそこから誕生する崇高で高潔な鍛えられた精神がその相手とな

る人々へ深い思いやりとなり温かく寄与していくことを私は心から願うのであ

る。 

話はとぶがアメイジンググレース。かつて奴隷船の持ち主か船長だったか．罪

悪感と後悔と俄悔のなかで牧師になった男がつくった讃美歌だ。神の道を歩む

か政治家になるかウェルバーフォースは彼に会う。ウェルバーは戦うことを決

意する。持病の大腸炎を阿片でごまかしながら．そしてそれすらもクリアでい

るために拒否し激痛にたえながら議会に立つ。仲間を得、ついに奴隷船廃止法

案を通すことに成功する。ここに残虐で非道な奴隷制度に大きなくさびを打つ

ことができたのである。ナポレオンは暴力で支配をしようとして一日も眠れな
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い、ウェルバーは解放し家族の元へ帰り安眠する、そう議会は讃えた。 

だが今本当に奴隷は消えたのだろうか。賃金奴隷と呼ぶか、入よりも企業の利

益の方が優先されるのが当たり前とされる。とんでもない話である、拝金主義

に染まった悪党の威を借る狐たちが大勢いるのである。何度でも言う大切なの

は金ではなく愛である。そう愛である。 

 

 

真由子先生へ 

無心とは、心に敵をとどめぬことをいう。心にとどめれば敵は大きくなり、心

にとどめなければ敵はいない。つまり自らの愛ある生活を邪魔するすべてのも

の仏だろうと悪魔だろうと心にとどめてはいけない。また心で感受するものに、

喜怒哀楽があるが自然の法則に従い。喜ぶときは喜び、怒るときは怒る。そし

て執着しない。その基軸となる良心が必要であり、それは思いやりであり慈悲

である。そして南無妙法蓮華経。それを神は喜ばれるのである。 

自由に生きたいという素直な気持ちに従った。そのため自分のえらんだ境遇に

不平不満を抱くことなく受容することができた。 

バラモンが収穫で忙しいとき釈尊が托鉢にまいられた。働かざるもの食うべか

らず、と釈尊にもうした。釈尊は［信仰という種をまき精進という耕作をし、安

楽という収穫を得る］という趣旨を詩に託して答えられた。バラモンは感激し

て布施をしようとしたが釈尊は受け取られなかった。それは詩作という行為へ

の代価として、ものをうけとることはできないということだった。ここに意味

がある。説法は説法、布施は布施。勿論つながっていないとは言わない。だがギ

ブアンドテイクの関係ではないのだ。釈尊は仏陀である。この世に存在してい

ただいているのである。バラモンは働ける身を感謝しなければいけなかったの

である。それにバラモンといえば祭祀を扱うのが仕事。苦役と縁は遠いだろう。

下で働く人のことを慮っていたのか懸念される。  今日そこらへんを勘違い

し、金銭にはしる売僧がゴロゴロしているのである。 世の中には働きたくて

も働けない人はたくさんいる。すべて宿縁、業縁である。だいぶ寒くなってき

た、主体性を大事にしていきたい。 

へんな自我ではなく自己を大切に。また教訓めいてしまった。  ごめんなさ

い。愛しています、ずっと。   

 

真由子先生へ 

一年程前だったか、北海道だったろう。雪の中、軽トラが立ち往生して漁師の

父親が９歳になる娘を抱いて一晩、そして凍え死んだ。娘は幸い助かった。読

売新聞が特集を組んでいた。悲惨な事件、美談。少しでも波が荒れると漁には

出なかった。臆病、ちがう慎重なのであろう。私の母はダラじゃないがかねえ
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と切り捨てた。なんでそんな雪の中をと、しかし人間はそういう場合に遭遇す

るときというものはあるものだ。 

私が言いたいのはこの父親ほど幸福な死に方をした人物を私は知らないという

ことだ。 

愛する娘を抱き締め、子守歌にきかせていたサッチャンをもじりナッチャンは

ねと繰り返し歌い続け、互いの鼓動を感じ、娘は父の大きな胸と愛の中で静か

に眠ろうとするがその父の消え行く鼓動を静かに意識している。娘にはこれか

ら生きていく上で負担になるのではという輩もいるようだが、確実に娘は親孝

行したのである。 

憎らしい義父が交通事故で死んだとニコニコ顔で話す嫁とか、何年も音信不通

の親は認知症にかかりゴミ屋敷にひとり。体中管を刺され物質のように扱われ

る末期患者。精神を患い親の死に目にもあえず葬儀にも出席させてもらえない

アダルトチルドレン。そんなそれぞれに訳のある親子関係の巾でナッチャンの

お父さんは至高の死を迎えたのだと思うのである。確か彼は私と同じ年齢だっ

たと思う。お疲れさま。良かったね。 

母はいつもいう祖母が［石川五エ門でも煮えくりかえる釜の中、抱えあげてい

た息子を最後は足もとで踏みつけた。親にも限界があると］語ったと。私はそ

の中に彼女たち親子の、情というものに対する執念のようなものを感じるので

ある。 

松尾芭蕉のこんな逸話がある。彼が川の側を歩いていくと捨て子と思われる２

～３歳位の女の子が泣いている。［泣け、自分のさだめを思い、泣け」芭蕉はた

しか恨めとは言わなかった。そしてそこを立ち去る。彼の胸中は察して余りあ

る。だがどこか鎮静していたであろうか。いややはり辛かったろう。当時は口

減らし、身売り、奉公、捨て子ゴロゴロしていた。最近では震災で子を亡くし生

き残った親たち、そんな世を生きて行くには宗教が不可欠なのである。 

白隠禅師から印可を受けた、おさつ、婆がいる。孫娘が亡くなってワーワー泣

く、それではせっかくの印可の意味はないと人は言った。おさつは、言った「お

まえらの流す涙とはちがう。わしのは真珠の涙や」そうである諸行無常、ひと

は死ぬ。だが悲しくなくなるのが仏教ではないのだ。悲しい時は泣く、それで

いいのである。 

仏様がみなよきに計らってくださるのだ。南無妙法蓮華経 南無妙法蓮華経 

そして南無妙法蓮蓮華経 

 

真由子先生へ 

おひさしぶりです。先生はいかがおすごしになられましたか。この正月、私の

胸中はあなた様のことでいっぱいでした。 

年末に私の原稿をお渡ししようといたしますと［読んでないのがまだあるのに］
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とおっしゃったときはどういう意味か少し考えました。このような厳しいお言

葉を先生からお受けするのは正気に戻ってからは初めてのことだったからです。

母はいつもご負担になるのではとお聞きしたら病状を知る上で大変興味深いと

いうご返事が反ってくるよと話していました。なぜだろう、当人として感謝の

言葉が足りないと思われたのか、はたまたそうして私の忍耐の強度を試された

のか。いや確かに量は多かったですね。申しわけありません。気をつけます。ご

ゆっくりで結構です。心読していただけたら有難いです。真摯なものを、ドラ

マツルギーを大切にして喜んでいただこうと誓い、いい加減な気持ちで表した

ものはひとつとしてございません。ご厚情にて好意的にご批判賜りたく希求い

たしております。推察すると原稿になにか反発、嫌悪すべきことが記されてい

たからか。私に思い浮かんだのは２点あります。先生をゲシュタボの女看守に

譬えたこと、それとブスブスと聴こえてくる太めの女性のはなし、もう一点あ

ります、人間の営み、心中がなにものかに注察されているというものです。 

先生、覚えていらっしゃいますか。私がソウ気味になり薬を拒否したときのこ

とを。私は医者です。ならば注射をうちます、社会復帰をするためですと端然

としておっしゃいました。その後ジプレキサの効果があまりなかったのに黙っ

て飲んでいてくれたと切なく感謝してくださいましたね。医者の象徴とも言え

る白衣は圧力と冷たさをもたらす場合があります。でも多くの人はやはり安心

感と優しさを感じとるに違いありません。 

耳の不自由な男子がいましたね。先生は前かがみになってその筆記にこたえて

おられました。この方はお心の温かい人なのだなあ。後ろ姿の半袖からみえる

二の腕の白さが瞳に焼きつきました。そしてその瞬間をむかえます。先生が病

室にこられなかったので、眼前にうごめくアメーバー状のものについてお尋ね

いたそうと思い、スタッフルームに顔を入れて先生の御名をお呼びすると、す

ぐさまパソコンの操作の御手を止められ、小走りに近づいてこられました。そ

して行儀の悪い私の眼を覗きこまれたのです。私は稲妻にうたれ、心に雷鳴が

轟くようにつまり恋に落ちたのです。尊敬とかそんなことでない［可愛い］素

直にそう思えました。この恋は違う。生涯、何度もあるものじゃないと固く信

じました。以上が悪魔から生まれ変わったと聖書にあったとする現証です。 

幻聴がある女の人の場合ですが、誰かに恋をして夢中になり、［誰かに取られる

くらいならあなたを殺していいですか］と、歌にもあるような女の強い情念を

持つこともひとつの扉を破るエネルギー源になるのではないかと思ったのです。

（ストーカーはまずいですけど）勿論、女性に対しての一般論ではありません。

対機的に、そのとき、場所、場合、ひとりひとりの性格をも十分に考慮しなけれ

ばならないと思います。私は彼女が自分を束縛している家にまつわる道徳観念

から解放され、素直に自信をもって男性にアタックするという行動に踏み出す

べきだと思うのです。人の好みは千差万別です。恋愛に限らず、ジェンダーを
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問わず愛する人をたくさんつくり、そして静かに微笑みを浮かべるべきです。

幸福は近いと思います。心が思いやりで深くなるからです。大切なのは真実の

愛です。 

確かになにものかに注察されているというのは気分が悪い。いやそれだけで済

まぬことかもしれぬ、不気味なことです。でもこう考えればどうでしょう。お

天道様は、お見通しと昔の人はよく言ったものですね。それは自分の心の美し

さと善意をすべてご存知な方がいるというだけで楽しく、嬉しくなるというこ

とではないでしょうか。そうすると孤独からさえも逃れることができるかもし

れません。また懺悔もできます。謙虚になり、神の御守護を受け安心へとつな

がってまいります。いいことばかりです。だから他人の評価よりも、自らの中

の神仏と天の神との感応を、信じ愛をもって生きていくことはとても大切だと

思います。南無妙法蓮華経ただ南無妙法蓮華経 

先生と問診のとき、どう会話をしてよいか分かりません。うかつに恋の話題を

もちだし否定でもされて場の雰囲気や心の状態が悪化してもいけない、だから

慎重になる。いや違います、私の調子なんかどうでもいいんです。なるように

なるだけです。しかし、お答えをいただくのは確かに怖いことなのです。うま

く説明できず、私も辛いところです。 

先生は公人でいらっしゃいますか。私にはよくわからないのですが個人的に友

人になってはいけないのでしょうか。日曜日にデートして会話をかわせば３０

分以内、５０００円お支払いしなければなりませんか。それでも私は嬉しいで

すけど。私がたどり着きたいのは一点だけなのです。［愛を受け入れ、ただそば

に居てほしい］。少し妄想気味でしょうか。やはり恋はお医者様でも草津の湯で

も治らないのですね。 

しかしお互いの立場が悪くなり主治医を代わる、ということだけは絶対に避け

たいです。私は先生に大恩があります。そして私は決意しました。神は花占い

のようなことをくり返す私の覚悟のなさを、はがゆく静観していたのでしょう。

今日やっと神と先生への愛が両立することができるという自覚と自信が生まれ

ました。私は先生の個人情報はまったく何も知りません。でも私には人間を観

る眼はあると思います。それで十分です。私と結婚して得することはありませ

ん。強いていえば手がかからないということ、誠実義務を果たし約束は守ると

いうことです。でもこれにて確実に幸福になれると思います。愛しています。

一緒に自由と愛ある結婚、生活を求めていきませんか。 

年頭に我が身の置かれた立場すらわすれ恋文をしたためる、この馬鹿を哀れと

思しめされるなら、どうかこのプロポーズお受け下さるよう平にお願い申し上

げます。 

そしていい知らせにはならない先生のお心もちならば私も男です。こらえると

ころはこらえますから、忌憚なくお気持ちが向かわれたときお話しくださいま
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せ。では寒い時期が続きます。街の片隅より大きな愛でお健やかなることをお

祈りいたしております。では――――美しく聡明な真由子先生、あれからずー

と好きでした。宇宙－ 

 

真由子先生へ 

母の感動秘話みたいのは抵抗あってあまり好きではないのでありますが、観音

様のありがたい話なので紹介します。祖父がどこかで手に入れてきた観音様の

座像が床の間にかざってあります。 

祖父、父、祖母が相次いで亡くなり、さすがの母も心細くなりました。 

夢のなか母は切り立った、深く峻厳な谷に、まだ幼い姿の妹と私を連れて立た

されます。彼女は祈りました。「私はどうなってもかまいません。どうかこのふ

たりだけは通して下さい」すると細い一本の道が谷にかかります。そしてその

先には緑の観音様の下半身だけが現れたそうです。 

よく宗教は弱い人間がやるものだという人がいます。強いとか弱いとかはどこ

で判断するのでしょう。死ぬのが怖くない。これは畏怖を知らないただの馬鹿

である。人を思いやる気持ちを持たずに踏み台にさえできる、これが強い人だ

ろうか。本当に強い人とは真正面に自分の弱さと向き合い自分の情けなさを痛

いほど知らされ神仏へすべて委ねることができる人間ではないだろうか。 

優しい顔、柔和な心、愛情ある言葉で人に接する、これが自然にできれば観音

様である。なぜ観音様は母の夢のなかで全身を見せられなかったのであろう。

それは大事なのは偶像崇拝ではなくあくまで信仰心によって義とされるからで

ある。母の信仰とわが子に対する想いのおかげで観音様が家族を守って下さっ

たのである。そして感謝する。 

ここには強いとか弱いとかいう変な自意識に基づく価値観はなく、ただ素直な

気持ちがあるだけである。 

だが折角、谷の向こう側に達した私は無名の私立大学に遊学し母に散財をかけ、

返しもできず、今日を迎えている。親不孝だろうな、この世では。 

話は変わるが私の家系は枝葉ではあるが南北朝時代に京の都からはるばる法華

宗を広めるためお坊様と一緒にこの地へやってきた武士だったそうである。侍

をやめ百姓になるのだが、そのおかげで私も生を受けることができた。葛藤も

あったろう。しかし戦に負け腹をきるというのもばかばかしいことである。 

だがこの因縁から私の使命ははっきりした。南無妙法蓮華経の道、その道をひ

たすら歩むことであるということが。 

 

 

真由子先生へ 

捨て猫が泣いている。私はどうしたらいい。眠れない、Satanの仕業か。この寒
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空に、かわいそうに私がどうするか見たいのか。芭蕉のように静かに無視する

か。まてよ。缶詰めみたいな高級なものでなくても、おかかと煮干しでならう

ちでも飼えるのではないか。しかし哀れである。 

聖書を開くとひたすら神を愛せよ、隣人を愛せよ、それは犠牲や祭りより神の

望むところだと示された。いまの場合の隣人とは。朝６時。一睡もできなかっ

た。一階に降りていき母に告げた。「飼おう」母は向こうからきたのだから縁が

あるがやと嬉しそうに牛乳とめしを用意して家の裏に置いた。 

南無妙法蓮華経を唱えたが流すことはできなかった。やはり目の前で苦しむも

のに酷薄に相対することは神仏の望まれないことなのだ。餌付けがうまくいく

といい。自己満足ではない。人としてただ心中の神に従っただけのこと。 

そして私は気づいた。母がかつて夢のなかで「私はどうなってもかまいません

この子らふたりを通して下さい」崖のふちで祈ると観音様が細い道を渡して下

さった、そして母が「我ら３人をお助けください。そしてあとからくる入みん

な助けてあげてください」と祈っていたら崖そのものがなくなりお花畑になっ

ていたのではないかと。 

聖書に記されているように犠牲はもういいのである。素直になり愛を分かち合

う、相手のことを思いやる。そんなことを神仏は喜ばれるのである。私もどこ

か自分に固執していたのかもしれない、正か邪か善か悪かと。悪ならば悪でい

いではないか。私を悩乱させるために Satan が子猫を用意したとしても、寒空

の深夜、泣き続ける命をどうして無視することができようか。こんな慈悲、慈

愛のこころが世界に平和をもたらすと信じたい。 

シリアでは一万人の子供たちが殺された。その恐怖はいかほどのことだったろ

う。子を失った親たちの無念さと悲しみは察しても察し切れるものではない。 

私は無関心になっていた。どこかで自已弁護をしていた。自分の無力さに浸っ

ている場合ではないのかもしれない。 

 

シェフェンド河という１９６５年の映画の中で主演のジェームススチュアート

が息子を北軍の若い兵士に眼前で射殺される。聞くと行方不明になった末の子

と同じ１６歳だ、怒りをこらえながら彼はいう「結婚してたくさん子供をつく

れ、その中のだれかが殺されたとき私の気持ちが、無念さが分かるであろう」

と 

 

真由子先生へ 

タカシはいまあるショッピングモールでゴミ収集人の役割を果たしています。

彼が小学校２年の校内運動会のときのエピソードです。種目は５０だったか１

００だったか忘れましたがかけっこでした。ヨーイドンの合図と同時に彼は逆

方向に走りだしました。見守っていた先生はびっくりしてあわてふためき場内
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は爆笑のうずと化しました。彼は少し知能が低いとみんなは見ていました。で

も彼は誰からも好かれていました。いつも笑みを浮かべ私たちを幸せな気分に

させてくれたからです。だがこのときの彼の表情には悲しみが宿っていました。

なぜ逆に走ったのか。私には分かりませんでした。これは推測にすぎませんが

彼は辛かったのだと思います。何をやってもビリ、特技もない、そして失笑、今

度も白日のもとで恥をかく。私もかけっこは苦手でしたが、競争に対してのな

んら疑問など持っていませんでした。タカシは本当にいやだったのです、ひと

を比較し優劣をつけることが。今の彼には幼き日の微笑みはもうありません。

ただ静かな自信が備わった美しい相をしています。そして寡黙に日々の努めを

果たし生活しています。施設にいる弟のもとを訪ねるのがとても楽しみみたい

です。彼のような生き方を神仏はきっと温かく愛されるのだと思います。一番

だけが幸せって変だぞ。なあ。 

 

真由子先生へ 

ソチ、うちの飼い猫である。私の大嫌いなオリンピックの最中に野良猫として、

これまた私の安眠を破った件があって複雑な思いをこめてソチと命名した。少

し蛇足を加えるとオリンピックは嫌いだが真央ちゃんは好きである。なんとも

健気で人生を応援したくなる。だが滑っている姿は見る気がない。なぜかしん

どくなるもので無関心を保ち続けている。 

話を猫の方に戻すが、鳴き声にかどうかわからないが浅い眠りの夜が続いた。

あるまだ暗い午前５時ジャスト眼が開いた。一階に降りていくと、エサを置い

た場所から鳴き声が聞こえる。私はアルミサッシの戸を右手に流すようにあけ

カーテンを開いた。猫は後方へ逃げていた。しかし不思議だ。偶然は必然、戸を

少しあけて部屋を暗くし、私も猫から見て姿をくらませた。鳴く声が身近に感

じられた。廊下にきている。今度は部屋から出てそっとみていると猫はゆっく

り、決められていたかのように警戒心もなく入ってきたのである。私は近づい

たが、逃げる気配はまったくなかった。妹の嫁ぎ先から貰ってきていたキャッ

トフードを与え、水を器に入れた。メスであった。私と彼女はストーブの前で

ホテルの炊事場、パートに出ている母を待った。優しい時間が流れた。安心し

たようにししゃもの様になって長く寝そべる彼女、ソチ。母が帰宅した。びっ

くりしたようだったがこうなるのもどこかで予測していただろう。いつものこ

とで母はバタバタといろいろ準備をはじめた。病院にも連れていった。４ヵ月

のまだ子猫気分のぬけない女の子だった。今までどんな暮らしを送ってきたか

も、なにもかも謎である。下の躾はちゃんとなされている。そして人なつっこ

い、人間に格別に酷い目に遭ったことがないのかもしれない。でももしかした

らまた捨てられるのが怖くて愛想良くしているのかもしれない。だがその安心

した眼を閉じた表情には自分ながら「よかったなあ」といってやりたくなるの
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である。 

夜行性のソチは、昼夜逆転し母の熟睡を邪魔するので、発情期に違いないと決

めつけられ不妊の手術を受けることになった。そしていまさっき母とふたりで

彼女を引き取り、帰ってきたところだ。ショックだった。不妊手術とは子宮卵

巣摘出手術であった。確認などできなかった。ソチのお腹がいびつにへこんで

いた。「大丈夫かソチ」みんなでよってたかり、なにか彼女の生き物としての誇

りを奪ったような気がした。これは死ぬより辛いのではないのか。母親になる

ことができなくなった少女からやっと思春期をむかえた娘。誰が、なんの権利

があってこんな運命に。私もこんな感傷的になるとは想わなかったが、ただペ

ットが可愛いというよりは、この生命への理不尽さをソチに代わって怒りとし

て私を含めた誰かに訴えたかったのである。 

「ソチごめんよ」 

 

真由子先生へ 

釈尊は崇め奉るものではない。ただ周りの恋慕渇仰する気持ちが同時に尊崇の

念を生み出していったのである。だから説法のときも決して高い位置から偉そ

うに話しかけるということは絶対にされなかった。相手に合わせ解りやすく時

には比喩などをもちいながら受動的にその人に応じ良薬を与えるがごとく対機

説法を試みられたのである。 

釈尊はサトリをひらき仏陀（目覚めたもの）となった。中道を歩きはじめた彼

に対し「堕落した」と去っていった、いきさつのある、共に苦行をしていた五人

に会いに行く。「ゴータマよ、どうした」と話しかけられ釈尊は「私を仏陀と呼

ばねばならない」と穏やかに毅然と宣言された。その静かで自信に満ちている

お姿に５人はおごそかなものを感じ、話を聞くことにする。これが（初転法輪）

である。 

釈尊はなにも偉ぶりたくて言ったのではなく修行者たちへの深い慈しみの念が

あったのである。「真理をつかんだ。みんな聞いてくれ。これで幸せになれるぞ」。

だから仏陀となったという意味と事実を伝えたかっただけなのである。五人に

もそれを理解する力があったのであろう。 

釈尊は弟子たちをみな善知識、友人とよばれた。仏、法、僧は平等だからこそ尊

くお互い手を合わせられるのである。日蓮、イエス、神さえも同様の気持ちか

もしれない。仏陀は、数は少ないとは思うが偉そうな精神科医とはちがうので

ある。 

えせ坊主たちが組織のうちであぐらをかきその名誉欲、虚栄心によっておかし

くなっている。そして崇拝を形式的に強制しそののち信者を奴隷のようにマイ

ンドコントロールするのである。 

世間の悪辣な奴とは人の長所を過小評価して、人より劣っているとして短所を
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直させようと画策するものだ。そして自己否定させる。自分は自分であってい

いのだ。 

聖書のイエスは言う、自己推薦する。私を信じるもの、もうヘビ（邪教）やサソ

リ（組織）は手がだせない。そしてそれに感謝し、天に名がしるされていること

を喜びなさい。 

私とイエス、気が狂っているのなら神のため、確かならあなたがたのため、つ

まり私の言うことに耳を傾けてくれということである。世間はイエスを殺した。

私はどうするべきか、まあなりゆきだな。 

 

真由子先生へ 

またしても父について話をします。若い頃、それは、それはいい男でした。勝新

太郎と向井理を足して２で割った感じ、そういった感じです。しかしそのご時

世は世相も殺伐としていてヤクザまがいのチンピラがうろうろしていました。 

母と結婚します。父はナイフを携帯していました。それを見つけた母は、それ

は弱い人のすることだと諭しました。父はそれから蛮勇を慎みました。やがて

私が生まれます。父は本当に喜んだみたいです。毎日私の顔を見る為バスに乗

り病院に通いました。薩摩武士の血を引く祖母は「男がそんなことをしてはい

けない」と父を叱責したそうです。私は１２月１４日に生まれ赤穂義士にあや

かるようにと義人と名づけられました。 

妹がお腹にいる中、母は父の脳動脈瘤の手術のため付添います。手術の間、母

は病院の屋上にいました。「だれもこなかった」と寂しく語っていました。手術

は成功とも失敗とも言えませんでした。神経が集中している場所で処置が難し

かったのです。血管をクリップで止めてある。 

父は母に手術の前日「このまま帰るか」と洩らしたそうです。母が「そうする

か」とドイツ帰りの偉いお医者様がいろいろと準備されているのに頷いたそう

です。父は気を取り直し「苦労かける」と眼を閉じたそうです。頭部に大きな傷

痕が残った父。それからチンピラ共はそれを見ただけで逃げていったそうです。 

ジャブ、ストレート、アッパー、父はボクシングとプロレスが好きでした。私に

パンチの打ち方の手ほどきをしました。でも小学校低学年の喧嘩はいつもとっ

くみあいになるだけであまり役には立ちませんでした。 

国の威信、生活、名誉をかけ殴り合う。実は父は多分に選手たちに同情してい

たのです。人が傷つけ合うのを、口笛を鳴らして拍手をおくる、許されること

じゃありません。しかし観戦するひとがいなければ彼らはみもふたもない。母

は「親が観たら泣くじゃ」と勇み立つ私をいさめました。父はただ苛酷な人生

に挑んでいく気概だけは私に教えたかったのでしょう。父はプロ野球が嫌いで

した。それは私も同感になっていきます。勝ち負け、優勝といってもチーム内

では足のひっぱりあい、蹴落としあい、そんな世界は観たくもなかったからで
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す。 

彼は統合失調症になりアルコール依存へとすすんでゆきます。父は一度私の前

でのんだくれて失禁しました。ナゼダ、私は父が病に負け酒に逃げているのだ

と思いました。母も私にそう聞かせました。だがそれは確実に違っていました。

なんとかコンプレックスそんなものはどうでもいいです。父は私を本当に愛し

てくれていたのです。「義人、お前の父親はこんな駄目なやつだ。だからお前は

どんな情けない生き方をしてもいい。だけど人を踏み台にするようなさもしい

生き方だけはするな。思いやり、あわれみを忘れるな」そんな声がするのです。

私は本当に立派な父親を持ちました、過分であります。 

エゴを超え優しさと義を追求した果ての死でありました。座敷に横たわる父の

もとへひとり近所でうるさがたで嫌われているおじさんが来訪しました。父の

顔もみないで「死んだら終わりや、死んだら終わりや」と頬を真っ赤にしてむ

せび泣きました。 

どういう意味でしょうか。単純に死んだらみんなしまいやでということじゃな

いみたいです。欲得に走る人間たち。父のように生きたくても生きられない自

分。父の寂しさ、悲しさ、苦しみが解ったのでしょう。それもこれで終わりだと

いいたかったのです。 

父は私に勇気、愛、人の生き方を教えてくれました。父が他人の悪口を言うの

を聞いたことがありません。だいぶ父を美化しましたが、いままで生きてきた

なかでこれ程、善良なひとに出会ったことがありません。母も理解してきたみ

たいです。他人の悪口も減ってきました、でも父ほど幸せなひとはいないかも

しれません。今の自分が幸せだからそう言えるのです。 

 

 

真由子先生へ 

母に酷いことを言ったことがある。「親父を殺したくせに」。私が言いたかった

ことは病弱な彼が家から離れどういう暮らしが送れただろうか。二言目には「出

ていけ」という祖母に対し父に別居を促したのである。だが生来、自尊心が高

く優しい父に母が思惑にもっていた都会のパチンコ屋の住み込み働きなどは誰

がみても無理だったのである。 

母は戦災の焼け出されの中から生きてきた自負があり、人は努力すればみな成

功するという考え方に取りつかれていた。自分の家が焼失することが努力では

防げなかったことを忘れて。父は母と祖母の間に立って、相当苦しんだ。その

ことが私の冒頭の言葉となった。小さい頃は誰もが母親恋しだが、大人になっ

ていろいろわかって来ることがある。 

勧善懲悪な価値観を持つ祖母と少々我儘な母とは微かなことでもめた。だが母

のその底にある慈悲深さを祖母は信じていた。母に甘えていたと言えば言った
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にもなるが、末っ子で駄々児だった、母を祖母は鍛えていたのであるかもしれ

ない。 

祖父も父も祖母も良き最期を迎えた。人は生きてきたように死ぬという。私は

生への執着を強め、老いを受け入れるのを拒む母に安らかなる今後を望むので

ある。私と妹を育てるのに一生懸命だった母。家を建て、墓をたてた母。 

もし母が餓鬼道に落ちたのならそれは私のせいである。私も落ちなければなる

まい。釈尊は「餓鬼道にいる母を救うにはどうしたらよいですか」とたずねる

目連尊者にたくさんの仲間に供養してもらいなさいとおっしゃいます。つまり

自分のことだけ考えていてはいけない。自分の子のように他人の子も慈しみな

さいということである。 

最期を迎えようとする祖母は少し荒くなった呼吸の中から母に「ありがとう」

と言った。そして自室で私と妹が彼女の手を握りしめ、南無妙法蓮華経の唱題

が響きわたる。そのときウンと大きなためいきをつき安らかに果てたのだ。私

が見た人の最後はこの一回だけである。 

母は言っていた。父が小さな病院で亡くなったとき帰宅し、祖母に対し「申し

わけありませんでした」と手をついて謝ると祖母は何も言わなかったと。安心

したのかもしれない。母親とはしょうがないものだ。自分の手のうちでなんで

も終わらせようとする。子は子どんな情けない人生でも別々の人生を送って行

かなければならないのに。 

だが二人の息子に先立たれた祖母はきっと違うことも考えていたかもしれない。

日露戦争において自分の息子をなくした乃木希典のはなしを幼い私に何度も語

っていたからだ。祖母は大義に生きなければいけない男の生き方を教えるとと

もに祖母としての気持ち愛情の発露を現すのに苦悩していたのかもしれない。 

一度戸棚にあったお菓子を黙って食べたことがあった。祖母は包丁をもち私に

迫ってきた私は往来まで逃げたが、静かに近づいてきた。それで。その後、よく

覚えていない。異常であるきっと。 

だがある日幼なじみと－緒に三輪車で川に落ちたことがあった。私が「相手が

落ちそうになったから助けようとして自分も落ちた」と言うと目を細めて笑み

を浮かべ、びしょ濡れの私を着替えさせてくれた。 

こんなこともあった家庭科の裁縫が苦手で祖母に頼んだ。みると小物袋に縫い

つけられたアップリケはがたがただった。そこには偽善を嫌う祖母がいた。 

それから私は正直に生きることにした。そして私は覚えている父の遺体が帰還

したそのとき事実を確認したかのように泣いていた祖母の姿を。 

 

 

真由子先生へ 

私は多様な価値観のなかから疑りながら聖書の神を選択してほしいと思ってい
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る。そうでないとイエスの教えがなぜ大切なのかわからないからだ。やみくも

に信じるのは間違っている。自分の頭で考えない人がカルト宗教に走るのであ

る。 

これら書簡、みな基本的には恋文なのです。そのつもりでいてください。 

寺山修司はその幸福論のなかで、身の上話、思い出の故郷、そして将来の計画

の構想などは、性欲の最大の敵である。二人にとって、いちはやく精神の和合

を果たしさえすれば、その上肉体の和合など不必要だという分別が生まれてし

まうのであるといっている。 

しかしフロムは愛とは与えること、興昧、理解、知識、ユーモアあらゆる表現を

働きかけること。そして深まるのが本当の愛、成熟した大人の結合であると言

っている。 

性欲を劣情ととらえる。そんな人は確かに多いのではないだろうか。だが愛の

発展の結果成るものだと語る人もいる。また、ただ子孫を残すために行為があ

れば感情などはどうでもいいという人もいた。アウグスティヌスは悪を悪と知

って悦ぶ心、そんなこころを情欲（リピドー）呼んでいる。またこんな心は自力

では克服はできない。ただ心に神の善が満ちるときのみ悪による欠如を埋める

ことができると。南無妙法蓮華経。 

私もなぜか性欲と情欲の区別に迷う。そこにはいつも道徳律が漂っている。性

欲は善、情欲は悪。割り切れればいいであろう。だがすべてはまぼろしの中に

完結することである。姦淫の罪を犯したと、世の中には手淫一回で自殺した人

もいる。 

人間の性が文明や親に疎外されている。いや私の性かもしれない潔癖な母親、

道徳律から解放されるのはいつであろう。しかし世は（妊娠）、（病気）、（嫉妬に

代表される悪意、悪感情〉そういう危険に満ちあふれている。私は本当の愛に

達するとき、そのときは幸福であるように願っているのである。それもみな神

仏のはからいの中にあるみたいだ。 

卑怯な Satan も好条件なら神と取引したいと思っているのであろう。危険が迫

るとき試練のとき、神が助成を示唆してくれる。そこに気づくのが神の心に沿

うものだ。だが神は利に関しての駆け引きはせず、もとは天使であった Satanの

中に神性を見出したいのである。ただ人は優しく、賢く生きなければならない。

地震、暴風雨も、地球が創造されてから約束されていたといえる。自転があっ

て繰り広げられるエネルギーは重なり、そして天災は引き起こされるのである。

地球すなわちマクロでみれば人間中心ではなく、森羅万象、有象無象が平等に

ありそれをつき動かしているものが根本に存在しており、網の目のようになっ

た因縁からすべて生起してくるのである。［東日本大震災］もあった。悪人、善

人関係なしに死は平等に訪れる。だがもし善人ならばその死体は転がり破損し

崩れていようとも、その魂は美しいまま宙を飛び、風のように疾走してゆくこ
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とであろう。私は夢の中で幾度となく空を飛ぶ体験をした。それは、それは本

当に愉快だった。 

 

 

真由子先生へ 

なぜ私が他のニセ預言者のように地球滅亡とか人類破滅とかを言いたくないか

が解ってきた。イエスは感じていた。ただ人の世は悲しいことが多すぎると。

神の国が招来するという福音をかたらずにはおれなかった。神の国は在るとも

無いとも言えない。また来たともこないとも言えない。その人の心の美しさに

よって実感する人もいれば、また邪悪な心によって地獄をつくりだしているも

のもいる。邪悪とはすなわち人より得しよう、出し抜こうと考えることをいう。

この世は諸法無我である。網の目のように関係しあっている。善も悪も一見関

わらなくてはならないように見えるが、違う。私を信じて南無妙法蓮華経と唱

題すれば、愛別離苦、怨憎会苦というものが自然と消えて行く。つまり奇麗事

ではなく、そんな因縁を断ち切れるのだ。イエスに戻るが彼は言っている。こ

の世の終末は父しか知らない。だがイエスは強い聖霊につき動かされて神の国

の到来を告げて歩いた。それは頑迷なる罪人たちへの警告と訓戒の意味を込め

てのことだった。そして殺された。心の美しさを保つのは容易ではない。悪魔

は記憶を消しに回るし、生活苦の試練もあるだろう。また富、快楽により心を

煩わされる人もたくさん出てくるだろう。 

イエスはからし種の根づきによって譬えている。愛から離れる人、そういった

人たちはすべからく計算高く、わがままだ。日常の繁雑さに心奪われてもいけ

ない。静かに瞑想とまでいかないけど自分を見つめる時間は必要である。結局、

心に神が宿る人たちにとってこの世の終わりも審判も最早どうでもよい。生き

ることは苦痛から喜びに変化し、死ぬとしたら天国へ迎えられるからである。 

それはキリスト教徒だとか仏教信者だとかの問題ではなく極めて個人的なもの

でありこの世を明るく素直に温かく渡ったひとに授けられる特権なのである。

私は悪人に対しては聞く耳をもたない。またそういう本当の意味での罪人は私

の声は聞こえないだろう。 

ただ真に難しいが、回心に向かう人を神は大歓迎されるのである。 

 

真由子先生へ 

父はずっと私を侮辱から守ってくれていたのである。母に貞操の危機が迫ると

き、いつもなにかしら気分が悪くなったそうだ。父は生きているうちから嫉妬

深かった。自信が無かったからか。違う。私を傷つけたくなかったからである。

そして幼子が性に目覚める思春期に役割を果たし終えたように天使によりパラ

ダイスに導かれていったのである。 
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私はこの逆をやってしまった。父はどういうだろう。潔癖な母があり世間体を

守る為に初めて本格的につき合った女性に悲しい思いをさせてしまった。甲斐

バンドのブルーレターという曲があります。闇の中苦しみ続けました。その罪

滅ぼしに自己犠牲に生きることが矛盾しているようですが支えでした。神は十

字架につけられた愛子イエスを見殺しになさった。神に子殺しの罪はあるでし

ょうか。神も苦しみました。私の母が今少し開明的であったらと嘆く私は卑怯

者です。なぜなら母の慈悲深さは私が一番知っているからです。私がアルバイ

トをパブでしていた頃の写真があります。まるで悪魔のようです。でもこれは

因縁の中、母の貞節で意志が強く愛情深いそんな心に向き合うとき、この件は

母の前において割愛せねばならぬものだと信じていました。私が行った最大の

悪事である。今でもその罪の意識が私は苦しませ続けます。しかしイエスは復

活したのです。たとえ殺人者でも良心の呵責に苦しむ人々には暗い顔していて

もいいから素直に温かい心を取り戻してほしいと願っている。ただ私は今まで

に破瓜に及んだことは一度もなく、なぜならそこに強い責任を感じるからです。

自分勝手なポリシーですが仕方ないものでした。 

病気になってこの２５年間、心が不安定だったはじめ、ある人妻を抱いた後、

ＥＤは強くなり、それ以来、行為に及んだことはありません。感情も消極的で

した。私の本性は不器用で冷酷ということだろうか。いや違う、私には私の思

想がある。ただそれを大事にしなくてはならない。（自分のことを考慮せず人を

助けるとは偽善である）。だが非道に罰は当たる。肝に銘じる。 

南無妙法蓮華経 

南無妙法蓮華経 

南無妙法蓮華経 

 

真由子先生へ 

イエスは神のことを想っていた。ただ信仰を人々がアドヒアランス（自発的に

順守）してくれることを願っていた。そうすることが、人間が幸せになる絶対

的なものだとみんなに伝えたかったのだ。頑迷なユダヤの律法学者たちは選民

思想に基づき、こまごまとした規則をつくりそれをこなすことが神に対する務

めであるとした。祭りも生け贄も犠牲も本当に神は求めていない。ただ安楽に

お互いが尊重しあって生きていくことを望んでおられるのだ。イエスは民に対

し第一に神のことを思えといった。一方、神に対しては我が身がひたすらその

御心に沿うように祈られたが、また民への理解もお願いされた。板ばさみに立

たされたが彼は自分の務めを果たした。なぜイエスを裏切った弟子たちは後に

命をかけ布教に歩いたのであろう。それが一番の奇跡である。何度もいうが神

は真実、愛するものが一対になり添い遂げてほしいと思っておられるのだ。そ

うでなければ美しい心でいても姦淫という罠にはまり込んでしまうからだ。女
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性の人に言いたい。聖霊が降るよう、イエスへの感謝を大事にしてほしい。か

つてわずかの金のために苦界に身をおとした人がたくさんいたのだ。愛する人

のために身を清く保ってほしい。好きな人と一緒になれるこんな幸福な時代は

みんなの労苦でやっと生み出されたのだ。 

金、財産、みな幻である。そしていったん手にすればそれを失うことに心配し

やきもきすることになる。神とて人は裁きたくはないだろう。だがこの世は、

悪魔がはびこっている。どうしても罪を犯してしまうかもしれない。だから受

けた負債は許しますから私の与えた負債をお許しください。人の罪を定めませ

んから私の罪も定めないでくださいと寛容で愛に満ちた祈りが大切となってく

るのである。つまり信仰である。何度もいうが戒というのは決して人を奴隷の

ように縛るためにあるのではなく。人のあるべき姿が円滑にまた本当に慈しみ

に満ちたものになるように神が赤ん坊に乳をふくませるように与えてくれたも

のなのである。そしてまた生活も保証してくれるのだ。「聖書が嫌いだ。いつだ

れが書いた」という人がいた。この問いに対し良い答えが、ある本に記されて

いた。夏、冷たい水はうまいだろう。だが、誰が取ってきて成分は何が入ってい

て水温何度だった。そんなことより、うまいかうまくないかが問題だろう。私

は幸せになった。みんなにもと思うばかりである。 

 

真由子先生へ 

（宗教学者ひろ さちや先生への書簡です。少しお眼を拝借ざせて下さい） 

 

拝啓 

陽春の候、ご清栄のことと存じ奉ります。 

わたくし一介の田舎者なればごあいさつもまともに出来かねる所存にご

ざいます。 

文法、これで合っているのかなあ。 

ひろ 先生ごめんなさい。あまのじゃくな先生にどうアプローチすれば

記憶に残していただけるかなあといろいろ思いまして。私はこれでも先

生のご著書は、３０冊は購入して拝し、図書館ではご本を、片っ端から

読みひたりました。 

おかげで３度目、精神科に統合失調症で入院いたすことになりました。

心配しないでください。私はいま退院して喜びにあふれ静養中です。お

かげでと申しましたが、初めての発症のときは先生のことをまだ存じあ

げなくて仏教を道徳的にとらえ、周りを批判しながら、社会生活でも優

等生になろうとし（つまり出世がしたかったのではないか）こうした複

合観念があって人間関係に悩み病に至ったのです。 

そして先生の、がんばるな、いい加減、そのまんま、の教えが私の心を一
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変しました。職場の仲間を怠惰なやつと決めつけ、自分の勝手に作成し

た規範で裁いていました。特にレパートだったかパレートだったかいい

加減でごめんなさい、アリの２割は一生懸命働いて２割はサボッている

という法則の話がありましたね。それはすべて縁であると。眼からうろ

ことはこのことを言うのかくらいの感動を受けました。 

私は初めての職場で、徹底的に自らを犠牲とする、企業倫理をたたき込

まれました。その欺瞞のからくりを本物の宗教という観点から先生は粉

砕してくださったのです。本当にありがとうございました。私は自分を

とり戻したような気がいたしました。 

真面目になれ、優しくなれと教えられた教団ともお別れをいたしました。

先生のご著書と出会うきっかけになり法華経の修学に勤しんだ事実もあ

りましたが、何者であっても精神的奴隷にはなりたくないと思ったから

です。 

私は主体的に仏陀の教えに帰依し奉り、聖書、イエスを信じたいのです。 

そのあとまた啓示を受けたような再入院です。先生はよくご自分をうど

ん屋の釜にたとえられユウばかりですとおっしゃっていましたけど、私

は社会の中で実践してしまったのですね。 

サマセットモームの人間の絆の話も感銘を受けました。人生に意味がな

いからこそ厳しい運命にも対峙しても楽になれる。人間は自分らしく好

きに生きていい、これは凄い哲学です。ひきこもり、ニート、恋愛関係妄

想の寅さんみたいな私、これらある種気兼ねしながら、存在によって世

間を痛烈に批判している者たちにとって本当に朗報になりました。 

でもね、先生、認知症の話はちょっというと実情はちがいますよ。なに

も解らなくなるというよりは、快、不快も感じると思うし、どこか客観

する自分が残っています。私も病を得てそうでした。 

先生は法然上入の浄土宗を大切にされ南無阿弥陀仏の教えに傾注されて

いると思いますが、私の先祖は法華宗を広めるため京の都から日隆とい

う名のお坊様と共にこの地にやってきた武士だったそうです。 

ですから因縁からも日蓮大聖人を信じます。私が思うのは、彼は決して

仏の教えで人を金持ちにしてやろうなどと考えたのではなく南無妙法蓮

華経によって、その人ひとりひとりが仏の子として三世に渡る起承転結

を安楽に幸せになすことができるよう、勧められたのだと思います。 

親鸞上人は関東からわざわざ訪ねてきた信者たちに南都に行けとおっし

ゃった。命がけで来た彼らに対しあまりにも非情ではないでしょうか。 

日蓮大聖人は身延において訪ねてきた信者たちにたいし懇切丁寧に解説

し、みんなに文をしたためられた。そして供養される米、野菜に本当に

感謝されたのであります。先生も書かれていますよね。竜ノ口の法難の
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際の四条金吾の厚情にたいし、日蓮大聖人は彼が地獄にいるのなら、日

蓮も釈尊も地獄にあるだろうとおっしゃった。日蓮大聖人は心のあたた

かい方なのですね。 

私は宮澤賢治の気持ちがよく解るのです。確かに彼は周りが見えなくな

り献身的に農民に尽くし亡くなりますがそれは菩薩として幸せな最期を

迎えたのです。それは先生が一番ご存じだと思います。でも先生自分を

大事にするとはどういうことでしょう。信念に生きるということではな

いでしょうか。みんなが笑って暮らせる世界の現出には仏の教えが不可

欠だと思うのです。 

出世間する。それならば、狂う。あとは死ねばいいのです。 

先生がおっしゃるように仏教の原理は説かなくてはならないのです。仏

教の精神的高揚性が物心共にみんなの幸福につながるということ、私は

捨て切れないのです。 

そして私は一休が大嫌いなのです。後小松天皇のご落胤で生活の心配な

く淫欲にひたり老いてからも若い眼のみえない森女を好き勝手にもてあ

そぶ、禅がどうだ、公案がどうだ、風狂かなんか知らないがやっている

ことはエロ隠居といっしょです。私は真っ直ぐにみているだけです。私

の勉強不足か真面目すぎると言われそうですが坊主は坊主らしくしろと

いいたい。 

先生書きなぐりみたいな書簡になって申しわけありません。尊敬してお

ります。こんなにインスパイヤされたのは尾崎豊とひろ さちやだけ。

突然の手紙にて甚だ恐縮ではありますが、先生の寿命が尽きぬうちに私

の感謝とエールの気持ちをお伝えしたくてワープロを叩きました。自筆

のほうが失礼にあたらないのかなあとも思いましたが、私、乱筆極まり

ないので最近やっと慣れた文明の利器を使用致しました。先生本当にあ

りがとうございました。真の仏教は自分を大切にするもの。救われまし

た。そして大乗の教えとは皆で成仏するもの。南無妙法蓮華経。またお

便りするかもしれません。そのときは宜しくお願い申し上げます。ご高

齢にて、忙しいのではなく、スケジュールが過密な先生、どうかお体を

大切に。本当に幸福になりました。では。 

敬具 

 

追伸 だいぶ失礼な手紙だなあ、敬愛する大先生つかまえて 

 

 

真由子先生へ 

先生が大きな病院の御令嬢だと今日はじめて聞かされました。 
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私なぞが気安く求婚など口にするのもおこがましいかぎりでした。 

実はもうこんなことは止めようと思っていました。 

でも診察室の入口、新しく掛けられた名札のお写真があまりにもさびしそうに

みえたものですから。私のせいかそうでなくても、力づけてあげたいと思いま

した。 

問診中、私の本心を探るというと変ですが、見透かそうとする瞳に悲しくなり

ました。 

今まで差し上げた書簡ではいろいろな見方、価値観、それと悪意、そんなこん

なが、人間にはあるという一般論を申し上げた次第です。 

無論、私は神を愛し、隣人を愛することを是といたしております。 

病院をこれから経営されていくとしたら、それは大変なご苦労だと思います。

私、ひなびたこの一軒家さえ始末するとなれば大騒動になると思い息が苦しく

なります。 

先生どうかご自分を大切にされ和顔愛語でご活躍されることを願ってやみませ

ん。上から目線の文様だと御立腹されてもかまいません。それが先生の元気の

源になるのならば。どうやら私はまだ先生を愛しているみたいです。未練たら

しい情けない男とお笑いください。 

 

前略 

 

石田のお母さんへ 

 

この度は病を得られてご苦労されておられるとお察し申し上げます。 

堅苦しい挨拶はこのくらいにして、私が今思っていることを率直にお伝えいたしま

す。少し失礼だと感じられても、愛する真子、千華に免じてお許しください。表現、

これでいいかなあ。いきなりではあります。 

母から断片的に伝わってきたものからですが、お母さんは早くに亡くなったお子さ

んのことで大変、悲しい想いをされたと聞いております。だれにも解ってもらえな

いと辛い想いをされてこられたと。そんなことはありません。あの優しいお父さん

は確実に苦しんでおられます。辛すぎて言葉にできないのでしょう。こんなことは

ご夫婦の間のことで私がとやかく言わなくても互いにご理解されていることなのか

もしれません。 

釈尊ご在世のころキサ、ゴタミーという貧しい痩せこけた女性がいました。夫にも

死に別れ、最後に残った幼子も亡くなります。彼女は気がふれたようになり子供を

生き返してくれとさまよい歩きます。そしてお釈迦様と出会います。「だれも死人を

出したことのない家からけしの種をもらってきなさい。そうすればその子は生き返

る」それを信じた彼女は端から端まで家を訪ね歩きます。でも死人を出したことの
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ない家は一軒もありませんでした。彼女は、人はみんな死ぬ、諸行無常をさとり、

わが子を野辺に送り出しました。 

でもね、もうひとつ意味があります。死んだら価値がなくなるというのは大きな間

違いです。それは機能価値、商品価値に毒されたものの見方です。だからお母さん

は堂々と死んだ子の歳を数えればいいのです。いつまでも忘れないそれでいいので

す。そして、亡くなったお子さんはきっと願っているでしょう。お父さんとお母さ

んが和して楽しく生きていかれるのを。 

ヤスヒサさんは今、会社でも家でもリーダーシップをとらなければいけないという

立場に対しての責任感でいっぱいなのでしょう。痛切に感じておられると思います。

「ありがとうたのむちゃ」と一声かけてあげて下さい。真子、千華にも父親にねぎ

らいのお茶を一服しんずる、そんな思いやりをもった人になってほしいです。 

家族がうまくいく方法があります。南無阿弥陀仏の世界、お互い悪人同士だから許

し合う世界。死んだあと極楽浄土で幸せになろうというもの。 

南無妙法蓮華経、お互い善人だから感謝し合う世界。どちらが正しいとは申しませ

んが、私は後者を勧めます。諦めてはいけません。この世を寂光土（仏の世界）に

しなければなりません。よくないのは正しい人ばかりで自分の言い分ばかり通そう

とする、そうすると地獄がうまれます。 

聖書のなかにはイエスは火を投げ込みにきた、家族をバラバラにするため、火

がすでに燃えてればよかったとあります。これはどういうことかと。つまり真

実の愛の火種を投げ入れにきたと。日蓮が説くのと同じく、お互い慈しみあい、

思いやり、本当の愛に目覚め、善人同士として感謝しあう家族をつくらねばな

りません。そうすればお金やいろんな問題は解決し消えて行くはずです。私は

思います。富、名誉より愛が一番大切だと。誰も犠牲にならない個々が大切に

される家族、そして助け合う。 

人はだれでも生まれてから電車に乗っているようなものだと思います。そして

死ぬときは「どうもありがとうございました。私はこれにて失礼いたします。

ありがとう」と降ります。するとそこには、ほとけ号という超豪華な列車が待

っておりお浄土へと連れて行ってくれるのです。実はある浄土系の学者の受け

売りですが。（笑） 

この世を明るく素直に温かく生きたお母さんならお浄土で先に亡くなったお子

さんにも逢え、また成仏なさるでしょう。縁起でもないと叱らないで下さいね。

だれも生老病死は避けて通れぬものです。生まれたばかりの赤ん坊にもいえる

ことなのです。日々安らかにに楽しく暮らされることを願ってやみません。１

０年、２０年、３０年、命は続きます。寿命と病は別ものです。人の死期は神仏

の御心にあります。 

心おきなく良きことを心に描いて下さい。私からのお願いです。無理をしない

でまた元気なときは元気な笑顔をお見せください。お母さんの安らかなること
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を衷心より祈っております。もしかしたら大変失礼な文様だと思われるかもし

れませんがこれも親しみまぎれのこととお許し下されば本当に嬉しく感謝いた

します。また寄らせてくださいね。ソチも待っています。いつでも時間があれ

ば遊びに来て下さい。では――― 

 

草々 

 

義人 

 

平成２６年８月１７日ご逝去 

享年７８ 

こころよりご冥福をお祈りいたします 

 

 

Ｈ26年 （真由子先生に捧ぐ）から 
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（白くて紅い日々） 

1 

二十五年程以前のエピソードを振り返ります。 

マザーテレサにお聞きしたい。 

あなたは自己犠牲の精神により行動を起こされたのだと私は信じています。 

しかし、世の中には金儲けだけに興味を持ち、身の周りにその果実をはべらせ嬉々と

している奴もいる。あなたはそんな人達に怒りを覚えなかったのか。 

教えて欲しい。私の解釈は厳格だろうか。 

だれでも自分の労働の対価として得たお金で欲しかったものを買う、または夢の実現

に使う、これは許されるのではないだろうか、しかしたえず自分の欲望に身をまかせ

奉仕の心など露ほども持たぬ守銭奴では人間としてはやはり考え物だろう。 

巷にはたくさんいる輩だろうが存在する場所が悪かった。そこは老人病院という福祉

施設であり極めてヒューマンな精神が必要なところ、そうなのだ。本当はそうあらねば

ならぬ所なのだ。 

しかし介護法が施行される以前の実際は、モラルの低い、言い方は悪いかもしれぬ

が社会の底辺層が就労する機関としても位置づけられるお寒い現実があった。低賃

金、重労働、慢性的人手不足、働く人たちの心は荒廃し患者を含めはびこる弱いもの

いじめ。これに先程の変なプライドを持った守銭奴たちがからみあいそこはまるで魑

魅魍魎が跋扈する一大地獄絵の世界と化しているのである。 

その中で孤軍奮闘、己の持てるすべての力を尽くし、大きな波にぶつかり、法華経に

いう娑婆寂光土の現出へ、脅えながらも命を懸けたひとりの男がいたのであった。 

２ 

 

正面玄関に入ると左側、ガラス窓を挟んだ部屋が受付と事務室だった。丁度その仕

切り目に安物のソフアと机が置かれ、この一角が応接の場所であった。季節はまだ梅

雨とは呼べないが雨は落ちてこないまでの曇空、６月の半ばであった。 

男の名は横井隆。彼は俯き加減に首を落とし静かにその場に入っていった。彼は痛

いほど分かっていた。颯爽とした態度は生意気に見られあまり得ではないことを。 

彼自身はもともと明るい性格であった。しかし二度の離職を通じて心は寂蓼感でいっ

ぱいであった。 

一度目はプラスチック材料の商社。度重なる上司からの恫喝で心身共に萎縮し心は

不安感で満たされる毎日、世の中そうしたものならと大きな賭けにでたのが二度目の

仕事、コピーライターであった。 

ここも彼にとっては安住の地ではなくシビアな世界であり才能を疑問視され、僅か三

ヵ月で解雇されてしまったのである。 

このクビにされたという現実はその後ずっと尾をひくのであった。 

受付には三人の中年女性が座っていた。ひとりは隆に一瞥くれるとフンといった表情

で顔向きを変えた。もうひとりは顔見知りの女であった。 

病院は隆の住む町にあり彼の家の近所からも何人も勤めに来ていた。女は隆の家か

ら北側に道を挟んで三軒目の雑貨屋の嫁で若林富子といった。富子はニヤと笑った

がなにも言わなかった。彼女には苦い思い出があった。 
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ここで話は飛ぶがこの病院の理事長の名は谷 文昭といった。そしてその愛人といっ

ていいのか妾と呼ぶのが相応しいのか、利と欲で結びついているのがここの総婦長

山崎恵理子であった。 

恵理子はその立場が不安定だと思っているらしく権力に固執し、ときには残忍にそれ

を行使した。性質は嫉妬深く特に恋愛に始まる人間関係に対するそれは異常である

と言わねばならないだろう。 

それがあるためであろう、病院内の空気は極めて神経質なものであった。 

富子の嫌な記憶というのは、隆も知っている彼らの近所に住む桑野康子と言う女が数

年前、薬局に勤めに入って来たときのことであった。富子は愛想よく「やっこちゃん、来

たが」と同年輩の誼みからも声をかけ笑いあった。それを婦長が見ていた。「あんたら

ここは職場やぜ、井戸端会議はよそでやりなさいよ」富子はもともと気のいい女であっ

たがそれからは慎重になった。 

そのことが隆に向けられた笑みに意味付けられていた。それは近所の誼みはあるけ

ど表立ってなにする事もできない。だから早くこの空気を読んで自立して行きなさい、

でもそんなに甘くはないわよという激励とも、ある種の冷たさともとれるものであった。 

最初に隆に冷たい視線を送ったのは山辺美佐江といった。そしてもうひとり深川君

子、笑みを浮かべながら大胆なことを言う性癖を隆は後に知ることとなる。 

隆が入り口に俯き加減に立っていると、話が出来上がっていたのか富子が事務室の

方から頭の毛が薄くなった男と現れた。今日は隆の就職面接の日だった。 

男は事務長で笹山行雄といった。終始、赤ら顔で顎を引き上目づかいで目を合わせ

ない様子は信用出来ない不誠実さが漂っていた。 

 

彼は隆にシートに着席するよう促した。隆は一礼するとシートに腰を下ろした。笹山の

脳裏にあったのは公務員の給与に準じた最低賃金の給付を通達する機会の一点で

あった。隆はデザイン事務所を解雇されたばかりで消極的で自分に対する自信を喪

失していた。笹山の人物を見抜けず、依存的になっていた彼は「私はクビにされた男

です雇ってもらえればありがたいです」と自己宣伝が必要な企業社会では考えられな

いことを言っていた。 

しかしそれは笹山にとって渡りに船であった。隆が医療事務として雇用されることは決

まっていた。 

彼の母親と、遠縁にあたるボイラー技士の名貸しをしていた豊田善次郎との間に話

がおこり彼のコネで就職することになっていたのだった。 

落ちこんでいた隆に酒小売業を営んできた母親昭江は「酒屋があるから大丈夫、給

料が安くても、今度は言われたことさえしていればいいのだから愛友病院に事務とし

ていかれ」と励ました。 

笹山は「それは知らなかった」と軽く微笑むといっそう顎を引き、脇から一冊の手帳の

ようなものを隆の前に差し出した。それは公務員の給与体系に関するものであった。

笹山はその一番上に表してある数字をボールペンでなぞると「この金額になるがで

ね」と絞り出すようでためらいを振り払うように強い調子で捻った。 

隆はただ芝然と十万円にも満たない金額を眺めながら弱々しく「はい」と静かに頷い
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た。彼に不足は無かった。 

営業マン時代は貰う金はよかったが、その分着るものや食べるものに費用がかかっ

た。コピーライターの見習い時代はその名の通り見習いに相応しい低給料だった。 

彼は薄給に慣れていた。彼は金儲けを諦めていた。お金を軽蔑している節もあった。

それには父親を早くに亡くしたがひもじい思いもさせず大学まで行かせてくれた母親

があり、隆に金の苦労は見せなかったということは結果的に彼にとって金に対する有

り難みの欠落を招いたという皮肉があったのである。 

それだけではなかった。 

彼の父方の祖母は商売を営んでいるにも拘らず、自分は薩摩藩士の血を引くもの士

族の出身であると公言して憚らず商人を低く見ていた。隆の幼い頃、母親は勤めに

出ており彼は運悪くも、その祖母の思想とまではいかないが、片寄った考え方の中に

不用意にも曝されたのであった。三つ子の魂百まで。いつしか隆の中に、ボロは着て

いても心の錦、どんな花よりきれいだぜといった価値観、お金に対する不潔感が増殖

されていき、同時に質素、倹約を美徳とする、手前勝手な武士道めいたものに裏打ち

された自己本位な正義感が、彼の行動に現れるようになっていった。 

それは祖母が日夜繰り広げる狂態が原因でもあった。テレビに映し出される時代劇の

悪役に向かって「おまえが悪いんだ。こんちくしょう」と罵るのだ。一方的な裁き、勧善

徴悪な価値観、このことは少年の素の心にそのまま浸透していったのだ。 

彼は所謂いじめっ子になっていった。異質なもの、汚いもの、弱いものを嫌った。相手

を仲間外れにしたり、酷い言葉を浴びせたり、ときには叩いたりした、彼は当然のこと

をしていると考えその件についての罪悪感などは微塵もなかった。 

時がたち、そんな隆であったが幾度の就職で社会の厳しさも知り学生時代の自由奔

放さは表立っては姿を消し真面目でおとなしく従順で優しい人間になっていた。 

彼は彼を受け入れない世間を恨んでいた。また同時に自分の方に原因があるのでは

ないかと考える謙虚さを持っていたのも事実だ。すべてにつけて金儲けは彼に馴染ま

なかったのである。そのことは薄々彼も感じていた。 

そのことが福祉の道に進むことをよしとしていたのであった。でも人間とは本当に複雑

な生き物である。物事の善悪を問いながらもその基になる自らが覚束無い。ときにあ

らゆる価値観、感情を有している場合などは。隆もそういった人間だったのである。 

高邁な人格を目指し、未熟を憎み完璧を求めていた。だがそれが営利社会での評

価とは別に、道徳的に他人を批判し優劣を考えることにつながっていったのはまこと

に悲劇であった。 

彼は見方を変えれば非常に向上心が旺盛だったのである。そして大人、組織人とし

て目をつむり肯定しなければいけない部分を否定する方に回っていったのも狂気の

沙汰だったと言わねばなるまい。また彼は自分の自然な気持ち感情までも煩悩と疑

り、コントロールするとは聞こえがいいが圧殺し周りと合わせるようなことが度々あっ

た。そしてそのことに関して理解してもらえなかったり、厚かましく乗りかかってこられ

たりすると議論の余地もなく正当と信じた、怒りがメラメラ湧いてくるのであった。 

話が大きくとんだがここで隆の弱気のもとのところを知って頂きたかったのである。笹

山は隆の無抵抗さを訝しげに思いながら面接の終わりを告げた。 

３ 
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隆の家族について少し語ろう。 

昭江はたくましかった。病弱で晩年はアルコール依存症になっていた夫がいた。 

気位が高く弱みを見せないとする姑は二言目には「出ていけドスメロ」と彼女に罵声を

浴びせかけた。 

確かに昭江には勝ち気な所もあったが空襲の焼け出されの中、無から出発してきた

強さがあった。 

姑ハツの理想と違うとはいえ洋服店に勤めていた彼女は酒屋の嫁には適していた。

昭江も若かったのだろう。遠く鹿児島からだれも知るもののいない北陸の片田舎に移

住してきたハツの寂しさまでは受けきれなかったのだ。そして後にハツの昭江への仕

打ちは彼女流の昭江への大人としての教育だったと隆は確信する。実を結んだかは

今も判らない。 

ハツには二人の男子があったが一人は戦時中肺を患って亡くなっていた。そしてもう

ひとりが昭江の夫であり、隆の父親である強であった。強は優しい人であった。 

しかしいつ破裂するか分からない脳動脈瘤を抱えての生活は不安から解放されるこ

とはなく、酒に入り浸る毎日となり、ときに昭江に手を挙げた。 

外部からはそのように見えたが、なぜか昭江はそんな中であっても子供達には強の

悪口は絶対に言わなかった。酒を飲んでの醜態の意味は人間の業であり、本当は立

派な人であると言ってきかなかった。それは夫婦にしか分からない、彼の義侠心から

くる苦しみがあったのであろう。きちがい水を売って生きている自分、つらかったので

ある。 

家の中はいつも騒然とし子供達の教育や成長にとって良いわけはなかった。 

そんな中昭江は隆と妹になる夏美の二人を連れて婦人相談所にお世話になったこと

もあった。隆は小学二年生であったがそれがどういう意味を持っているのか十分には

理解出来なかった。 

ただ後に一緒に部屋にいた若い女の人がシンナー中毒だったことを知ってそこが一

種の駆け込み寺であるのを理解した。 

昭江は強情で短気なところはあったが、本当は気のいい亭主思いの女であった。再

三に渡る帰宅の促しに迷っていた昭江ではあったがハツからの申し入れに帰ることを

決断した。やはり病気の強を放って置くわけにはいかなかったのである。そして昭江

にも行くところはなかった。 

昭江の味方は家長の責任をなんとか果たそうとする舅の松次郎であった。神妙に昭

江に帰宅してくれるよう文をしたためたハツであったがその時になってみるともとの木

阿弥で不満足な表情は変わらなかった。周到なハツ、計算も見える。 

松次郎は病弱な我が子に尽くしてくれる昭江に心の中で詫びていた。三歳の時、隆

はネフローゼを患い家族に心労をかけている。その時もただひとり黙ってお金の工面

をしたのが松次郎だった。 

松次郎とハツは夫婦仲があまり良くなかった。共に再婚同士であった。松次郎は気位

の高いハツと優しく穏やかであった死別した前夫人アヤを悲しくも比べていた。 

アヤは松次郎が大阪の紡績工場に勤めていたころそこで働いていた女工であった。

苛酷な条件のもと体調を崩したアヤであった。「なにもたもたしとるんや」男衆が罵声
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を浴びせた。 

見兼ねた松次郎は「すんまへん、こいつなんや調子悪いみたいで」となかに入ろうとし

た瞬間「なにゆうてんねん」松次郎は右頬を殴られ、拍子に床に転倒した。「まつさ

ん」アヤが叫んだ「松、どないおもとるのや」松次郎は平伏し「すすすっすいません出

過ぎたことを……」「アヤちゃん本当に具合悪いんです。ほらこんなに熱が……」「な

んだと」覗き込もうとしたとき、それまで軽く咳込んでいたアヤが噴き出すように喀血し

た。男衆は顔面真っ赤に血が花のようにひろがると「わあ」と奇声をあげどこかへ逃げ

ていった。 

松次郎はアヤを妻とした。一年後アヤは逝った。 

松次郎はアヤの郷里、島根へ遺骨を納めた。傷心の松次郎であったが五年後上役

の勧めもあって料亭の仲居頭をしていたハツと再婚したのであった。 

ハツは鹿児島の士族の長女として生まれ、初婚は電気技師の男性であった。転任先

の樺太に付いていったものの寒さと孤独で一年もせずに半ばひとりで逃げかえってく

る形となってしまったのである。 

ハツは生前よくオットセイの話を隆に語って聞かせた。唯一楽しい思い出だったので

あろう。また鹿児島の民謡を唄ってはよく泣いていた。その情緒不安定さは隆に多大

な影響を与えていた。 

松次郎とハツはいつしか寝室も別々になっていた。 

そして松次郎が脳溢血でこの世を去り、強もあの世へ旅立ち、ハツは昭江、隆、夏美

の見守るなか自宅で最期を迎えた。 

五年の間に三人が逝った。ひとつの地獄は終わったのである。世の中は高度成長の

真っ只中であった。 

 

４ 

 

ちょっと嫌になってきた。本当に自己犠牲なんか必要なのだろうか。 

マザーテレサだってカトリック教会のバックボーンがあったわけだし。私はやはり勘違

いしていたと最近思うようになってきた。 

 

５ 

隆という人物を自分に見立てて拙い物語を著そうと思ったがここにきて何か違うとい

う気がしてきた。 

当初考えていたこの物語の筋と結末は怠惰と拝金主義がはびこる中、自己犠牲を本

分とした隆、しかしそれは片寄った正義感と精神論に裏打ちされており、個人を大切

にしたい労働者としての立場とは、哀しきかな、相入れることはできない矛盾したもの

であり、プライド、嫉妬、野望、恋、出世願望、打算、理想、意地、夢、策略、挫折、失

敗、効率性とパワーハラスメント、セクハラ、モラハラなどがない混ぜになって隆を取

り巻き、また出入りし、彼の道徳心と信仰心は軋みをあげ心配と恐怖といったストレス

になり妄想と散乱とが彼を錯乱に導いてゆくというプロットを三国志のようにダイナミッ

クな群像劇に仕上げてゆくという大がかりな構想だったのである。 

が、如何せん怠けぐせがつきどうしようという目的もはっきりしないのでモチベーション
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が持続しない現実があり、時間の経過とともに面倒臭くなってきたのである。 

しかし就く仕事ごとにダメ出しを食らい、いい意味での怒りが湧いてきた。寺島しのぶ

さんがベルリン映画祭で賞をとったことで一般に注目されたキャタピラーの若松孝二

監督とお話させて頂く機会があったのであるが(監督は記憶されていないかもしれな

い)創作の推進力の原点は怒り、憤りだと言っておられたがそのとおりだと思う。 

昨今どこの営利組織も自己犠牲など結構といいながらもドライに首切りを行いもっと非

人間的な自己犠牲を強いるという笑えない皮肉な様相になってきた。 

格差社会、影に埋没した派遣や非正規職員の問題、自殺者三万人の世界。ブラック

企業、ポエム産業。若者たちの貧困、自分さえよければいいのか。 

青臭いといわれても声を大にしていいたい。宮沢賢治は言った「世界のみんなが幸福

にならずに個人の幸福はない」と、道徳のくびき、就縛からようやく解き放たれた今、

真の信仰。 

競争はよくない。人々は助け合って生きるべきものだ。 

なにしろ平和とはそこからうまれるのではないだろうか。花粉症に苛まれている。とや

かく言う人もいる。そんなデリケートな人間かと、万事ことあるごとに指摘する類いの人

たちだ。 

以前は自分のことを思って注意してくれているのだなと感謝しなければいけないなど

と殊勝なことも考えてはみたが、なんのことはない当人の価値観の押付けか、相手を

引き下げて自分が上にあがろうとする、いやらしいみえすいた手段なのである。 

振り返ると隆に名を借りた私はある種、キリスト教の精神と呼ぶか、自己犠牲を誰もが

目指さなければいけない絶対的な価値観だと思い、人間のもつ欲望と悪意を混同し

て指摘し敵対する俗人を作りだしてきたこともいってみれば同様なことだったのであ

る。 

唯物論者のようだと嫌っていた人は、なんのことはない、生活をエンジョイすることを

目的とした、たあいない普通の小市民であり悪魔のような大悪人とは違っていたので

ある。 

ただ小市民の悪意ほどある面では醜悪で許しがたいものに見えることもあり、いじめ

がその際たるものであろう。嫉妬、ねたみに乗じた自己存在の顕示がある。 

過去を振り返ってみて自分の不注意、狭量から問題が起きたのだろうか。分析、批判

すると混乱し新たなストレスを生み出すという意見もあるが、大人の顔をしていじめの

ような人権にかかわる問題をやりすごすことはいまだに苦々しい思いがしてできかね

る。 

私はやはりものを書いたりなにかの媒体を通じてなにか発表したりするひとは真面目

でなければいけないと思う。あらゆるものに対し真摯でなければいけないと考える。 

それとなにか大きな力、神でも仏でもいいから畏敬の気持ちをもって信じていなけれ

ばいけないと思う。 

それは人の行動を縛ることを目的とする為ではなく、思いやりを持ってみんなの幸福

を求め造り出すことに貢献する為である。 

ただ自分が認められたいだけの文章には意味がないのである。 

作品としては虚構であってもリアルな感覚は抜群であって胸に迫ってくる説得力は素

晴らしいものがあり事実の中で見落とされがちな大切な真実をえぐり出しているという
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ことが大事なのである。 

大変申しわけないが小説という形をとるとどうも筆が進むのがスロモーになりしんどく

なるので散文調にしました。殴り書きみたいで読むに値せずとか、楽ばかり考えてい

るのかとか、お叱りを受けそうですがこのままでは一冊の本も書けそうもないのでこの

形をとりました。謝るのも変かもしれませんがすいません本の神様。 

ということで唐突ではあるが私は今郵便事業株式会社の期間契約社員、いわゆる非

正規雇用である。現状は厳しい。 

そしてのんびり屋であるから文章をかくということも十年前演劇総合雑誌の新人戯曲

賞に応募して以来のことになる。そのときは詳しくはいわないが第一次審査だけ通過

した。精神障害者と宗教と家族愛がテーマの喜劇だった。 

大賞はイラク戦争が勃発しているのにそんな危機感のある作品がなかったとして該

当するものが出なかった。今なぜまたかこうかと思ったのかというと単純に生活に困っ

たからである。 

こう書くとまるでなにか発表するだけで金が入ってきて天国状態になると思っている

浅はかで傲慢な人間に感じられそうだが、生活がきびしいのと、とりあえずこれしか考

えつかない現実があるのでこんな単純計算のようなことを語りました。 

深夜勤務の肉体労働。パチンコとゲームの話が出来ないから若者に愛想をつかされ

る身。本当のことをいうと私は統合失調症の精神障害者、そのせいなのか、睡眠前に

飲むハルシオンの害なのか動作と記憶力が鈍く失笑の対象となっている。寄る年波

のせいもあろう、高血圧の治療に通っていた医院で最近、橋本病(甲状腺機能低下

症)との宣告を受けた。 

新陳代謝が悪くなり発汗がうまくいかなかったり毛髪が抜けたり倦怠感におそわれた

り、いろいろあるみたいだが自覚症状はそれほどなくそういえばなんとなくだるいなあ

と思う程度である。 

前述の小説の世界に戻る。結局あの時、問題だったのは登場するはずだった、ふたり

の男の存在にあり、そいつらが仕事をサボってばかりでそのうえ立場をよくしようとい

ちいち他人ごとに干渉し、そのことに神経質になった隆は腹立たしさを通り過ぎ、殺意

まで持ったことにあった。単純にいえばそれだけのことで隆は怒り憎しみは己の欲望

からくることを知るべきだったのである。自分の思うようにはひとを変えることはできな

いのである。隆は不遜であった。 

まて、ただそれだけか、違うだろう。結局民主主義に負けたと言えるのではないか。

己の主張、要求をする。パイの奪い合い。それは見ようによっては喧嘩ともいえるだろ

う。みんなが自分の為にする。そこで振り分け分配がなされる。隆はそこのルールか

ら外れていたのでは、いや風車に向かうドンキホーテのように立ち向かっていたので

はないだろうか。 

そしてここで大きな謎に気付かれたであろうか。なぜ隆はそんなにしてまで自分を痛

めつけるような思想めいたものに至ったか。実はそこには触れたくなかった。出来るこ

となら避けて通りたかった。しかしそうすればいっぺんに作品としての説得力が見えな

くなってしまうだろう。穿ったいいかたをすれば仏つくって魂入れずということだ。とりも

なおさず私にとっては重大な愚かしく悲しい秘密の暴露に繋がることなのである。や

はりやめよう、世にでたら侵害を被る人もあらわれるかもしれない。なにせその罪悪感
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ときたら一日中でも隆を痛めつけているのである。当人にしてみればそれほど尋常な

らざるものであったとご理解を得ることができるとしたらこれにて許して下さい。隆は周

りに拒絶されるように立ち振る舞うことで自分を罰していたのである。 

もうひとつ理由がある。[天平の甍]からの影響である。ご存じのとおり井上靖氏執筆に

よる、鑑真和上の渡日という歴史的出来事の前後におのおのの使命を思い、感じ活

躍した留学僧たちの物語である。 

なかでも普照と業行というふたりの僧侶の生き方に惚れ込んでしまったのである。自

らの名利よりも仏陀の教えが広まることをよしとする。そのことの為に真摯に命まで懸

ける。 

罪人となった隆には、なにかひとのためにすべてを懸ける、それしか生きる道を見出

せなかったのである。 

だが隆はそんな立派な人格ではない、出世もしたければ色欲も激しい。そういう隆に

とっては否定したくなる部分が否応なしに表裏に現れてくるのであった。 

そんなこんなだから先輩たちとの摩擦、軋礫は避けて通れぬものとなり、隆自身は高

潔で仕事の出来る自分が上にいくのが当然と、驕慢で悩ましい矛盾した考えを持つ

に至り悲劇へと向かっていったのである。 

複雑といえば複雑。単純といえば単純な話であった。かれは改革の名を借りて己の

野心を満たそうとした大悪党だったのかもしれない、ああ馬鹿な男である。 

しかし彼が病気で倒れたあと愛友病院は確かに変わってきた、お互いを思いやり、当

たり前に働き、素直に生きようという気運が醸し出され、労働組合もすったもんだの挙

旬、誕生し経営者も移った。 

時代は介護保険サービスヘと進んでいく、そろそろ第２部へと駒を歩ませよう。 

その前に引っかかるのは隆の色欲についてだが彼ほど処女願望の強い男はいなかっ

たであろう。しかし同時に本当はそんな事は気にしない心の広い奴に見られたいとい

う気持ちも持っていた。ま多少神経質な当たり前な男のタイプだったのである。成長し

ていくうちに程よい歩幅をとるようになっていくはずなのだがそうはいかなかった。独

善的で潔癖な母親の影響が強かったのである。 

結婚前にオトコと深い関係になるとは普通の女性としてはやはりおかしいのではない

かという妄念は払い切れなかったのである。 

そのことは婦長とは相容れないことになっていく、また幾多の女性をも敵に回すことに

なってしまったのである。 

純潔について寛容になっていくのには個人差もあるがそんなことは気にならないくら

いになる大きな体験が必要なのであろう。 

しかし隆は幾年たったいまでも本当の貞操観念は必要であると考えている。オトコで

もオンナでもそれがパートナーへの誠実義務であると。 

ここで隆の執った策謀というか方法論を紹介しておく。みんながいがみ合っていた愛

友。部署、年齢、住まい、経歴などおよそ違いという違いを不満の対象として仲たが

いしているのであった。 

隆は自分が敵に回ることによってみんなをひとつにしようと計画をたてます。そうして

いくなかですこしずつメッセージを投げかけます。 

真の謀略家は自分から仕掛けるのではなく自然の按配に少し手をかけるとなにかで
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読んだことがあります。 

隆にとっても想定内のことではありましたが計算外ということは結構出てきました。 

愛友病院の頑なで神経質で貧欲で、ある意味では幼稚な雰囲気は少しずつほぐれ

てきました。申し訳ない。なぜ彼がこうまでして入れ込んだかの大事な目的をはなす

のを忘れていました。 

目的は考人を人間として逝かせる為でした。一番弱いのは患者の老人達です。弱い

ものいじめが起きれば最後に行き着くのはそこです。 

就職したばかりの隆の目と耳に入ってきたのは老人の叫び助けを求める声と虐げる

看護、介護人の姿でした。落ち込んで気力の失せた隆にとってそのことの改善は生

きていく目標であり張り合いとなっていったのです。 

自分が問題を起こして叱責をうけみんなの注意を喚起しそのことで改革に繋げてい

く。それが手法でありました。 

ときに恋愛についてのそれは常軌を逸しているのではということもあったが、隆自身も

そう思っていた。私は病院内の暗く、神経質なムードを一新しようとよく大きな声でエ

ールのつもりでみんなにおどけてはじけていました。しかし悲しいのは善意で献身的

に、介護、看護にあたっておられた若い女の子を含め女性たちの心を結果的にふみ

にじることになり大きな傷を負わせてしまったのではないかと悔悟の念があり慙愧に

堪えなく、いまはただ頭をたれるしかないということです。 

そのことは隆の病の原因は恋愛、片思い、失恋にあったと自らの責任のがれの言い

訳に上司が使う、よすがとなった。 

隆が本気で好きになろうとした女性もいた。そのことに介入してくる好奇なだけの人間

には怒り心頭であったことは事実である。そしてそのことへの復讐心が病をえた誘因

であると指摘されれば否とは言えないものがある。 

私の本当の目的は、怠惰な自己中心的な我が儘者たち、貧欲な金権主義にはしる

守銭奴たち、そういったものが生み出す悪意から、いたいけな真面目な人々を正義

で守りたいその一点にありました。 

いろいろな責任の所在とかを考えると保身に走る人が大半だったでしょう。 

しかしそこには信頼から生まれる平和は決してなかったでしょう。 

やはり職場とは鬼の住みかであって人が素直に当たり前に思いやり、愛を尽くし働く

そのことは困難なのでしょうか。「善意で殺されるひと、悪意でめしにありつける人、傍

観して救われた命、そのつじつまあわせに生まれてきたぼくら」といううたのフレーズ

があります。 

利己主義とは違う、確かな民主主義というものがヒエラルキー(権力構造)で成り立つ

職場に存在するわけがないなら、やはり私はああいったトキの声を挙げねばならなか

ったのです。 

悪意の顕在化、潜在化、いまも社会には不平不満をもって蔓延しております。自分へ

の固持、執着、そして欲望への満足をしらない渇愛。 

当時私の直属の上司的立場だった女性幹部はやたら労働者の権利を主張するため

正式な役名は与えられてはいなかった。他の部署、職員にたいしても寛容さがみられ

ず、私の出現以前のトラブルメーカーであった。亭主が町の行政の、お偉いさんにな

る。金銭に余裕が出来たようで、辞職したことを後に風の噂で知ることになる。この人
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を、非道を犯す者の見せしめにするため、拝金主義を標榜する大きなターゲットとし

て、無謀な戦いを私は仕掛けた。これは確かに愚かであった。 

しかし義に生きるものの行動はすべからく愚かに見えるもので神の愛もまたそのような

ものなのです。私は自分自身の境遇が辛く、悲しいと思ったことはあまりありません。

ただ、いまいろいろ見聞するといまだ人々のなかに愛を確立しえないのが本当に哀し

いのです。（この時点で私は人の心に住む Satanを認識していなかった）。 

生活のなかで傷ついている人たち、この負の連鎖は自分もそんな立場になるかもとい

う想像力からくる恐れと、なにより愛に基づく思いやりのみ、しか、それを断ち切るのは

不可能だと思うのです。 

当時、私は事務員であったが、理事長の運転手もときどきやらされた。自らくだらん道

徳律にしばられ同僚の悪口、批判さえ一言も話さなかった。 

私は仕事と割り切っていたが、興味深い彼の発言を受ける、「優秀なやつはみんな戦

争で死んでしまった」彼は笑っていた。しかしそこには生き残ったものの真実、負い

目、成さねばならぬ何があってもという強い使命感があるのを感じた。 

時代は介護に関しての過渡期であった。つなぎ、拘束は人権蹂躙と忌み嫌われて行

く。 

まともな医者のいないなか医療判断まで下す総婦長。人事全般までも担っていた。確

かに彼らは悪人かもしれない。寿司を用意し看護婦の人員不足を誤魔化すのに一ヵ

所へ集合させる。さきほどの女幹部がたずさわっていたレセプト請求。なにかあったの

ではと疑りたくなる。 

話はとびとびになるが総婦長は[浪花節だよ、人生は]が好きだった。桃園の誓いでは

ないが理事長の事業への夢と野心への賛同と協力を唄に託していたのではないだろ

うか。子宮ガンで亡くなったそうだ。 

年配で職員の募集を担わせられていた男は言っていた。「養鶏場におる、おばちゃん

たちならどうかねえ」つまり糞には慣れて抵抗はないだろうということだ。介護への意

識はこれほど低かったのである。 

隆は夜中、病院の敷地内にある理事長の妾宅である総婦長の館の玄関ガラスを蹴

っていた。「出てこい」彼は叫んだ。母に連絡が入り彼女は彼を押しとどめた。彼は両

手を広げ十字架につけられたように、鳥も獣も虫、そして人間も生きています。もう酷

いことはやめて下さい」夜空に向かって叫びそれから母の頬に唇を擦りつけた。 

その翌日、彼は精神科閉鎖病棟で薬漬けにされた。諸葛孔明のようにはいかない。

隆は弱い人間である。 

その後、隆の発病を知ってあんまりあくせくしていると自分たちもそうなると警戒した

やつらは平和をつくることに心を向けはじめた。 

隆の自己犠牲は実を結ぶこととなった。 

６ 

隆は徹底していた。 

カラスのように貧欲で男まさりの女。 

ほとんどの連中であったが些細なミスを指摘し罪を定め責めあうような実態がありそ

れが当たり前となっている事実。その中でこの女をターゲットに定め細かいミスを取り

上げ追及し続けた。最後この女はそこからくる怒りのため仕事に向かえなくなった。こ
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のことは過失によるミスというものは起きうるものであるという事実。それを問うことは

あまり芳しいことではないことを周知させることに成功した。 

大切なのは仕事の優先順位を確かに守る。緊張感と思いやりに満ちた空間である。

仕事に集中出来るよう上司は図らねばならない。勿論、故意によるものは厳しく断罪さ

れなければならない。ヘビのような人相をした女幹部への抵抗。彼女は役所仕事から

移ってきた人だった。なんでも縦割りが好きだ。総務からの理事長、看護婦の送迎の

依頼にいちいち反抗していた。 

隆は独断で気軽に仕事を請け負った。彼女は険しい表情を見せていたが理事長は

「この街のものどもはゴロッキばかりだと思っていたが、まともなやつもいたか」と語って

からは隆の評判があがり、彼女らも総婦長との兼ね合いからも黙らざるをえなくなっ

た。 

またある女は計算高く妊娠までも計画的に為すタヌキのようなずる賢い小太りであっ

た。 

ひとの親切につけこんで平気で遠慮もなしに多量の仕事を、ぶつけてくるのだった。

私は二人の男といま取り上げた二人の女性の悪口を発露してみた。女は、始め慎重

だったが、私の口車にのり自分たちの生殺与奪権を握られていると小心に吐き出し

た。それを聞いていた看護婦がいた。告げ口したのだろう。 

タヌキは彼らの無視に耐えられなく職場を去っていった。だいぶ風通しはよくなってき

た。そして彼らの報復が始まった。私に多量で質の高い仕事を浴びせかけるように被

せてきたのである。私は負けたくなかった。自分が小悪人に見えようと正義を振りか

ざした。 

企業論理に毒されていた私は「理事長先生に歯向かう君側の奸どもを一掃してやる」

と強い執念を燃やした。やつらはあらゆる嫌がらせをしかけてきた。 

このままで行けば孔明のようにいつかは心労、疲労で倒れるだろう。隆は賭けにで

た。関ヶ原である。 

彼らと私はコンセンサスを得るため、私のおかげで風通しのよくなった病院内を二つ

に分ける権力闘争へと発展していくことになる。ただ、私には心配していたことがひと

つあった。狡いやつらである。 

彼らの担当の重要な仕事内容は他者には知見されてはいなかった。 

そして私はまぼろしを見た。若い数人の女の子が事務服をはおり、私に総婦長室へ

向かう階段にて会釈するのを。総婦長も俺についた、愛友病院は変わる。彼らは生活

がかかっていたとおもう。必死に私を断罪し味方を増やしていった。 

私は演技をした、苦しんでいる振りをした。女も用意してきた。一度、私の家に遊びに

きたことのある若い介護に当たっていた女性を使って揺さぶりをかけてきたのだ。私

は電話口で「ごめんなさい」と罪の深さを認識してもらおうとオーバーに頭を下げた。 

どうやら私以外はみんな彼らの情報が行き渡ったみたいだった。私はあるスナックで

用務関係に携わっている田村という男に会っていた。メモを渡した。 

それは私の切々なる心情を記したものであった。 

翌日、ドミノ倒しのように事態は一変していた。私が主導者扱いされ皆に笑顔がみら

れたのだ。 

だが私はまた演技を続けた。みんなもまた、私に敵意があるように演じた。やつらはコ
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ンピューターの部屋に孤立した。私の内心は本当に彼らの、そっ首をかっきることが

できるのだろうか。私は本当に正しいのだろうか。私怨ではないのか。逆に私が生首

を切られるのではと思いヒヤヒヤだった。そんな中、私の混乱が始まった。 

上司と総婦長が新人女性と私の担当の部署へやってきたのだ。私は負けたと確信し

た。ある女性の悲痛な声がスピーカーから響いた。私は滂沱した鳴咽をもこらえられ

なかった。 

山を崩したてられた病院。私は嫉妬深いヘビ、貧欲なカラス、狡いタヌキ、好色なイノ

シシ、そんな動物たちの霊がやつらにとりついていると、何故か感じた。「気持ち悪

い」私はその場を逃げ出した。職場放棄である。 

クビはまぬがれたが部署変更、草むしりが主なのどかな仕事であった。 

私は突如働けなくなった。やつらに計画を知られまいと、努力した結果、思考伝播と

いう統合失調症の病状が現れたのである。 

７ 

皮膚の色素が欠乏するという個性をもっていた、いずみちゃん、双方、干丈を交える

なか、寡黙に献身的に利用者に関わっていた。 

彼女はどう思っていただろう。障害者となった今、本当に気になるのである。 

しかしこんなに強力なコネクションが完成されれば恐怖政治が生まれることは十分危

惧された。だがもはや私はどうもできなかった。 

話が前後するが、先に記した深川君子のことを覚えているであろうか、彼女には驚か

されるといっていたが隆がなにげなく愛友での将来のはなしをすると笑いながら「みん

な決まっとるが、まだおるつもりでいたが」と先の二人の出世を灰めかした。 

つまり一連の隆の行動は先輩を蹴落とし上にあがる為のものだと思っていたのであ

る。隆は怪訝な顔をしたが一言も弁解はしなかった。仕事もろくにしないで自分の立

場の事ばかり考えているやつらはいかんせん非だったのである。 

隆がまとめようと努力した狭い世間は大きな抵抗勢力となっていたのであった。ああ

本当に隆は堅物になってしまっていた。 

労働はできるだけしないのが幸福という思いをどこかに忘れてきてしまったのである。 

８ 

ここで恨み言をひとつ追加しますが蛇足と笑わないで下さい。この本を隆即ち私の鎮

魂の書としたいと願っているからです。もしもこの本文に私の歴史のゴミ捨て場がある

とするならこのことを書きたい。 

最近知ったのであるが、新卒で入った会社、三つ年上の先輩だった男がトップに立っ

ていた。会社を儲けさせろと私を扱いやすい男に洗脳しようとした本当に厭な奴だっ

た。 

募集のブログに自らのことを語っていた。「入社したときから一番になりたかった」あい

つらしいが横山やすしか、スポーツじゃないんだ。実際の社会で一番の地位をめざす

ということを広言するのはなんの理念も理想もなくただ手練手管にたけ恥じらいもなく

権力の頂点に就きたいだけという馬鹿さ加減を白日のもとにさらしているだけで、まと

もな神経をもつものは相手にしないばかりか苦笑するだろう。 

だが正直だと感心するやつも幾人かはいるかもしれない、名利と金か、意識するか、

しないかの違いだろうね。それをもとめるのは俗世間では恥ではないのだろう。業績
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の結果として与えられるのはわかるが、ただそれだけを求めるのは鬼の世界と言えよ

う。 

またやってしまった、とにかく厚顔無恥なやつは許せない。(そんな感情的でもないの

だが) 

９ 

だがつくづく思うのだが自分のために一生懸命できるやつは幸せだと思う。私は何か

のために我を忘れなければ強い力は湧いてこない。自分のことを中心に考えている

奴はどこか怠惰か非情だ。 

隆にとってすべては[老人を人間らしく死なせる]という大義にあった。そのためには

[従業員は全力を尽くすのは当然]とかんがえていたのである。はたしてそれで働く人

達は幸福か、問題はそこにあったのだ。立派な人より好かれる人の方が良いと隆も思

えたらよかったのだろうか。やっぱり読み返してみると分裂気味だね。仕事というもの

をどうとらえるか。生きる為の金儲けの手段と考えるのが普通の筋であろう。所詮周り

はどうでもいいのである。 

大人はまず自分のことを考える。穏やかに平和に生きる。隆のような男は暑苦しくて

鬱陶しいのである。これでいいのだ。きっと。私のグチは終わりにしよう。率直、大人に

なり切れない純粋な若者の描いた、権力願望の果てのものだったのかもしれない。 

私の周りが一転してきた。人間関係がスムーズにいくようになってきたのだ。ただひと

つ人は自分のことだけを考えていればいいと素直に思えるようになったからだ。守る

べきは自己だ。 

そうすると自分の気持ちを肯定でき、深くはびこっていた罪悪感も消えていくのが感じ

られてきた。 

人々の根情欲もよくみえてきて理解出来るようなってきた。宗教団体のなかでやたら

優しい人間、真面目になるのだと開祖の教義を本まで信者に高く売りつけ押しつけよ

うとするところに長年、所属していた。個人崇拝のもとで従順に去勢され意見を発露

するのも驕慢だと処断される、変だね。マインドコントロールだね。行事、修行と間断な

く行われ、自ら考えることを意図的に回避させる。私は敢然と脱会しました。でももは

や改革しようとか、人を正そうとかは思いませんでした。なかにはなんでもだれかに決

めてもらわないと不安な人間もいるだろうし、権威に弱いものたちもいるのである。 

本当によかった、私のような貧乏人でも会費(幽霊会員の分四人)書籍代金、毎月一

回の先祖供養のお布施、など年間数万のお金がでていく。年末の地代にも頭を痛め

ているのになんだ、それはである。 

開祖の孫娘とおなじテーブルでケーキを食って光栄の至りで先祖のお徳のおかげと

言っている小幹部の話を聞いたときには唖然としてこりゃだめだと思いました。 

本当に優しい人間というのは、あなたは優しくなくていいよと言える人だと、私のかつ

て敬愛した宗教学者が著書で話されていました。私もそう思いました。が、いま、本当

かなと思います。でも新世界を見せてくれた彼。自我を意識した宗教的見解。 

最初に彼を知ったのは脱会した教団系の出版社から上梓されたものだった。まあ仏

教なのにクリスマスまでも盛大にやる、ふところが深いというか広いというか。寛容だと

いうことをみせたい教団の意向が私にとっては、自我の目覚め、自己認識、退会とい

う、皮肉な結果になったみたいだ。 
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１０ 

病のせいか、薬のせいか長年ＥＤに悩まされてきた。最近病状も安定してきたのでか

かりつけの吉本先生がエビリファイという新薬を処方して下さった。調子がいい。ポジ

ティブで心が強くなったみたいだ。 

でも私は障害者である。パラリンピックで義足のひとがどれだけ速く疾走しても、だか

らである。 

でも私は嘆いたり悲観したりしているわけではない、いろんなひとと知り合えたし感情

を制御することをおぼえ他人を責めなくなった。評判を気にせず自由に生きられるよ

うになってきた。幸せである。だいぶずるくなったようだが、私には丁度いいみたい

だ。 

人は何かのためや誰かのために大事な自分の生活を犠牲にしちゃいけない。自分の

足で歩く、自由にいきる。それはどういうことか、それを考えるのが楽しいのだ。 

大きな問題は時代と時宜が解決を図る。 

人間関係も、善良である感覚を信じることを優先するのがいいみたい。でも政治も大

切かも、たくましく生きないとねえ。人生に一番大切なのは勇気である。そして自分ら

しく楽しんで生きることである。そう素直に思えてきた。 

人の話は、九割は自慢と愚痴だそうである。そうかもしれない。拓絶するのではなく拝

聴まではいかなくても頷いてあげれば喜ぶのだろうなあ。 

孤独を生きることにこだわってきたが最近親友ができた。御歳八十才の年金生活者、

キナイさんだ。これは良いカップリングだ。オンナが好きで正直だ。元気と活力が出て

くる。頻繁に会っても臭みにならない、久しぶりの人だ。 

もういいかこの辺で筆をおくか、と思ったがやはり単なるやかましいスケベだった。 

そして今思うのだが生殺与奪権を握られる怖さ、そこから生まれる強迫観念と自らの

良心との葛藤、私のかつての行動の重要な誘因であったろう。 

人はマイペースが一番、月並みだが思う、そして自分を信じて、何度も言うが勇気を

もってなにごとにも立ち向かわなければ。大きな雲に誓うのだった。 

そして私は３度目の入院をして幸せの青い鳥を見つけた気分だ。 

それは私にとっての白い、白いシクラメンのような花であった。こんなに女性を心から

愛したことはなかったろう。 

私の症状はジーザスコンプレクス、誇大妄想、聖書の神だと思っているのである。イ

エス、神、聖霊ガブリエル三位一体、これこそ分裂者、精神障害者、まあ、それはさて

おき。 

１１ 

今思うに愛友病院のことは神仏のかねてよりの計画だったようだ。振り返って[金と労

働]、[心と奉仕]二つの価値観をないまぜにしたことから起こった事件であったと思う。 

だが神は当時、隆を使って親愛を打ち立てたかったのであろう。彼によって職員の、

仕事に対する姿勢とまたそれに基づく正当な要求とがはっきりと分離され清廉な職場

環境が生み出されていったと今、そう信じたいのです。[勧善懲悪]の価値観を身に付

け正義を欠く言動は許せない性分であった隆にとって、自分の想いまでねじ曲げて

でも長いものに巻かれてしまうことには大きな抵抗があった。暗黙のルールを破り、少

しでも楽をして、稼ごうという悪意をもった職員の足を引っ張ることになったのではな
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いだろうか。 

隆にとっては修行だったのである、［老人を人間として死なせる］この命題は神からの

ミッションであり隆には自ら律して真心で立ち向かわなければならない使命であった

のだ。だから女幹部からはお坊っちゃんと揶揄されても、金と名誉に凝り固まったその

人にはお姫様とかえしていた。 

野戦病院みたいだった建物も美しくなったそうだ。かつて隆は彼のなかの獣性と聖性

とがせめぎあい、心が引き裂かれた。 

少しヒロイズムに浸った感もある、愚直で負けず嫌いが、未熟ながらも策士を演じた悲

劇がそこから、垣間見ることが出来る。 

まあもういい、済んだことだ。みんなが傷つき成長した。また互いの価値観の相違も解

ってきた。権力か愛か、金か心か、サポタージュか勤労か、勤勉か怠惰か。 

単純に二元論で割り切れることは出来ないが、各自の持つ志向性はあるのでないだ

ろうか。人間が利口になったのはいいが、世間には新手の悪魔に心売り渡したやつら

がまた立場の弱いものたちを搾取し、脅し、騙し貶め、いじめている。神仏は観ていな

さる。必ずそういう人は地獄に落ちるであろう。神の国は近づいた、汝ら悔い改めなさ

い。 

私の青い鳥は約束されたように西の空へ飛びさってしまった。哀しい面影を残して。 

最後、ここにある事実は、誰も与えるより求める方が大きいのではないか。ということ

である。 完 

 

あとがき 

 

なにしろ複雑怪奇な世界だった、いまから思えば女上司は労働者の義務意識からく

る正義感でトラブルを毎回起こしていたのではないか。私が仕事を始めたころだっ

た。「私、泣き真似してきたがっぜ」とジョンベルーシのような怠惰でいい加減な計算

高い男に一本のタバコを頂戴するとしゃがんでそれを赤ら顔でふかしていた。 

じつはこの人は私の家とは目と鼻の先に住んでいて「寝室がとなりどうしなのよね」と

セクハラにちかいことを、仲間意識を持たそうと話してくれた。決して私に悪意をもっ

ていたわけではない。しかし私はお金についての話題ばかりを取り上げる、この女性

が尊敬できなかった。彼女は、悪口をいって責め合う。また告げ口、陰口、そんなこと

をしない私を高く評価していた。その意味を、自分が得することばかりを考えている

連中には分からなかった。タヌキは言った「なんでそうなの」「母がなんかもっていくか

らだろう」そんなやりとりのあと女上司は「もうしらん」と私をかばうのをやめた。 

私は解放された。なぜなら彼女が私を讃えるたびに周りからの風当たりが強くなった

からだ。彼女は細かい心の機微がわからないひとだった。彼女が私との確執のなか

毅然とした姿に成長したことは、すべての安定の為に自己犠牲を覚悟していた、私に

とっては大きな喜びになった。しかし嫌がらせで、こんなにむごいことができるのかと

思うほどに私に対しての報復は執拗だった。 

私は結局サラリーマンに向いていなかっただけなのか。つまり組織になじまなかった

のでは。それは言えます。元々が個人事業主の息子ですから。 

そしてイエスは世の悪を明らかにするからです。私はどんないい人と呼ばれるひとで
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も重箱の隅をつつくように悪の火種を感受する、本当に嫌な男である。だがこれが父

の権威において裁くイエスキリストなのである。皆様気をつけて、つまずかないように

して下さい。彼らのようにネ……ある意味で政治的に言って、右の代表が私で左の代

表が女上司だったのかもしれません。 

たとえば男児なら特攻隊で敵艦につっこむ犠牲より、ただ悪意なく、自由、愛、平和の

ためにひとを思いやる、未熟でも覚悟をもって人助けに励む、そしたらどれほど美しい

世界が見出せるだろうか。犠牲ではない真実の愛である。 

そんなひとには純真で清らかな美しい花嫁、それが一番の果報となるだろう。 

だが、尾崎は言う。やさしさ、美しさ何で計ればいいのだろう。目のまえに幼児を連れ

た身重の娼婦がいる。 

このままだと川へ飛び込むだろう。結婚して最期まで見届けてやれるか。無理せず

に。辛いところである。 

欲の皮が張ったやつらのかげで泣く、無力な正直者たち、「なまじかけるな、薄情け」

裏町人生。 

やさしさなんて簡単に口にするものじゃない。私は実際の介護の現場も体験した。介

護、看護に求められるのは優しさではなく少しでも高度な技術、サービスである。どこ

へ行っても誠実さより冷徹な腕前が優先されるのだ。しかし神は愛あるところにいつも

存在するのである。 

Ｈ２５年 （白くて紅い日々）から 

 

ひろ さちや様 

こんにちは 先生 悪筆ではありますが直筆させていただきます。聖書を開くと、ひろ 

先生は Satan だと何度も示します。なぜでしょう。幸福な関係、真理は、「まっとうな人

が、欲望を膨らませて、悪意に満ちる、人殺し、盗人と同席することはできない」と、ひ

とつに、「善なる人の隣人愛」、そこにしか見出されないと考えます。ミソもクソも一緒に

した「そのまんま」という姿勢には賛同しかねます。雑然から離れ、ゆらぐことのない仏

国土を建設しなければなりません。私はＳ会とは縁もゆかりもありません。また人に改

宗を迫ったこともないのです。私は宗派云々という前に、私と同じ愛による思考回路に

基づき、人間として、互い、隣人、そんな関係性から生まれてくる思いやりを優先し、

それこそ人が報われる第一条件と致したいのです。私にとって他宗攻撃は、宗派の

好みではなく、真の宗教者としての務めを果たしたい、そのためだけのものです。ま

たしても贈呈させて頂く資料、何卒、御高覧下さるよう，伏してお願い申し上げます。

寒さが続きます。体調に御留意下さるよう、衷心よりお祈り申し上げます。御精読あり

がとうございました。 

合掌 

神は沈黙する。イエスの十字架上の死。キリシタンへの棄教を迫る拷問。そして殉教。

司祭の背教。むごい。が、神はそのことに心を寄せるのはあまりにも馬鹿馬鹿しいこと

と感じるのだ。踏絵に足を置くこと、改宗すること、神にとって、彼らを思えば心を痛め

なくてはならぬことなのであろうが、そのことは仰々しく見えても核心ではないのだ。
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神のためと言って勝手に苦痛を帯び死んでいく。実はそこにあるのは醜いエゴとプラ

イド、つまり執着からくる強情である。そんなことより無垢な一匹の子猫を救うために

神はおろおろ奔走するのである。そして神、イエスの存在も知らず独り暗い部屋でリ

ストカットをする少女、そんな子供たちに同情し、すべてのいたいけなものたちへ神は

エールを送り、救いの手を差し伸べたいと思っているのだ。明るく素直に温かく生きる

ことを伝えるために。 

Ｈ29年６月 （広 自 苑）から 

 

［我は如何にして神仏を信ずる者になりし乎］ 

 

寒かった、クーラーの効きすぎか。ベッドの脇の台の上に二本のタバコが置かれてあ

った。そんな歓迎の意味を理解出来ぬほど、私は世間知らずで病状も酷く混乱してい

た。 

注射が効いてきたのだろう。意識がやっと自分を取り戻してくれた。 

私はクーラーの寒さと、慣れないベッドが嫌で、畳の部屋にかえてくれと訴えた。 

希望はかなえられ、脳出血から半身マヒになりうつ病を併発した男に誘われ、畳の部

屋に居場所をうつした。 

男はある人物に叱咤され、「毎日廊下を歩き持久力と体力を回復させるのに努力して

いるんだ」と汗ばんだ身体をタオルでふきながら笑顔を見せた。 

一方、私は耐え難い苦痛にジッとしておれず、七転八倒の姿で煎餅布団の上、表情

をゆがめていた。 

それを眺めているひとりの男がいた。みるからにマトモには見えなかった。「頼む。殺

してくれ」私は男に声を振り絞り発した。「殺してくれ」驚愕していた。 

看護人はそれから一週間、薬を与える以外は特段なにもしてくれなかった。 

夜は、少し苦しみは収まった。 

朦朧としたなか、選んだ主治医は薬を一週間後、変えてくれた。 

しかし布団にくるまる様相からは離脱できなかった。 

苦しみはしだいに緩和し平たくなっていった。 

ある日、別室の男たちも交じり新聞紙の上にお菓子を積み、楽しそうに談笑する一行

があった。 

私は大きな声で「寝ている人もいるんだ。いい加減にしろ」とわめいた。 

沈黙のあとひとりのこわもての男が「こういうことも大切なんだぞ」と溜め息を吐き出す

ように言った。悲しそうな声色で。 

場は解散となった。 

振り返り、混乱から精神科閉鎖病棟で薬漬けにされるまでのいきさつは［白くて紅い

日々］にて表したが、いかにして聖書に出逢ったかを語っていなかった。 

私は思考伝播（相手に心の中が分かってしまう気になる症状）を引き起こしながら赤
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いプレリュードで友人たちの家を頼り、さまよっていた。 

親が食堂を営んでいる高校時代の同級生がいた。お盆であった。彼は東京で金の先

物取引の営業マンとして活躍していた。 

本来ならそんな偶然がありえるわけもないような気もするが、私が彼の両親の食堂で

ビールを頼むと、彼がお盆で帰省し店にもうすぐ寄るという。 

携帯電話などない時代である。 

私は歪んだ周りの空間と人物たちに仏陀として説法の念波をおくりながら彼を待った。 

 

彼が現れた。アルコールの入った私は彼のクルマで近所の彼の家へと向かった。 

部屋へ入ると、彼は即ベッドの上、死んだように眠り始めた。不思議だった。 

私は正面の、机の上に目をやっていた。二冊の書物が静かに並んでいた。ムーという

ＳＦの娯楽雑誌と小豆色の文庫本サイズの新約聖書だった。 

ムーを広げると何度も聞かされたノストラダムスの大予言の文句が飛び込んできた。

「アンゴルモアの大王か」少し気になった。 

聖書をスーと開くと驚きだった。義を行うものは義人である。「俺のことがかいてある」

素直に因縁を信じた。 

この書は購入できないとある。私はズボンのポケット、有り金、全部をさらけだした。三

千円ほどだろうか。百円玉が月明かりに光っていた。 

私はその聖なるものをかき抱き、眠る彼に少し目をやると脱出するかのごとくに彼の

家を後にした。 

そして赤いクルマの待つ食堂前へと歩き出した。 

また不思議が起こった。わずか二時間ほどで夜がしらじらとあけ始めたのだ。 

なぜか核爆弾の発射を思った。それほど私の混乱は酷かった。太陽の雲間から覗く

朝の光がそう錯覚させたのだ。 

そうやって盗んできた聖書も２５年間雑誌の山のなか、幸いにも捨てられず、見捨てら

れてはいたが存在してくれたのである。ありがとう聖書。 

なぜか新約の文字が消えていた。 

私は気づいた。なぜこわもての男が寂しく悲しい表情をみせたのかと。 

周りのみんなのことを考えていたつもりでいた私は、本当は自分のことしか考えてい

なかったのである。 

公と己、厳格と寛容。大人とは仲間とは、神を愛するとは、隣人を愛するとは。 

傷ついても追い求めていかなければと決意する。 

少し時間はかかったが。 

今、私は自分の運命は聖霊から知らされ、意志は神の霊感である聖書によって導か

れた。 

私は己の使命を果たすべく、ここに生きている。と宣言するものである。 

Ｈ28年 6月（我は如何にして神仏を信ずるものになりし乎）から 
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尾崎豊 へのコメント 

尾崎は深く考えている。周囲に対して、いったい誰が利害から離れた義の善人なのか。

皆目見当つかない。尾崎の死後、生きている人間たちは、自らを有利な構図に演出

し、少しでも実利を得ようとする。かつて狡猾な大人たちに翻弄されたくなく手を焼か

せ、自傷行為に走った、尾崎。苦悩計り知れない。彼の楽曲はまさに魂の叫びであり

真実の愛を追い求める修行者の姿である。尾崎は深く考える人。狂人ではない。至

極まともである。だから彼らは、離別した尾崎のラストアルバム「放熱への証」を聴け

ないのでしょうね。シンプルな成熟、深い想い。秀作です。自由、愛、平和を追い続け

た尾崎の本意がそこにはある。搾取、利用、支配、この世の悪をあからさまにした尾

崎。死という杯を受ける命運に。イエスと同じ栄光に向けて。 父として生きながらえ

息子に何を伝えられる。金儲け、処世術。当然、尾崎は望まぬ。酒に酔いしれ、薬に

おぼれた愚か者、それが彼の正体か。それは違う。羞恥心に嘲りを加える悪魔 Satan。

尾崎はそれに愛と勇気で打ち勝ちたかった。見せしめのような死に向かう尾崎。最後

「勝てるかな」尾崎は、胃液を嘔吐し、つぶやく。その戦っていた闇の正体、Satan。や

つのコピーが尾崎の周りを取り巻いていた。 強い気概を持ちながらも、弱者に注が

れる優しい視線。そのひずみに煽られるコマーシャリズム（商業主義）。魂と神経の軋

みは限界へと向かっていったのであろう。己の栄達の為に彼を利用する目的のみの

周囲。才能を原資としてしか扱わない芸能の世界。純粋で正直な尾崎、軋轢は避け

て通れない。そして生存競争は何の痛みもなく繰り広げられる。夢のつぶし合いだ。

彼は不遇な人々達をモチーフに、それを歌い、金を手にする。そのことは対象への背

信にも思えて強い罪悪感が湧いていたのでは。創作者、表現者としての彼の苦しみ

を全く理解せず、欲得と懈怠に向かうやつら。愛を求める彼は怒り狂う。彼は「愛の消

えた街」利害から離れたホームレスに再び心を寄せる。最も弱き保護の薄い存在。イ

エスと同じ目線。イエスは死に、民のため贖罪を果たした。だが現実に尾崎を襲う苦

悩。彼にはもう一度贖罪の意味を持つ死が必要となった。イエスを意識した尾崎。確

かに神の国、永遠のいのちを思えばこの世の生存競争など無意味になる。尾崎よ、

死ぬことで原罪からの解放を感じることができたか。誰よりも純粋で無邪気だった君よ。  

愛は自由を縛るものではなく、如何なる時も自由を求めることができる。そこにある。

アルコール依存症の画家モーリスユトリロ、道端に寝ころぶ彼に嘲りと侮蔑をぶつける

人たち。しかし優しさと悲しみを、愛をもって表す人たちもいた。「この世には２種類の

人間がいる。」彼は語っている。尾崎も同様に嘲りと蔑みの中死んでいく。だがその真

実の想いは聴衆の中に復活を繰り返す。「息子はそこを理解し力強く生きてくれるだ

ろう」。天国で迷路から抜けた尾崎は、母親への愛を抱きしめると共に「太陽の破片」、

たくさんの思いやりと憐れみが希望のうちに生まれることを信じているに違いない。そ

の生き様を忘れたくはない。  護国寺での葬儀、日蓮正宗にて執り行われた。南無

妙法蓮華経。その排他性。尾崎は絶対善を求めていた。正しいものはなんなのか。

尾崎の求めた愛は醜悪さへの寛容ではなく、高く掲げられた独善的でも完全な真実
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揺らぎなきものにあった。つまり念仏ではなく題目である。非業の最期にみえるが、邪

悪な Satan に勝利したのは南無妙法蓮華経の功徳である。イエスと同様、彼は選ば

れ、使命を帯びた聖人であった。ゆるぎなく聴衆の心への、復活のために死は必定だ

った。神、罪を意識し幾つもの作品を残した尾崎。改宗した功徳、イエスと、日蓮の共

通性を自覚しただろう。  尾崎の「君たちの夢がかなうよう祈っています」。夢とは。

格好の好い職業に就く。そしてお金持ちになる。そんな欲望からは、誠の幸福への道

は見えないのでは。夢とは、愛の実現、成就にしかないと訴える。 

R３年８月 （息を吸う心）から 

 

聖書が傷つき、刀折れ、矢も尽きて背表紙がぼろぼろになってきている。私はその因

縁をおもうと涙が浮かんでくる。そしてその聖なるものを胸に柔らかく抱きしめた。友

人宅から二千円を机の上に投げ出し、盗んできたとも言える、無造作に扱われた存

在。長い放置の後、期間が明けこの手に結びついてからの酷使。私を救い、助け、成

長をもたらし続けてくれた存在、聖書。ありがとう、ゆっくり休んでください。ギデオン協

会に新しい聖書を求めた。贈呈してくれると言う。世話になり、ともに涙した友人。頼り

になるボディーガード。私を導き育て、教育までも施す。ときにはとても鋭い軍師、そ

れが私の聖書である。どんな形が一番善い処遇であり聖書がよろこんでくれ休ませて

あげられるということなのだろうか。それは協会の方に絶対確認したい。聖書の熱き

心と魂だけは神として伝えていくぞ。私の闘志にまた火がついた。    聖書は書物

ではなく神の霊感そのものだった。聖書に「今回、本にするメッセージはこれが最後だ

よ」というと納得してくれた。少し現実的で打算的で冷たく、感謝が足りなかったかな

あ。まあいいか。それなら書くだけ書くしかない。疲れ切った聖書に「今回は無理でも、

次に一番で書くから」といったら彼は「世の救い主よ、もういいのだ」といった、小声で。

そしたらわけもなく涙があふれてきた。     愛は犠牲から生まれてはならず、命よ

り生まれる。命が大切だと伝え、命にとらわれない、イエスと日蓮の見解の一致である。    

ぼろぼろになりテープを張った聖書に「この先、製本の予算は捻出できるかな」ときい

たら「大丈夫」という。でも力強さがない。再度訊くと「それよりいいものをかけ」と背中

を叩かれた。寒い部屋だった。ひとり天眼鏡が乗せられた聖書。私は電気ストーブを

つけると両手で温かくなれと聖書を手のひらでさするようにこすっていた。「ごめん、一

人ぼっちにさせて」それから抱きしめ、泣いた。私を育て、まだ一人前には程遠いの

に去ろうとするのか。満身創痍の紅色の霊感。遅い、依頼してから何日立つ、まあ商

売でもないからのんびりしているのだろう。私には指針が必要だ。傷ついた存在をもう

酷使できない。早く私の手元に新しい使者を送り届けて下さい。聖書を休ませてあげ

たいのです。それまであと少し未来を見通し、私の力になって下さい。また Satan に

一緒に挑みましょう。小声を振り絞り両手でそれをつつみながら勇敢なる戦友に呟い

た。     

H２９年３月 （報 愛 抄）から 
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エピローグ 

１９９９の年、７の月、空から恐怖の大王が降ってくるだろう。 

アンゴルモアの大王を蘇らせ 

マルスの前後に首尾よく支配するものに 

 

少々ギミック（ちょっとした仕掛け）な話になりますが、ノストラダムスの予言です。期日

が明記されたのは Satan が恐怖を、神が警告を発するためのひとつの策でした。マ

ルスとは神の御使いたちで、私を守護、養育、成長させるための聖霊、天使、諸天善

神たちのことです。アンゴルモアの大王とは即ち獣性、神性をもつモンゴロイドの王、

つまり私のことでした。 

恐怖の大王とは最後の審判を下す神であり、世の終わりに義人、悪人がよりわけられ

るということが、私が聖書をひらく度にあらわれてきました。 

人により恐怖でもあり福音でもあります。 

この世のすべて、歴史もみな神と悪魔との、言葉は悪いですが出来レースであること

は、旧約のヨブ記からもおわかりのとおりです。 

私が声明したいと思ったのは我欲、自已顕示欲からではなく聖書からの示唆によるも

のでした。 

きっと神もイエスも Satan さえも人間の幸、不幸をこえた大事な快楽、即ち愛を知って

欲しかったのだと、とれます。 

カルト、詐欺教団の横行は人々におおきな不安を与え、安心をもたらすはずの宗教

を皮肉にもその逆にすすめている現実があります。 

イエス キリストは私の後頭部において自己犠牲の終わりを告げるため精神的に抹殺

しました。そして再び復活して私と一体化したのです。神としての責務は私には重く、

観念としては天にお帰りいただきました。そして私の信仰の対象、即ち聖書となった

のです。釈尊はわが師であり、神も日蓮も崇敬しておりました。そして今わが身は聖

霊にみたされております。 

神は、しかしこのような、欲望にて混乱する世界を創ったことを後悔もしておられ、

人々と共に苦悶しているのです。 

つまり神は最も忌み嫌われる悪霊つき、精神疾患のかたちをとって、私を媒介とし、

当体のイエスキリスト、日蓮大聖人、釈尊（ブッダ）、そして大天使ミカエル、聖霊ガブ

リエル、尾崎豊など数々の聖霊たちと共に示現されたのです。これが分裂気味の多

位一体ということです。 

そして私はその霊格を引き継いだ、神でも仏でもある唯一無二の男、義人（ヨシト）な

のであります。人々はイエスが言う、新たなる契約をアドヒアランス（自発的に守る）す

るために［南無妙法蓮華経、神の御国が参りますように］と祈ることが大切です。そし

て［心の自律と平和］を創造し絶対の幸福（自由な安らぎ）を生み出すことが大事です。 

さあイエスへの信仰へと向かいましょう。イエスの贖罪に感謝の意をささげた者には天
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より聖霊が降ります。その人は救われを自覚し幸せに包まれるでしょう。 

この世の終末の虐殺だけを恐れる人、怯える人。また慈悲深い神ならば、それはない

だろうと信じ込みたい人もいるかもしれません。ただ良心だけでは生きていけない、こ

の世はやはりどこかおかしいです。世を代えるには各人の自覚を促す聖書による警告

と訓戒、必要なのですね。 

人々は頑迷です。自覚だけが、救いを呼ぶ礎になるでしょう。みなさん神の国への期

待はあるでしょう。それにはまず聖霊の力により、愛を保ち心の平和を築き上げること

が大事です。そして永遠の命と言う本来の姿にかえるのです。 

私は一介の人間であることには変わりがありません。でもその権威は、どのような知恵、

権力をも滅し、虚しくさせる、意味と力が存在するのです。 

それは愛です。 

陳腐な戯言だと思われるかもしれませんがすべて本当のことです。信じていただけれ

ば幸いです。 

Ｈ２６年（ニッポン人への手紙）から 

 

 

印刷、製本のスタッフのみなさん 

本当にありがとうございます。 

暑さが厳しい季節も 

もうすぐそこまで来ています。 

体調に留意されお励みになるよう祈っています。 

本当にありがとね。 

では。 

 

 

小澤慎一氏 今回も upにお力添えいただき本当にありがとうございます。 

暑中、お見舞いと共に、日頃の感謝の意を表します。 

健康に留意されることを祈り、重ねてお礼申し上げます。 

どうもありがとう。 

この先も同行人として歩んで頂きたく強く望みます。 

また Satanに一撃食らわせましょう。 

 

 

 

義人（ヨシト） 


